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ジュエリーは求愛に揺らぐ







　　　　１




　東とう条じようの屋や敷しきでは、東条電機創業記念日の前に恒こう例れいの行事がある。

　東条電機会長である祖父、東条重しげ俊としから、孫であり跡あと継つぎでもある東条繁しげ樹きに向けて放たれる命令が巻き起こす一幕だ。

「今週の木曜、本社に見学に行け。話はつけておいた。いいか、繁樹。今年こそ逃にげるなよ」

　夕食の席、毎年恒例の台詞せりふを祖父が言った。

「逃げてねぇよ。最初から行かねぇって言っといたはずだ」

　そろそろ来る頃ころだと予測していた繁樹が冷ややかに返す。

　おまえは跡継ぎなのだから、年に一度ぐらいは自分が受うけ継つぐべきものをその目でしっかり見ておけ、というのが例年の祖父の要求だ。

　だが繁樹は決して頷うなずかない。

　見学に行ったところで、やたらと腰こしが低く愛想の良い社員達に出で迎むかえられ、特別に綺き麗れいに磨みがき上げられた『見ても良い場所』を連れ回されるだけだってことを経験上知っているからだ。

　お膳ぜん立だてされた見学に意味なんかない。

　企き業ぎようＰＲ用のＤＶＤを見せられているようなものだ。

　いい歳をしたおっさんが、跡継ぎである自分に愛あい嬌きようを振ふりまいてへこへこと頭を下げるのを見て楽しむ趣しゆ味みはないし、おだてれば天てん狗ぐになるような馬ば鹿かだと思われているようで不ふ愉ゆ快かいだ。

　だから中学卒業を機に見学に行くのを止やめたし、この先も行くつもりはないと何度も何度も何度も言っているのだが、頑がん固こな祖父の耳の奥にはどうしても届かない。

「今年も行かねぇからな」

　うんざりしながら恒例になっている言葉を口にする。

「そんな勝手は許さん！　儂わしの顔に泥どろを塗ぬるつもりか！」

　すると、祖父も例年とまったく同じ言葉を返してきた。

（つき合ってらんねぇや）

　祖父が怒ど鳴なり、繁樹がシカトするのは、もはや日常茶飯事。

　ふたりにとって、数少ないコミュニケーション手段だ。

　短気で頑固な祖父は決して自分の意見を変えないし、繁樹も自分の意思に添わない命令にハイハイと大人おとなしく従うような性格じゃない。

　これ以上の言い争いが無意味だってことは、もはや自明の理。

　さっさと退散したほうが利口だ。

　繁樹はいつものようにそう判断して、例年通りに頑固な爺じいさんを完全シカトして立ち上がる。

　そのまま潔いさぎよく立ち去ろうと背中を向けた途と端たん、「待て、繁樹！　逃げるんじゃない」と祖父の声が追いかけてきた。

（なんなんだ？）

　祖父だって、この手の場面で繁樹を呼び止めても無む駄だだって知っているはずだ。

　だから例年なら、ここで呼び止めたりはしないのだが……。

　どういう気き紛まぐれだと振り向いた繁樹の視界に、この場にいるもうひとりの人間の姿が入ってきた。

（──そうか。今年はこいつがいるから……）

　上座に座る祖父の左右に、繁樹と向かい合うようにして座っている切れ長の目が妙みように色っぽい美青年、光みつ原はら春はる希き。

　以前は東条の離れでひとりひっそりと暮らしていた彼のことを、祖父はそれはそれは大切にしている。

　繁樹はずっと、春希は小学生の頃に父親と共に死んだ愛人の連れ子で、他に面倒を見る者がいないから引き取ったのだと祖父から聞かされていたのだが、つい最近、ひょんなことから実は彼が自分の異母兄弟だったことを知った。

　それとほぼ同時に、祖父は世間にもその事実を公表し、春希は東条家の一員として母おも屋やで繁樹達と一緒に暮らすようになっている。

　東条の血筋であることを公表する以前は、必要以上に祖父が春希を大切にするせいで愛人だと噂うわさされていたぐらいだから、孫であることを公表しておおっぴらに可愛かわいがれるようになった今では溺でき愛あいしていると言っても過言ではない。

（ったく、孫相手に格好つけてどうすんだ）

　春希の目の前で繁樹にシカトされてしまっては、祖父としての体面が保てないとでも思っているのかもしれない。

　春希はというと、祖父と弟の顔を交こう互ごに見て、オロオロしていた。

　──喧けん嘩かを止めないと。でも、どうやってこの場を宥なだめたらいいのか……。下手に口出しして火に油になっても困るし……。ああ、もう、どうしよう。

　そんな心のうちが透すけて見えるような顔で……。

（……厄やつ介かいな奴）

　愛人の連れ子だと思われていた頃の春希は、まるで仮面のようにいつも冷たく硬かたい表情をしていたが、東条の血筋だと公表された前後から、その表情は徐じよ々じよに豊かになってきている。

　ちょっとしたことでオロオロするし、きついことを言うとすぐにしょんぼりする。それと同時に、優やさしい言葉をかけてやったり、ほんの少しでも家族らしい態度を見せると、やたらと嬉うれしそうに微笑ほほえむようにもなった。

　微笑んだ春希は、やたらと色気のある妖あやしげな切れ長の瞳ひとみがふんわりと和らぎ、まるで花がほころんだように優しげな顔になる。

　それが厄介なのだ。

　元から春希を溺愛していた祖父は、春希のこの微笑みにすっかりやられてしまっていた。

　格好良いところを見せたくて仕方ないらしく、なにやら普ふ段だんから妙に張り切っている。

　繁樹はというと、この新しくできた兄の前で良い格好をしたいとはまったく思わないし、不安を解消してやりたいなどという親切心を起こしたりもしない。

　だから、このまま立ち去ってもよかったのだが……。

（こいつ、こんなんでちゃんと仕事できてんのか？）

　あからさまにオロオロしている兄の顔を見て、繁樹はそんなことが気になった。

　春希は現在、溺愛している祖父の差し金で東条電機本社の秘書室の責任者になっている。

　だが、今のこの様子ではポーカーフェイスなんてできそうもないし、上司として部下に命令したり叱しつ責せきしたりなどは到とう底てい無理そうに見えるのだが……。

（……ちょうど良いから、ちょっと見てくるか）

　会社見学なんかする気はないが、この兄の仕事ぶりなら見てみたいような気がした。

「よし、わかった。木曜に行けばいいんだな」

　ちょっとした気紛れから繁樹があっさり前言を撤てつ回かいすると、喧嘩する気満々だった祖父は拍ひよう子し抜ぬけしてポカンと口を開ける。

（へっ、間抜け面）

　そんな祖父の狼狽うろたえぶりに、繁樹は密ひそかに溜りゆう飲いんを下げた。

　その脇わきにいた春希はというと、ああ、良かった、と言わんばかりにふんわりと微笑んでいる。

（うわっ、やべ）

　繁樹は、その柔やわらかな微笑みから慌あわてて視線をそらした。




　手に入らない物は欲しがらない。

　それが繁樹の主義だ。

　そう思うようになったきっかけは、父親の事故死だった。

　繁樹の母親は、事故で大破した夫の車に愛人も同乗していたことを知った直後、これ以上の恥はじをかくのは真っ平だと、葬そう式しきも終わらぬうちに妹の手をつかんで東条の家から出て行った。

　当時小学生だった繁樹も慌ててその後を追ったが、「ついてこないで！」と、追いすがる手を母親から冷たく払はらい除のけられた。

　おまえはここに残るのよ。そのほうがおまえのためだから、と……。

　そんな母親の言葉を、繁樹は噓うそだと感じた。

　彼女自身がすんなり東条と縁えんを切るため、自分はここに人ひと身み御ご供くうとしておいていかれるのだと……。

　政略結けつ婚こんだったという両親の関係がうまくいってないことは知っていた。

　おまえはパパ似ね、と言いながら繁樹を見る母親の目はいつもどこかひんやりしていた。

　それでも、気づかないふりをして日々を過ごしていた。

　そんな状態でも、毎日それなりに楽しく過ごせていたからだ。

　見目の良い両親に表面上は可愛がられ、お金持ちの家に生まれたことを友達から羨うらやましがられて……。

　でも、その日を境に、繁樹は気づかないふりをやめた。

　両親の仲は昔から冷え切っていて、自分は彼らからさほど愛されてはいなかった。

　母親から冷たく払い除けられた手を惨みじめな気持ちで見つめながら、そう再認識する。

　手に入らない物を求めてこんな風に惨めな気持ちになるぐらいなら、最初から欲しがったりするものか。

　両親からの愛情は得られなくても、東条電機という大だい企き業ぎようを経営する一族の跡あと継つぎとして生まれた自分は、金で買えるものならなんでも手に入る。

　恵めぐまれた人生がすでに保証されているようなものだ。

　手に入らない物を求めて空をつかむより、この手の届く場所にある価値のある物を見つめて、しっかりとつかんでいたほうがいい。

　そうすれば、きっと楽しい人生を送ることができると……。

　その後、母親からは誕生日などのイベントの度に大金が送られてくるようになったが、彼女が直接会いに来たことはない。

　繁樹も会いたいとは思わない。

　涼すずやかで意志の強そうな目元、そして酷こく薄はくそうな薄うすい唇くちびる。

　成長と共に死んだ父親にさらに似てきたと言われているこの顔を見たところで彼女は喜ばないだろうし、顔を見て不ふ愉ゆ快かいそうな顔をされるのもごめんだったから……。

　そして今、どこか投げやりな風ふ情ぜいの青年になった繁樹は、友達からはクールな性格だと言われるようになった。

　だが自分では、祖父に似てかなり短気なほうだと思っている。

　子供の頃ころはよく短気を起こして怒ど鳴なり散らしていたものだが、成長するにつれて自分を押さえることができるようになっただけだ。

　側そばに、祖父という最高の反面教師がいるお陰かげだろう。

（爺じいさんみたいにはなりたくねぇし）

　短気な祖父がカッとして怒鳴り散らすさまを見ては、みっともないったらありゃしないと繁樹は自分を諫いさめている。

　そしてもうひとつ。春希に対する態度でも、祖父は良い反面教師になっていた。

（俺は、絶対にああはならねぇ）

　確かに、春希のあの微笑みは魅み力りよく的だ。

　女だったら、たぶん傾けい城せいの美女と言われていたんじゃないだろうかと思えるほどに……。

　でも、いくら綺き麗れいでも、あれは身内でしかも男。

　微笑みかけられて、でれ～っとするなどあまりにもみっともない。

（それにあいつ、恋こい人びといるし……）

　最近、春希は週末ごとにどこぞに泊とまりに行く。

　そんな春希に、恋人がいるのかと聞いたら、ためらいもなく肯こう定ていして頷うなずかれた。

　その瞬しゆん間かんの驚おどろきと衝しよう撃げきは、いまだに記き憶おくに新しい。

　二十代も半ばの男に恋人がいるのは普ふ通つうのことだから、それは別に良いのだ。

　繁樹が驚いたのは、『春希に恋人がいる』というその事実にショックを受けた自分自身に対してだった。

　異母兄弟だと判明する前、十年以上も同じ敷しき地ち内で暮らしていたものの、ふたりはほとんど接せつ触しよくする機会もないままだった。

　息子の愛人の忘れ形見を引き取るなどという悪あく趣しゆ味みなことをした祖父に腹を立てたこともあったし、春希が祖父の愛人だという噂うわさに軽い嫌けん悪お感を覚えたこともあった。

　それでも、繁樹はショックを受けたのだ。

　目の前で花のように微笑む人が、別の誰だれかのものなのだという事実を突つきつけられ、意識していなかった自分自身の気持ちを強制的に引きずり出されてしまって……。

　どうやら繁樹は、知らず知らずのうちに春希に恋をしていたらしい。

　ちょっとあり得ないぐらいに綺麗なあの顔に、一時的に気が迷っただけだと自分を納得させようとしたが、恋を自覚した途と端たんに失しつ恋れんしたという事実は変わらず、腹が立つやら落ち込むやら……。

　やっと立ちなおりつつある繁樹の前で、春希は頻ひん繁ぱんに恋人とメールのやり取りをしては、幸せそうに携けい帯たい画面を見て微笑ほほえんでいる。

　その表情を傍はたから見ていても、ラブラブなのは丸わかりだ。

　だから当分の間は、あの花のような微笑みを直視したくはなかった。

　ついうっかりみとれてしまう自分が許せない。

　それに、手に入らないとわかっているものは決して欲しがったりしないのが、繁樹の主義なのだから……。




　　　　★




　木曜日、繁樹は指定された時間ちょうどに東条電機本社ビルに向かった。

「繁樹さま、お待ちしておりました」

　出で迎むかえてくれた長身の社員が挨あい拶さつするのをシカトして、ぐるっとエントランスを見み渡わたす。

「ここ、改装したのか？」

「二年ほど前に全面改装しております」

「ふうん」

　広々とした吹ふき抜ぬけだったが、以前は趣しゆ味みの悪い派手なシャンデリアもどきが幅はばを利かせていた。それがすべて取とっ払ぱらわれ、すっきりとした照明に変えられている。

　貼はり替かえられた壁かべや床ゆかも、明るく清潔な印象の素材に変わっていて、古ふる臭くささが見事に一いつ掃そうされていた。

「明るくなったな。良い感じだ」

　視線を戻もどしながら感想を言うと、社員は「ありがとうございます」と微笑みを浮うかべた。

　その顔を見て、繁樹はちょっと引いた。

（こりゃまた、随ずい分ぶんと派手な……）

　着ているスーツの色合いはむしろ地味だが、柔らかなウェーブを描えがく茶ちや髪ぱつの下の顔がやたらと派手だ。

　二重の瞳ひとみにすっきりと通った鼻筋、そして穏おだやかそうな微笑みを浮かべている形の良い唇。

　欠点の見当たらないバランス良く整った甘い顔立ちからは、なにやらノーブルな雰ふん囲い気きさえ漂ただよってきている。

　顔だけじゃなくその表情までもがあまりに完かん璧ぺき過ぎて、正直なんだか胡う散さん臭くさい。

　ホストクラブあたりにいたら、逆にしっくりくるのかもしれないが……。

「……あんた、部署どこ？」

「秘書室です」

「へえ」

　女うけしそうな顔だし、広報のほうが向いてそうだ。

（春希と一いつ緒しよの部署か）

　あの顔とこの顔が同じ部屋にいるのを想像して、繁樹が軽い胸焼けを感じていると、

「大きくなられましたね」

　と、目の前の男が懐なつかしそうに目を細めた。

「会ったことあったっけ？」

　一度見たら忘れられないような派手な顔だが、生憎あいにくと覚えがない。

　繁樹が首を傾かしげると、男はほんの少しだけ片方の唇を引き上げた。

「お忘れですか……。それは残念」

　胡散臭ささえ感じた穏やかでノーブルな微笑みが、ほんのちょっとの唇の歪ゆがみで刃は物ものの鋭するどさを感じさせる冷笑に変わる。

（おおっと、こりゃまた……）

　どうやら忘れられていたことが、かなり気に障さわったらしい。

　一度見たら忘れられなくなるような濃こい顔立ちだったから、忘れられるってことに免めん疫えきがないのかもしれないが……。

（でも、ま、こっちのほうが良いか）

　貼りつけたような胡散臭い微笑みより、本心が透すけて見える冷笑のほうがまだましだ。

「では、あらためて自じ己こ紹しよう介かいを。──三み池いけと申します」

　名めい刺しを手て渡わたされた繁樹は、三池俊とし也なりという名前を確認すると、名刺をジーンズの後ろポケットに突っ込んだ。

「会社見学にしては随分とラフな服装ですね」

「ああ。大学から直接来たから」

　Ｔシャツにジーンズといった軽装だ。

　夏の暑い盛り、自ら望んだわけでもない会社見学のためだけに、わざわざスーツを着る気にはなれなかったのだ。

「会社説明会に来た学生達は、皆みな、スーツを着ておりましたが」

「そいつらと俺じゃ、立場が違ちがうだろ」

「確かに」

　深く頷いた三池の冷笑が深くなる。

「ですが、こんなラフな服装で会社見学に来るような常識知らずが、いずれ自分達のトップに立つ人間だと知ったら、さて社員達はどう思うか……」

　わざとらしくため息までつかれて、繁樹はムッとした。

「出直して来いってか？」

「そのような余計な口出しをするつもりはありません。なにしろ、あなたと私では立場が違いますからね。──クビにならないよう、会長命令に従って社内をご案内いたしますよ」

　慇いん懃ぎん無礼に微笑む三池に、繁樹は苦い記憶が胸をよぎり思わず言葉に詰つまる。

（こいつ、昔のこと知ってるのか）

　生来の短気さをコントロールできていなかった子供の頃ころ、繁樹は祖父の命令で会社見学に来る度に、やけに腰こしが低く意味もなくおだてようとする案内役の社員の態度にいちいちむかついては感情のままに怒りまくっていた。

　それを耳にした重役達が、繁樹の機き嫌げんを損ねた社員達をクビやら降格やらにしていたと知ったのは中学校最後の年。

　教えてくれたのは、その年の案内役の社員だった。

　彼もまた、繁樹に対して無礼な態度を取ったせいでクビになったと後から聞かされた。

　そして繁樹は、ひどく後こう悔かいしたのだ。

　自分の未熟さのせいで知らず知らずのうちに他人の人生を歪めてしまっていたと……。

「……昔みたいに当たり散らすようなガキっぽい真似まねはしねぇから安心しろよ」

「それを聞いて安心いたしました。──では、ご案内いたしましょうか」

　三池に促うながされ、繁樹も三池の歩調に合わせて歩き出す。

「やっぱりルートが決まってるのか？」

「はい。未来の社長がいらっしゃるのを、重役一同お待ちかねですよ」

「ったく、また意味のねぇことを……」

　社内の雰囲気を見てこいと祖父は言うが、まるでなにかの行事のように未来のＶＩＰを出迎える準備を整えられているところしか見せてもらえないのでは、普ふ段だんの雰囲気などつかめようもない。

　ちやほやされるだけの時間を過ごすことに、繁樹はやっぱり意味を見いだせない。

「予定変へん更こうして良いか？　あんたには迷めい惑わくがかからないようにするからさ」

「お気き遣づかいありがとうございます。──どのような変更をお望みで？」

「ルートに入ってないところが見たい」

　この服装じゃ、まともな会社見学には見えないだろうから、どこぞの協力会社の重役の息子ってことにしてくれないかと頼たのむと、三池は少し困った顔をした。

「なんだよ。駄だ目めってか？」

「いえ……。前社長を知っている社員がそのお顔を見たら、一いち目もく瞭りよう然ぜんで正体がばれるような気もしますが？」

「バレねぇと思うよ？　俺、こんなだから親父とは印象違うし」

　繁樹はそう言いながら、つい最近、金きん髪ぱつに見えるほど脱だつ色しよくしたばかりの短めの髪かみをつまんだ。

　記き憶おくの中の父親は黒髪だったし、いつもビシッとスーツを決めていた。

　ダメージジーンズにシルバーアクセサリーをジャラジャラつけたチャラ男の自分とはイメージがまったく違う。

　三池は苦笑しつつ頷うなずいた。

「わかりました。ですが、とりあえず社長室にだけは顔を出してください」

「叔父おじ貴きか……」

　了りよう解かい、と繁樹は頷いた。

　前社長だった父親亡き後、東条電機社長の座には、父親の弟にあたる東条隆たかしがついている。

　だがそれは一時的なことで、繁樹の準備が整ったら、すぐにでも社長の座を降りると本人は常々公言していた。

　叔父は、常に冷静な態度を崩くずさなかった父親とは違ちがっておおらかな性格で、妻との間に子供ができなかったせいもあって、繁樹を実の子供のように思ってくれているらしい。

　繁樹にとっては、気さくに顔を合わせることのできる数少ない身内だった。

「──お、来たか。久しぶりだな、繁樹」

　社長室に顔を出すと、叔父は予想通りに大喜びで出で迎むかえてくれた。

「これはまた凄すごい髪だ。お祖父じいさんに大目玉くらったんじゃないのか？」

　隆は、脱色した繁樹の髪を物もの珍めずらしそうに眺ながめて手を伸のばしてくる。

　セットを崩されてはたまらないと、繁樹はひょいっと脇わきに逃にげた。

「ガミガミうるせぇのはいつものことだし、聞き流してるさ」

「相変わらずだな。お祖父さんももう歳なんだから、血圧が上がらないようほどほどにしてやってくれ」

「わかってるって」

　繁樹の返事に、叔父が安心したように頷く。

「用事があって私はちょっと出で掛かけなきゃならんが、好きなだけ社内を見ていくと良い」

「それなんだけどさ、ルート変更しても良いかな？」

　準備を整えて待ちかまえている場所に顔を出しても意味がないと、自分の気持ちを率直に言うと、叔父は深く頷いた。

「おまえの好きにするといい」

　巡じゆん回かい予定だった各部署には、繁樹の会社見学は中止になったと自分のほうから連れん絡らくしておくと叔父が言う。

　繁樹は肩かたの荷が下りたような気分で、社長室を後にした。







「それで、行ってみたいご希望の部署はありますか？」

　社長室を出てすぐ三池に聞かれた繁樹は、「秘書室」と簡潔に答えた。

　もともと、そこにしか興味はない。

「兄上の仕事ぶりが見たいんですか？」

「まあな。──あれ、ちゃんと仕事できてるか？」

「もちろん」

　三池は、繁樹の顔に視線を向けながら、にっこりとノーブルに微笑ほほえんだ。

　その胡う散さん臭くさい微笑みに繁樹が軽く目を眇すがめると、「……それなりに」と言葉を続ける。

「それなり？　あいつ、秘書室に向いてるか？」

「秘書という仕事には向いてませんね」

　三池はあっさり答えた。

「会長は可愛かわいい孫を外に見せびらかしたくて仕方ないようですが、あの外見はトラブルの元にしかなりませんから……。ご本人も外には出たがらないので、社内で管理関係の仕事中心に頑がん張ばっておられます。意外にも情報処理関係の能力は高いようですし、そういう意味ではとても役に立っておられますよ」

（意外にもって……）

　失礼な奴だと、ちょっとムッとしつつも、やっぱりそうかと繁樹は納得していた。

　春希はお世辞にも人づき合いがうまいとは言えないほうで、対人スキルは確実に低い。

　本来、秘書なんて仕事をやれるようなタイプじゃないのだ。

（でも、あいつ頭だけは良かったからな）

　高校も大学も、春希は余よ裕ゆうで最高レベルの学校に合格していた。

　そのせいもあって、父親の愛人の忘れ形見に負けても良いのかと口さがない親しん戚せき共に散々うるさく言われた。だがそれ以前に、繁樹自身がけっこうな負けず嫌ぎらいだから、春希のレベルをついつい意識してしまって受験期にはけっこう苦労したものだ。

　だが、異母兄弟だともっと早くにわかってたらどうだったろうか？

（無理に張り合うこともなかったか？──いや、違ちがうか）

　逆だ、と、今さらながら気づく。

　愛人の子とはいえ、春希も間違いなく父親の息子なのだ。

　東条の後こう継けい者しや候補に名を連ねる権利はある。

「なんで秘書室なんだ？」

　ふと素そ朴ぼくな疑問を感じてつい呟つぶやくと、先を歩いていた三池が立ち止まり振ふり向く。

「気が変わられましたか？」

「そうじゃなく、あいつのことだ。内部で働くにしたって、秘書室なんかじゃなく事業部関係に行ったほうが、後々都合が良いんじゃねぇかと思ってさ」

「後々と申されますと……。まさか、あなたの兄上が、いずれ東条の中ちゆう枢すうに関わるようになるとでも？」

「ああ」

　繁樹が頷くと、三池は軽く鼻先で笑った。

「なんだよ」

　繁樹は、その嫌いや味みな態度にムッとする。

「それは、絶対にあり得ない話ですね」

「あいつが愛人の子供だから？」

「違います。単純に資質の問題です」

「資質？」

「あなたの兄上は大だい企き業ぎようのトップに立てる器じゃない。──会長だって、そこのところがよくわかっているから、あの方を秘書室に預けたんだと思いますよ」

　秘書室に所属している三池は春希の部下だ。それなのに、その言葉からは遠えん慮りよや気き遣づかいみたいなものがまったく感じられない。

　図太いのか短慮なのか、とにかく会社員としては珍めずらしいタイプに思えた。

「俺だって似たようなもんだと思うけどな」

「違うと思いますが」

「なんでだ」

「なにしろあなたは、兄上とは立場が違いますからね」

（……こいつ）

　立場が違うだなんて、今はまだただの学生に過ぎない自分が社員の前で口にすべき言葉じゃなかった。

　失言だったと自覚しているだけに、こう何度も嫌いや味みったらしく口にされてはさすがに気分が悪い。子供時代の繁樹だったら、もうすでに癇かん癪しやくを起こして怒ど鳴なり散らしているレベルだ。

　だが今は、こみ上げてくる衝しよう動どうをぐっと堪こらえることを知っている。

「……あんたも、ちょっと他の奴らとは違うようだな」

「そうですか？」

「嫌味だとか図太いとかって、よく言われるだろ」

「まさか。私は外面がいいもので」

　いけしゃあしゃあと答える三池に、繁樹はちょっと呆あきれた。

「その外面、今みたいな場面でこそ活かすべきなんじゃねぇの？」

「ご冗じよう談だんを。繁樹さまはその場しのぎの追つい従しようやお世辞がお嫌いでしょうに」

　そう言うと、三池はにっこりと胡散臭く微笑んだ。

　事実だけにぐうの音も出ない。

　ズケズケと思ったことを遠えん慮りよ会え釈しやくもなく言われればむかつくし反はん撃げきしたくなるが、見みえ透すいたお世辞を言うような奴とは話をする気も起きない。

　基本的に繁樹は、率直で我の強いタイプの人間が好きなのだ。

（マジで初対面じゃないんだな）

　少なくとも、三池のほうは繁樹のことをよく知っているようだ。

（でも、どこで会ったんだっけ？）

　胡散臭いノーブルな笑みを眺めつつ考えてみたが、どうしても思い出せなかった。

「……さっさと案内しろよ」

　諦あきらめた繁樹が顎あごで通路の先を指すと、三池は頷うなずいて再び歩き出した。

「お忍しのびで見学するつもりなら、先に兄上の口止めをしたほうが良いでしょうね」

　エレベーターに乗ってすぐ、三池が言う。

　繁樹の顔を見たら、きっとすぐ喜び勇んで近寄ってくるだろうからと……。

　確かにそうかもしれないと思った繁樹が、春希に連絡しようと携けい帯たいを出すと、その必要はないと三池が止めた。

「兄上があなたを見つける前に、私のほうから忠告します」

「それで間に合うか？」

「大だい丈じよう夫ぶでしょう。なにしろ、あの方はかなり鈍にぶいですから……」

　なにやら楽しげに笑い、秘書室とプレートのかかったドアの前で立ち止まった。

「こちらです」

　三池に促うながされるまま中に入った繁樹は、部屋の中を見み渡わたした。

　広いフロアの中にはいくつかのデスクの島が形成されており、一番奥まった場所には存在感のある高級そうなデスクが置かれてあった。

　あれが秘書室室長のデスクなのだろうが、肝かん心じんの春希の姿はない。

（なんだ、外出中だったか……）

　軽くがっかりしていると、脇わきに立つ三池に肩かたを叩たたかれた。

　なんだ？　と視線を向けると、三池は人差し指を唇くちびるに当てている。

（しゃべるなってことか）

　繁樹が了りよう解かいして頷くと、三池は唇に当てていた指をデスクに座って仕事している社員達がいるほうに向けた。

　その指がピタリと止まった先に、社員達に交ざって普ふ通つうのデスクに座っている春希の姿を見つけて、繁樹は目を眇めた。

（なんであいつ、あんなとこにいるんだ？）

　見た感じ、社員達の監かん督とくをしているわけじゃなく一いつ緒しよになって同じ仕事をしているようだ。

　しかもおつき合い程度の仕事じゃなく、一心不乱に集中しているように見える。

　管理側の人間だろうに……と困こん惑わくしていると、またしても三池に肩を叩かれた。

「あなたの兄上は、自分の仕事が一段落すると、いつもあんな風に部下達に交ざって仕事しはじめるんですよ」

　こっそりと耳元で三池が囁ささやく。

（……近いっつーの）

　妙みような甘さのある低い美声に、なにやらぞわっとして繁樹は肌はだを粟あわ立だてた。

「面白いものを見せてあげます。ここにいてくださいね」

　再び囁いた三池がひとりで歩き出す。

　三池に気づいた社員達が挨あい拶さつしようとするのを、繁樹のときのように唇に人差し指を当てて止めながら、足音を忍ばせて春希のほうに近づいていく。

　春希はというと、仕事に夢中で忍び寄よってくる三池にはまったく気づいていないようだ。

（なにしてんだ？）

　興きよう味み津しん々しんで見守っていると、三池は春希のすぐ後ろで立ち止まった。

　そうっと屈かがみ込み、笑みを浮うかべたままの唇を春希の耳に寄せ、「室長」とボソッと囁く。

「はいっ！」

　不意打ちをくらった春希は、ひどく驚おどろき、椅い子すから飛び上がりそうな勢いでビクッとした。

（……だから、近いっつーの）

　あの甘く低い声であれをやられたら、たいていの人間はああなるに違ちがいない。

　繁樹は思わず額を押さえた。

「あ、三池さん、なにか御ご用ようですか？」

　あからさまに狼狽うろたえながら顔を上げた春希の耳元に三池がまた唇を寄せ、繁樹のことを説明するためにか、今度は小さな声で話し出した。

　そんなふたりを周囲で見ていた他の社員達はというと、この一幕を見て小さく笑っている。

（……玩具おもちや扱あつかいかよ）

　たぶん、三池はしょっちゅうあれをやって、春希を驚かせて遊んでるんだろう。

　そして社員達は、春希のびっくりする姿を見て密かに笑う。

　だがその笑いは、嘲ちよう笑しようじゃなく親しみのこもった温かなものだった。

（なるほど、資質か）

　さっき三池が言った、春希は大企業のトップに立つ器じゃないということの意味が不意に腑ふに落ちた。

　もしも東条電機が、小さな町工場のように全社員の気心が知れているような小規模な会社だったなら、春希でもトップに立つことは可能だろう。

　不器用でも一いつ生しよう懸けん命めいに頑がん張ばろうとする若社長を好ましく思う社員達がみんなで応おう援えんして支えるような、そんな温かな形で……。

　だが、利り潤じゆんが大き過ぎる大だい企き業ぎようでそれは通用しない。

　不器用な人間は足元をすくわれるだけだし、そうでなければ人の良さにつけ込まれ騙だまされ利用されるのがオチ。

　大勢の社員達の生活を守る責任がある大企業のトップとしては失格だ。

（ここは、確かにあいつに向いてるのかもな）

　ガツガツしていない春希は、成績を気にしたり事業戦略などを積極的に展開していくような部署にはどうしたって向かない。

　でも、ある意味社内の調整役を果たしているこの部署でならば、落ち着いて持てる力を発揮することもできるだろう。

　孫可愛かわいさでデレてはいても、東条電機を長年支え続けてきた祖父の人を見る目は確かだなと、繁樹は不本意ながらも祖父を見直した。

　やがて、三池の説明を聞き終えた春希が振ふり向く。

　繁樹の姿を認めて、その顔がぱあっと花のようにほころんで……。

（バレるから笑うなって言われただろうに……）

　三池から説明を聞いても、このざまだ。

　ポーカーフェイスもできない兄の不器用さに、繁樹は目をそらして苦笑するしかなかった。







　秘書室の後は、総務や経理、事業部など、目についた部署を眺ながめて回った。

　三池に案内され、ラフな服装でブラブラ歩く繁樹を、社員達は胡う散さん臭くさそうな目で見る。

（予定変へん更こうして良かったな）

　あのまま重役達が待ちかまえている場所に顔を出していたら、跡あと継つぎがあれでは先が思いやられると陰かげ口ぐちを叩かれていたかもしれない。

（やっぱり、もうちょっと考えて行動すべきだった）

　気楽な学生気分のままで来てしまったが、考えのないこの行動が就職した後まで響ひびく可能性もある。服装程度のことで、この先何年も陰口を叩かれるなんて馬ば鹿からしいことこの上ない。

　繁樹は他の学生達のように就職先を求めて苦労する必要はない。

　だが、いったん入社してしまえば普通の社員達のように一身上の都合で退職することはできない。入社したが最後、ここは終生過ごすことになる場所なのだ。

　経営者一族の人間だからちょっとやそっとのことではクビにはならなくとも、少しでも自分にとって良い環かん境きようを維い持じできるようもっと慎しん重ちようになる必要があるだろう。

（……あの人は、簡単にクビになっちまったんだよなぁ）

　中学校最後の年、会社見学の案内人との、後悔に彩られた思い出が脳裏をよぎる。

　自分は全然怒ってないし、こっちにも非はあるからあの人をクビにしないでくれと繁樹が必死になって頼んでも、誰も願いを聞いてはくれなかった。

　それどころか、なんだかんだと誤魔化されて、もう一度彼に会うことすらできなかったのだ。

　東条の跡継ぎとしてちやほやされていても、その実、自分はなんの力も持たないただの癇癪持ちの子供なのだと心底思い知らされた。

　無力な自分が情けなくて、悔しくて……。

「なあ、三池……サン」

　昔のことを思い出した繁樹は、三池に声をかけた。

「さん、はいりませんよ。なにしろ、立場が違いますから」

　にっこりと胡散臭い顔で微笑ほほえみかけられて、さすがにうんざりする。

「あっそ。じゃ、三池。クビになった社員の情報って会社に保存してあるもんか？」

「あるでしょうね。ですが、今は個人情報の取とり扱あつかいがなにかと厳しいので、そう簡単には閲えつ覧らんできないシステムになっているはずですが」

「そっか。だよな」

「どうしてそんなことを聞かれるんです？」

「ちょっと……会ってみたかった奴がいてさ」

　今さらあの人に会って謝ってみたところで、それが自己満足に過ぎないとわかってる。

　向こうだって、きっと怪訝に思うだろう。

（……今ごろなにしに来やがったって呆れられるかもな）

　彼は、だまって謝罪を聞き入れてくれるような穏やかな性格じゃなかった。

　むしろ、馬鹿じゃねぇのと、思いっきり鼻で笑われそうな気もする。

『こんなガキのせいで、俺の人生お先真っ暗かよ。やってられないな』

　本社ビルのエントランスで顔を合わせてから数分後、突然乱暴な口調でそう言ってのけた彼。

　最初こそ丁寧な口調で接してきたが、例年の案内役の社員の卑屈な態度にむかついていた繁樹がそれに不機嫌そうな態度で応じると、いきなりその態度を豹変させた。

　それまではリアルもみ手でへこへこする社員ばかりを見ていたから、ネクタイを緩ゆるめながらのあまりにも柄がらの悪い態度に啞あ然ぜんとしたのを覚えている。

　その次に浮かんできたのが、なんで俺がこんな奴に罵ののしられなきゃならないんだという反発心。

　その当時の繁樹は、かんしゃく玉のようにちょっとしたことでも爆ばく発はつする性格だった。

『おまえ、どこのちんぴらだ！　この俺を誰だれだと思ってるんだ！』

『会長の大事なお孫さまだろう？　こんな短気なガキが未来の社長じゃ、東条の先行きも真っ暗だな』

　繁樹が本気で怒ど鳴なると、彼は鼻で笑った。

『もっとも、おまえが社長になるとは限らないか……。おまえが今ちやほやされてるのは、会長がバックに控ひかえてるお陰かげだ。この先、後見人がいなくなるようなことになったら状じよう況きようがどう変わるかわかったもんじゃないぞ。東条電機の後こう継けい者しやの座は魅み力りよく的だからな。会長さえいなくなれば、おまえみたいな短気なガキひとり簡単に排はい除じよできるだろうよ』

『うるさいっ!!』

　カッとした繁樹は、衝しよう動どう的に殴なぐりかかっていった。

　だが彼は、余裕の態度でその拳を避けると、向かってくる繁樹の足を軽く足払い。

　繁樹は、見事に床にすっころんだ。

　恥ずかしさと悔しさとで頭にかっと血が上り、また殴りかかっていったが同じように軽くあしらわれた。

　そんなことを何度か繰り返した後、

『ほらな。簡単だろう？』

　床に転がる繁樹を見て、彼は鼻先で笑った。

　祖父の威い光こうを恐おそれさえしなければ、おまえひとりどうとでもできるのだと行動で示してみせたのだ。

　腹が立ったし、悔くやしかった。

　それでも、もう殴りかかっていく気にはなれない。

　無む駄だなことをする愚おろか者だと、また鼻先で笑われそうな気がしたからだ。

『……それでも、東条は俺のモノだ』

　悔しさに拳こぶしを握にぎり締しめながら、繁樹は絞しぼり出すようにそう言った。

　力での負けは認めても心の強さでは負けたくない。

　繁樹が思いっきり睨にらみつけると、彼はちょっと眉まゆをひそめる。

『おっと、こりゃまた気の強い。ただの我が儘ままなお坊ぼつちゃまってわけじゃないのか』

　ひとつため息をつくと、彼は繁樹に向かって手を伸のばしてきた。

　襟首でもつかまれるのか、と思わずビクッとした繁樹の頭に、その手はポンと着地した。

『悔しかったら、もうちょっと世間ってやつを学びな。いつまでもそうやってお山の大将を気取ってたら、いずれ本当に取り返しがつかないことになるぞ』

　──負けた。

　その言葉で、繁樹は本当にそう感じた。

　惨みじめな敗北の悔しさに唇くちびるを嚙かみしめ、これ以上ここにいても無意味だと無言でその場を立ち去ろうとしたのだが、彼はそんな繁樹の襟えり首くびをつかんで言ったのだ。

『これが俺の東条での最後の仕事だ。ちょっとつき合え』と……。

　変な奴だと思った。

　もの凄すごく腹は立っていたが、もともとはっきりとものを言う人間が好きなこともあって、予想外の行動を取るこの男に興味を引かれた。

　好こう奇き心しんに唆そそのかされるまま、彼に案内されて社内をぶらつきながらポツポツと話をした。

　短気で怒おこりっぽかった繁樹の逆げき鱗りんに触ふれたせいで、会社見学の案内をした歴代の社員達が降格やクビになっていることも、そのとき聞かされた。

　案内役を命じられる社員達は反はん抗こう的だったり無能だったりして、上司に目をつけられている者ばかりだということも……。

『おまえを利用して邪じや魔ま者を排除してるのさ。で、今年は俺の番だ』

　こういう性格だから色々と軋あつ轢れきがあってな、と彼が吐はき捨すてるように言ったのを覚えている。

　それからしばらくして、繁樹に対する無礼な態度で彼をクビにしたと重役から報告を受けた。

　あの人をクビにしないでくれとその重役に訴えたが、適当に誤魔化されて聞き入れてもらえなかった。

　仕方なく、祖父に頼たのんでもみたが、その後、祖父からはなんの報告もない。

　やっぱりクビになってしまったのだろう。

「──無理だったら良いんだけどさ」

（会ったって、なに話したら良いのかわからねぇし……）

　あれからもう六年。

　解かい雇こされたことを謝罪したところで今さらだし、現実を教えてくれたことに感謝していると伝えるのは気き恥はずかしい。

　ただ、彼がその後どうしているのかがずっと気になっていた。

　少々傲ごう慢まんだが、大人として繁樹をたしなめるような厳しい言動を取ってくれた人。

　生前の父親とは当たり障りのない関わりしかなかったし、祖父とは口先だけの喧けん嘩かしかしてこなかった。

　そのせいもあってか、彼の行動はとても印象深く、繁樹はずっと彼に対して憧あこがれにも似た感情を抱いだき続けていたのだ。

「そうですね……。会社側の情報を調べるのは無理でも、個人的に社内の人間に聞くことならできますよ」

　会社を辞めた後も同どう僚りようと個人的につき合いがある場合があるから、と三池が言う。

「あんたが調べてくれんの？」

「はい。繁樹さまがそれを望まれるのならば」

　三池が、に～っこりと胡散臭く微笑む。

（どういうつもりなんだか……）

　なんとなく下心がありそうな感じだが、だからといってここで引くのも臆おく病びような感じがする。

「じゃあ、頼む」

　繁樹は思い切ってそう言った。

「それで、誰のことを調べればよろしいのですか？」

「いや、実はそいつの名前知らねぇんだ」

　本人も名乗らなかったし、重役も『あの無礼な社員』と言うばかりで彼の名前を教えてくれなかった。

「六年前に俺の案内役やってくれた社員だから、人事あたりに聞けばわかるんじゃねぇかな」

「──なるほど。……年ねん齢れいは？」

「あの当時で入社一、二年目って感じだったから今は三十前後かな。ちょうどあんたと同じくらいだ。──心当たりねぇか？」

「さて……。天下の東条ですからね。たとえ同期だったとしても、さすがに全員把は握あくするのは不可能ですよ」

　とりあえず調べてみますよ、と言う三池に促うながされるままに、彼の容姿なんかも説明する。

　短たん髪ぱつで我の強そうなきつめの瞳ひとみのワイルドな顔立ち。すらりとした長身で、喧嘩した感じでは身体からだも鍛きたえられていた。

「……で、そこそこ男前だった」

　ここは、ちょっと噓うそだ。

　繁樹の記き憶おくの中の彼はかなりの男前なのだが、長く憧れていたせいもあって格好良さが何割か増えている可能性があるからだ。

「わかりました。では、それで調べてみます。──調査結果を報告するときのために携けい帯たいの番号を教えておいてくれますか？」

「ああ」

　促されるまま携帯の番号を口にしかけ、ふと気づく。

（なんでこいつに教えなきゃなんねぇんだ）

　胡う散さん臭くささが漂ただよう相手に個人情報を与あたえるのはなんとなくためらわれた。

「やっぱ止やめた。調査結果は書類にしてあいつに渡わたしてくれれば良いから」

「あいつ？　あなたの兄上ですか？」

「そう。あいつなら、嫌いやがらずに喜んでお使いを頼まれてくれると思うしさ」

「それでは、そのように……」

　そんなことを話していたせいだろうか、さして退たい屈くつすることもなく予定の時間を消化することができた。

「よし。これでもう帰ってもいいな」

　時間を確認した繁樹は、とっとと見学を切り上げ再びエントランスに戻もどった。

「そういや、三池」

　別れ際、繁樹はずっと案内役に徹てつしてくれていた三池に話し掛かけた。

「はい。なんでしょうか」

「あいつへのさっきのあれ、もうやるなよ」

「あれ、と申されますと？」

「耳元でボソッとやって、わざと驚おどろかせてただろう？　あいつが鈍にぶいからって、玩具おもちや扱あつかいして面白がってんじゃねぇよ」

「心外ですね。玩具扱いなどしてませんよ？」

「噓つけ」

「本当です。ああやって部署内の空気を和ませているだけですから」

「よく言うよ」

　いけしゃあしゃあと三池が言うのを、繁樹は呆あきれ顔がおで見た。

　確かにあれで場の空気が和んでいたのは事実だが、春希本人が笑われていることに気づいていないのは身内としては少々痛々しい。

　そう言って抗こう議ぎすると、三池は軽く肩かたをすくめる。

「あれは、彼のためでもあるんですけどね。──あなたの兄上は対人関係が不器用で、最初の頃ころは部下達も近寄りがたそうにしていたんです。だから、ああやって親しみを持つきっかけを作って差し上げているんですよ」

「……ああ、そっか」

　言われてみると、頷うなずける話だ。

　秘書室に配属されたばかりの頃の春希は、東条の血筋であることを明かしてはいなかったし、まだ表情も硬かたい時期だったから周囲に冷ややかな印象を与えていたはず。

　美形過ぎるだけに、そりゃもう近寄りがたかったに違ちがいない。

　感謝したほうがいいんだろうかと、繁樹が少しだけ悔くい改あらためていると、

「ですが、あなたがそうおっしゃるのならもう止めましょう。あなたのご機き嫌げんを損ねるのは、私の本意ではありませんからね」

　三池が、にっこりとノーブルに微笑ほほえむ。

（……やっぱ胡散臭ぇ）

　外面が良いと自分で認めておきながら、追つい従しようを嫌きらう繁樹相手にはそれをしないと言った。

　だが、今のこの台詞せりふはまさに追従そのもの、外面の良さのたまものとしか思えない。

（舌先三寸で人を騙だますタイプだよな）

　しかも、罪悪感皆かい無むで……。

「そりゃどうも……。じゃあ、例の件頼んだからな」

　悔い改める気持ちが綺麗さっぱり失せた繁樹は、そのままきびすを返してビルの出入り口に向かった。

「お任せください。──いずれまたお目にかかれる日を心待ちにしております」

　追従が嫌いだとわかっている相手に対しての最後の台詞がこれとは、三池なりの嫌いや味みのつもりなんだろうか？

（俺は会いたくねぇよ）

　胡散臭いし嫌味だしで、顔を合わせて楽しいタイプじゃない。

（お愛想しか言わない奴よりは全然マシだけどな）

　返事をするのも面めん倒どうで、繁樹は背中越ごしの三池の声に軽く手を上げて答えた。







　　　　２




　大学の仲間と組んでいるアマチュアバンドの練習の帰り、いつもの店でいつものように軽く飲んでいたときのことだった。

　普ふ段だんの繁樹は、東条電機絡がらみの話題は極力避さけるようにしているのだが、長い夏期休きゆう暇かに入ったばかりの開放感に気が緩ゆるんでいたせいか、ついうっかり会社見学に行った話を口にしてしまった。

　その途と端たん、場の雰ふん囲い気きが少し変わった。

「将来が保証されてる奴は良いよなぁ」

　最初に口火を切ったのは、リードギターの田た坂さか。

「適当にやってりゃいずれは社長さまだもんな」

　キーボードの近こん藤どうがそれを煽あおる。

「みっともないことを言うな。今は大だい企き業ぎようだからって安あん泰たいって時代じゃないんだし、経営者側に生まれた人間にはそれなりの苦労だってあるさ」

「畠はたの言うとおり。人を羨うらやましがってばかりいないで自分の足元をちゃんと見ないと」

　眉まゆをひそめたドラムの畠に、バンドのリーダーでボーカルの篠しの崎ざきが同意する。

「ちゃ～んと見てるさ。この髪かみだって、そろそろなんとかしないと……。この時期に考えなしに髪を弄いじれる未来の社長さまとは違うからな」

　田坂がドレッドにした髪をつまむ。

（今日はやけに絡むな）

　繁樹は、心の中でため息をついた。

　田坂も近藤も少々自意識過か剰じよう気味なところはあるが、よっぽどのことがない限り不満を態度に出すことはないのだが……。

　大学のほうで、三年次の学生向けの就職セミナーがはじまっているのは知っていた。

　受験を乗り越えて得た四年間のモラトリアム、その半分が過ぎたばかりだというのに、次の難関を突つきつけられて、少々憂ゆう鬱うつな気分に陥おちいっているのかもしれない。

　ここで過剰反応しては向こうも引っ込みがつかないだろうから、聞き流したほうが良い。

　繁樹はそう判断して黙だまっていたが、田坂達は黙っていてはくれなかった。

「そういう篠崎だって、田舎いなかに帰ればクリーニングチェーンの跡あと継つぎさまだろうがよ」

「おまえらは卒業ギリギリまでお遊びバンドをやるつもりなのかもしれないけどさ、俺達はそういつまでも遊んでいられねぇ身分なんだよ。足元を見ろって言うんならさ、まずバンドの解散から検討したいとこだな」

「賛成。練習だのライブだの、いい加減面めん倒どうになってきたしさ。この際きっぱり止やめるか？」

（なんだ、こいつ）

　いくらなんでも、いきなりそれはないだろう。

　これには、繁樹もさすがにムッとした。

「ちょっと待てよ。なに言ってるんだ」

　慌あわてたように篠崎が止める。

　遊びでやっていたバンドではあったが、それなりにちゃんとライブ活動はしている。

　並外れた歌唱力を持つ篠崎のボーカルが話題を呼び、プロダクションから声をかけられたことも何度かあるぐらいだ。

　大学の仲間以外の固定ファンもついていて、ライブハウスを貸し切ってのコンサートもやっている。当然、この先のスケジュールもそれなりに決まっていて、会場を押さえるためライブハウスに予約だって入れてあったのだ。

　いきなり解散して予約を取り消しにすればキャンセル料だって発生する。

　そう言って説得する篠崎に、田坂が口を開く。

「そんなん知らねぇよ。金なら腐くさるほど持ってる奴がそこにいるんだから、そいつに払はらわせりゃいいだろ」

　その言葉を聞いた途端、繁樹の中で、なにかがぷっつんとキレる。

　気がつくと、倒たおれたテーブルの側そばで田坂が床ゆかにはいつくばっていた。







（……くそっ。やっちまった）

　衝しよう動どう的に店を飛び出してきた繁樹は、自己嫌けん悪おのあまり頭痛すら感じていた。

　怒いかりを抑おさえられず他人に拳こぶしをふるうなんて最低だ。

（──くそっ）

　繁樹が常々冷ややかな目で見ている祖父は、怒ど鳴なり散らしても決して暴力はふるわない。

（俺のほうが、たち悪いじゃねぇか）

　なんだか負けたような気がして、それもひどく悔くやしい。

　しかも、よりによって解散話の最中という最悪のタイミングで……。

（今ごろ、篠崎困ってんだろうな）

　繁樹が篠崎からバンドに誘さそわれたのは、入学して一ヶ月が経った頃ころ。

　バンドになどまったく興味がなかった繁樹は、勧かん誘ゆうのために話し掛かけてきた篠崎をいったんは邪じや険けんに追おい払ったのだ。

　だが、彼はめげなかった。

　自分は歌がうまいし曲も書ける。ボーカリストとしてプロにだってなれるレベルだから、バックバンドは飾かざりみたいなもので実力はさほど必要ない。なんだったら立ってるだけでも良いから……。

　そうぬけぬけと言って、さらに勧誘を続けた。

　プロにもなれる才能は持っていても、自分も繁樹と同じでいずれ跡を継がなきゃならない会社がある。だからバンド活動は大学時代だけのお遊びにするつもりだ。遊びなんだから金の面で苦労するような奴とは組みたくない。繁樹ならその点まったく問題がないだろう。ついでにルックスも良いから客寄せにもなるし……。

　おだてるでもなく、下手に出るでもなく、篠崎は淡たん々たんと自分の考えを披ひ露ろうする。

　それで繁樹は、バンドではなく、篠崎に興味を持ったのだ。

　こういう奴となら、友達になるのも悪くないかと思って……。

　その後、路上ライブをやるからと誘われて見に行った。

　繁はん華か街がいの片かた隅すみで、ひとり堂々と歌う姿は清せい廉れんですらあり、その歌声は本人の自己申告以上のものだった。

（──こりゃ、ホンモノだ）

　こんな路上じゃなく、もっと良い環かん境きようで歌わせてみたいと思った。

　どうせ暇ひまだし、自分が協力することでそれがかなうのなら悪くないと……。

　初心者だった繁樹が、高校の頃から篠崎と組んでいたという畠にベースを習っている間に、やはり高校時代にバンドをやっていた経験があるという田坂や近藤を篠崎が見つけてきて、なんとかバンドとしての体裁が整った。

　最初の数回はライブのチケットが売れなくて見事に赤字だったが、徐じよ々じよに篠崎の歌が話題になり客も増えて、最近では練習用のスタジオを借りるための金を余よ裕ゆうで出せるぐらい軌き道どうに乗ってきている。

　大学時代だけの遊びと最初から決まっていたから、いつか終わりがくるのはわかっていた。

　そのときが来たら、どこか店でも借り切って互たがいの友達なんかも呼んで、パアッと楽しく解散パーティーでもしようと話していたのだが、それももう無理だ。

　人前で床にはいつくばるような醜しゆう態たいを晒さらしたことを、あの田坂が水に流してくれるとは思えないから……。

（……サイアク）

　たぶん、もう二度と元の関係には戻もどれない。

　このままバンド解散って流れになるだろう。

　バンド自体には未練はなかったが、篠崎に対する罪悪感がふつふつと湧わいてくる。

（悪いことしたな）

　家業があるからプロにはなれない。だから大学時代だけは好きなことをやりたいんだと言っていたのに……。

　自分の短気のせいで友達にまで迷めい惑わくをかけてしまった。

　すっかり落ち込んだ繁樹は、そのまま屋や敷しきに帰る気にもなれず、目についた地下のバーにひとりで入った。

　カウンターに座り、やけになって浴びるほどに酒を飲む。

　だが元から酒に強いせいもあって、微かすかな酔よいよりも自己嫌悪に苛さいなまれている心の痛みのほうが気になり、うまく酔っぱらうこともできなかった。

　そうこうしているうちに、店内にいた年上の女性客が勝手に隣となりに移動してきて、大学生？　お酒強いね、と媚こびるように微笑ほほえみかけてきた。

　相手にする気がまったくなかった繁樹がシカトすると、「無視しないでよ」と腕うでを絡めてきて、豊かな胸を繁樹の腕にわざとらしく押し当ててくる。

（うぜぇ）

　逆ナンパか、それとも単純に話し相手が欲しいだけなのか、確かめる気にもなれない。

　媚びるような視線が疎うとましくて、返事もせずに立ち上がり店を後にする。

「雨……か」

　階段を上がり地上に出ると、まるで夕立のように激しい雨が歩道に打ちつけていた。

　繁樹は、ためらわずにそのまま外へ出た。

　雨に打たれれば少しはすっきりするんじゃないかと思ったのに、夏の雨はただ生温ぬるいだけで、濡ぬれたシャツが肌はだにまとわりついて逆に鬱うつ陶とうしいばかり。

　もう帰ろうと、通りかかった空車のタクシーに手を上げたが見事に素通りされた。

（乗車拒きよ否ひかよ）

　さすがに全身ずぶ濡れの客を乗せたくはなかったのだろう。

　やることなすこと裏目裏目、そんな自分にふつふつと怒りがこみ上げてくる。

　が、ここで自分自身に怒鳴り散らしたりしたらただの変な人だし、通りすがりの誰かに八つ当たりなんかもってのほか。

　発散しきれない怒りが身体からだに溜たまって、気分はもうどん底だった。

　苛いら々いらした気分で濡れた短い髪かみをくしゃくしゃと搔かきむしり、激しい雨の中をとりあえず駅に向かおうとすると、間近でクラクションの音がした。

　振ふり返ると、歩道に横づけされた車の運転席から、傘かさを持ったスーツ姿の長身の男が降りてくる。

「やっぱり、繁樹さまでしたか」

　傘を差し掛けながら、親しげに微笑みかけるその顔には見覚えがある。

「あんた……三池…だったっけ？」

「今度は覚えていてくださいましたか。──ずぶ濡れですね。とにかく車に乗ってください」

　さあ、と促うながされ、繁樹はためらった。

「それ、あんたの車？」

「そうですが。お気に召めしませんか？」

「じゃなくて……。俺を乗せるとシートが濡れるぜ。良いのか？」

「もちろんかまいませんよ。どうぞ」

　迷いのない返事に、気を遣つかうこともないかと繁樹は助手席へと乗り込んだ。

　すでにずぶ濡れだった繁樹が助手席に収まるまで律りち儀ぎにも傘を差し掛けていた三池は、車の前を回り運転席に戻ってくる。

「ん？　お酒を飲んでおられるんですか？」

　車に乗り込むなり、三池が軽く鼻をならした。

　大量の飲酒のせいで、吐はく息がかなりアルコール臭くさいのだろう。

「ああ。でも酔ってないぞ。絡からまないから安心しろ」

「それは残念。──どうぞ。こんなものでも少しは違ちがうでしょう」

　三池がハンディタオルを差し出してくる。

「サンキュ」

　繁樹はありがたく受け取って、顔を拭ふいた。

「お屋敷まででよろしいですか？」

「場所、知ってんの？」

「はい。住所だけですが。近づいたらナビをお願いします」

「ああ、頼たのむ」

　勢いが衰おとろえない雨の中、車が静かに走り出す。

「そうだ。例の件ですが、少々難航しておりまして……。もう少しかかりそうです」

「急いでねぇから別にいいさ」

　六年も放置していたのだ。今さら急ぐこともない。

　ついでに言うと、駄だ目めなら駄目でもいい。

　渡わたりに船で調査を依い頼らいしてしまったが、繁樹ひとりだったらそこまでして調べようとは考えなかっただろうから……。

　憧あこがれていた人のその後を知りたいと思う気持ちと同じくらい、知りたくない気持ちもある。

　東条電機を辞めたことで、彼の人生がどういう方向に変化していったのか知るのが少し怖こわいのだ。

「仕事帰り？」

　繁樹は話題を変えた。

「微び妙みようなところですね。重役に頼まれて、奥方の運転手を務めた帰りなので」

「秘書って、そんなことまでしなきゃなんねぇの？」

「本来ならばノーなのですが……。少し前に会社を辞めた秘書室の人間が、その手の公私混同をやる人間だったもので、少しばかり悪あく影えい響きようが残っていましてね」

　部下達にこの手のことをやらせるわけにはいかないから自分が尻しりぬぐいをしているのだと、三池は言った。

「断りゃいいじゃん」

「そういうわけにはいかないんですよ。……ですが、完全な私用で秘書室の人間を使うことは長い目で見ると旦だん那なさまにとってデメリットになると、それとなく奥方には伝えておきました」

（……二度とこんなつまらないことで声をかけるなって脅おどしてきたってか）

　例の胡う散さん臭くさいノーブルな微笑みを浮うかべている三池の横顔を見て、繁樹はひとり納得する。

「だったら、俺の調査依頼もまずいんじゃないの？」

「それは別です。私が望んでやってることですし……。それにあなたは、他の方々とは立場が違いますからね」

「あっそ」

（たった一度の失言をよく覚えてるもんだ）

　これには、さすがに呆あきれた。

「あんた普ふ段だん、どんな仕事をしてるんだ？」

「今は辞めた人間のせいで少々イレギュラーなこともやってますが、本来は室長補ほ佐さなので、いつもはたいてい社内にいて内部の仕事を調整しています」

「へえ。そうなのか……。あんた見た目良いし、普段から外で仕事してるんだと思ってた」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

「褒めたつもりねぇし……。だからこの間も俺の案内をしてくれたってわけか」

「いえ。あれは自主的に案内役を買って出たんですよ。あなたのことを他人任せにするのは癪しやくに障さわるので」

「なんだ、それ？」

　癪に障るとは、また奇き妙みような言い回しだ。

　繁樹には、そんな言い回しを使われるような覚えはない。

「あんたと俺、前にいつ会ったんだっけ？」

　聞いたが、三池は軽く肩かたをすくめただけで答えない。

「あなたにとっては覚えている価値もない出会いだったから忘れたんでしょう。わざわざ思い出していただく必要はありませんよ」

　そう言う三池の口元には、だが物ぶつ騒そうな冷笑が浮かんでいる。

（噓うそつけ。不ふ愉ゆ快かいそうなツラしやがって）

　繁樹は軽く舌打ちする。

（にしたって、なんで覚えてないんだろう）

　これだけ胡散臭い顔を完全に忘れるなんてことあるだろうか？

　目を閉じ記き憶おくを辿たどってみたが、やっぱり思い出せない。

　もしかしたら他の誰だれかと勘かん違ちがいされているのかもと考えてみたが、東条の跡あと継つぎという特とく殊しゆな立場にいる自分が他の誰かと混同される可能性はないように思えた。

（雨、やまないな）

　目を閉じているせいか、周囲の音が徐じよ々じよに存在感を増していく。

　フロントを叩たたく雨の音、タイヤがアスファルトに溜まった水をかき分けていく音、そして信号のメロディや遠いクラクション……。

　黙だまってそれらの音に聞き入っていると、アルコールの作用もあってか微かすかな眠ねむ気けさえ感じる。

（……さむっ）

　普段は心地好く感じる車内の空調が、雨で濡れた身体から体温を奪うばっていく。

　思わずくしゃみをすると、三池が空調を止めた。

「濡れた服を着き替がえたほうがいいようですね。ここからだとお屋や敷しきまでかなり距きよ離りがありますし、そのままでは風邪かぜをひく」

「この程度で風邪ひくほど柔やわじゃねぇよ」

「万が一ということもありますし……」

　自分の車で送り届ける途と中ちゆうで風邪をひかせるわけにはいかないと三池が言い、彼が運転する車はウインカーを上げて屋敷に続くルートから外れた。

（ま、いっか）

　職種柄がら、あれこれとお節せつ介かいを焼くのが習い性になってるんだろう。

　繁樹は、諦あきらめてまた目を閉じた。







「繁樹さま、つきましたよ」

　軽くうとうとしていた繁樹は、三池の声に目を開けた。

　車は地下駐ちゆう車しや場に停車していて、周囲からは雨音が消えている。

「ここ、どこだ？」

「私のマンションです」

「……へえ」

　てっきり、どこぞのショップにでも寄って、新しい服を買って着替えさせるつもりなんだろうと思っていた。

　予想が外れて、少々戸と惑まどう。

（なんか、意外）

　三池は、プライベートスペースに他人を招き入れるタイプには見えない。

　外面は良いが、内面は作り物じみた笑顔の下に隠かくし、仕事とプライベートをきっちり分けていそうなのだが……。

（こいつ、どんな部屋に住んでるんだろ）

　好こう奇き心に唆そそのかされるまま、繁樹は車から降りた。

「どうぞ、こちらです」

　地下駐車場からエレベーターに乗り、最上階へ。

　三池の部屋は、テラスつきのペントハウスだと言う。

　遠えん慮りよせずにずかずかと奥まで入り込み、窓に額をつけて広いテラスに目を凝こらした。

　煙けむるような雨の中、こじゃれた屋上庭園風の空間がそこには広がっている。

　振ふり向いて、あらためて明るい室内を眺ながめると、まるでモデルルームのようなリビングがそこにある。

（らしいっちゃらしいか……）

　一分の隙すきもないコーディネートぶりが、特に……。

　普段は祖父が建てた重厚な洋館に住んでいるから、この手の今時の雰ふん囲い気きの部屋は、繁樹にとっては逆に物もの珍めずらしい。

「良いトコ住んでんなぁ。うちって、そんなに給料良いのか？」

「そこそこもらってはいますが、ここに住むのはちょっと厳しいですね」

「じゃ、家賃はどうしてるんだ？」

「このビル自体が私の所有物なんで必要ないんですよ」

「ここが？」

「ええ」

「ここだったら、家賃収入だけでも余よ裕ゆうで食ってけるんじゃねぇの？」

　繁樹の不ぶ躾しつけな質問に、三池は苦笑しつつ頷うなずいた。

「ここ以外にもいくつか不動産がありますので、はっきり言って遊んで暮らせますね」

「だったら、なんで会社勤めなんかやってんだ？」

　東条本社の秘書室勤務といえば、世間ではエリートとして評価される。

　だが、所しよ詮せんは勤め人。

　理り不ふ尽じんな命令にも従わなければならないし、拘こう束そく時間も長い。

　なにか実績が残ったり、ものを作ったりするような仕事ならともかく、秘書というサポートに徹てつするような仕事ではやり甲斐がいだってあまりないのではないか？

　そう考えての素そ朴ぼくな質問に、三池は答えなかった。

　ただ片方の唇くちびるを上げて、うっすらと笑う。

「着替えを用意しておきますから、シャワーを使ってきてください」

　そのまま繁樹は、問答無用でバスルームへ追い立てられた。

（……見えない奴）

　この間会ったときも感じたが、三池は繁樹が今まで会ったことのある東条電機関係者達とはまったく毛色が違ちがう。

　祖父の許もとを訪ねて屋敷を訪れる東条電機の者達は、跡継ぎである繁樹に対して皆一様にへりくだった態度を見せた。そっちがその気ならと、繁樹もそういう人間を相手にするときは上から目線で対応しているのだが、三池が相手だとそれができない。

　表面上は丁てい寧ねいな態度を崩くずさない三池だが、東条の跡継ぎという繁樹の肩かた書がきをあまり気にしていないように感じられるからだ。

　年長者の余裕を持って年とし相そう応おうの扱あつかいで接してくる相手に、空くう虚きよな権けん威いを振りかざしたところで虚むなしいだけだ。

　東条電機の跡継ぎとして常に周囲の大人おとなから特殊な扱いをされてきたせいもあって、繁樹はへりくだってこない年上の人間と普ふ通つうに接するスキルが乏とぼしい。

　かといって、身内に対するような態度を取ることもできないし……。

　正直、どう接して良いのか判断に困る。

（下手すると、なんか足元すくわれそうだしな）

　胡う散さん臭くさい微笑ほほえみとたまに見せる冷笑のギャップが、なにやらくせ者感満々なのだ。

　熱いシャワーを浴びながら、胡散臭い年上の男への対処法をつらつらと考えていた繁樹は、ふと我に返った。

（……なんで俺、今こんなこと考えてんだ？）

　ついさっきまで、自分が短気なせいでバンド解散の危機を招いてしまったと自己嫌けん悪おに陥おちいっていたというのに、見事なまでに綺き麗れいさっぱり忘れていた。

　二年以上一いつ緒しよにいた仲間より、二、三度顔を合わせただけの男のほうを重要視したようで、なんだかひどく気に障る。

（あー、くそっ！　さっさと帰ろう）

　屋や敷しきに帰ったら、篠崎に電話を入れてとりあえず謝らなくては……。

　繁樹はシャワーを止めて、脱だつ衣い所じよに戻もどった。

　すると、脱ぬぎ捨すてておいた濡ぬれた服がなくなっていて、着替えらしきものもない。

「……ったく」

　ガシガシと短い髪かみを拭ふいてから、タオルを腰こしに巻いてバスルームを出た。

「三池、服貸してくれよ」

　ずかずかとリビングに戻ると、片手に服を持った三池がちょうど奥の部屋から戻ってきたところだった。

「これはこれは、良い眺めですね」

　セミヌードの繁樹を上から下まで眺め降ろして、三池が唇を歪ゆがめてニヤリと笑う。

　その視線に、繁樹は思わず目を眇すがめた。

「……あんた、そっちの趣しゆ味みあんの？」

「はい。正確にはバイですが……。まだ袖そでを通していない服があったので、それをどうぞ。あなたには少し大きいでしょうが……。濡れた服はクリーニングサービスに出しておいたので、後日お屋敷に届けさせます」

「そりゃどうも」

　歩み寄ってきた三池から服を受け取ろうと手を出したが、三池は服を渡わたそうとせず、楽しげに至近距離から繁樹を眺めている。

「なんだよ」

「いえ。ジムに通われたほうが良さそうだと思いまして……」

「俺が太ってるってか？」

　繁樹は思わず自分の身体からだを見下ろした。

「とんでもない。逆ですよ」

　すっと、三池の手が伸のびてきて、その手の平がひたりと裸はだかの胸に当てられる。

「むしろ瘦やせすぎです。今みたいな服装やファッショナブルなスーツを着ている間はこれで充じゆう分ぶんでしょうが、ビジネス用のスーツを着るにはもう少し筋肉があったほうが良い」

　こことここにも……と、胸に触ふれていた手の平が肩かたや脇わき腹ばらにすすすっと移動していく。

　むず痒がゆさを我が慢まんしながら、繁樹は三池の顔を見た。

「……あんた、なんか楽しそうだな」

「それはもう……。繁樹さまはまったく動じてませんね」

　お仲間ですか？　と聞かれて、軽く首を傾かしげる。

（どうかな？）

　春希に対して淡あわい恋こい心ごころを抱いだいていたのは事実だが、自覚から失しつ恋れんまでの期間が短か過ぎて、その思いが肉体的な欲求に繫つながるものだったかどうかの判断がつかない。

　だから、「わからない」と素す直なおに答えた。

「友達にそっち系がいるから偏へん見けんはないけどな」

「では、興味は？」

「興味って？」

「男とのセックスに対する興味はおありですか？」

　この質問に、繁樹はまたしても目を眇めた。

「……あんた、まさか俺を誘さそってんの？」

「はい。あまりにも魅み力りよく的な眺ながめ過ぎて、少々自制心が危うい感じでして」

「あっきれた」

　ぬけぬけと答える三池の顔をマジマジと眺める。

「いくらなんでも軽過ぎねぇか？　俺、一応あんたが勤めてる会社の跡あと継つぎなんだぜ。あんたはもっと慎しん重ちようなタイプだと思ったのに」

「それは時と場合によりますね」

「自分の将来の地位よりも、一時の性欲のほうが上だって？」

　矛む盾じゆんしてると繁樹は本気で呆あきれた。

「あいつには、ちょっかい出してねぇだろうな？」

「あなたの兄上のことですか？」

「ああ」

　あまり人に対して強く出られない春希のことだ。

　こんな風に露ろ骨こつに誘われたら、どうしたらいいだろうとオロオロして、下手をすると押し切られるままに泣きを見ることにもなりかねない。

　それは許さない、と三池を軽く睨にらみつけると、三池はふっと唇を歪め鼻で笑った。

「ご冗じよう談だんを。私にも好みがあります」

「……え？　それって」

　三池は、春希が好みじゃないと言っているのだ。

　ホッとすべきところなのだろうが、無意識とはいえ自分が長く心奪うばわれていた対象を鼻で笑われては、さすがにむかつく。

「噓うそつけ。あんなに綺麗な奴、男女合わせてもそういないぜ」

「噓じゃありませんよ。まあ、確かに見た目が美しいのは認めますが、中味はかなり苦手なタイプなので……」

「苦手って、どこが」

「生き真面目まじめで善良で……まるでお花畑の住人みたいなところが……。──まあ、素直なぶん扱いやすくて、上司としてはけっこうですがね」

　繁樹が春希を気き遣づかっていることに気づいているだろうに、三池はまたしてもぬけぬけと言い放った。

「そういうこと、身内に向かってよく言えるもんだ」

　あまりの図太さに、文句を言う気力さえ萎しぼむ。

「だったら、どういうのが好みなんだ？」

　質問すると、三池の指先がトンと裸の胸に触れた。

「──俺？」

「はい」

「よく言うよ。俺はあんたの目から見たら瘦せすぎなんだろ？」

「スーツを着る場合を想定して言っただけですよ。好みとは関係ない。──今のあなたはとても魅力的です」

　甘く低い声で囁ささやいた三池が、にっこりとノーブルに微笑ほほえむ。

（うっわ、胡う散さんくせぇ）

　作り物じみた笑顔でそんなことを言われて、誰が信じるものか。

　もう、ドン引きだ。

（そっか……。これ、こいつなりの嫌いやがらせか）

　いくらなんでも、常識ある人間が未来の雇こ用よう主をこんな気楽な調子で誘うわけがない。

　嫌がらせでなければ、きっとからかって遊んでいるだけだ。

　なんにしても、悪あく趣しゆ味み極まりない。

　ここで狼狽うろたえては、向こうを喜ばせるだけだ。

「あ、そう。だったら寝ねてやっても良いぜ。男とのセックスってのにはちょっと興味あるしさ」

　まさかＯＫするとは思ってないだろうから、きっと狼狽えるはず。

　そう思い、からかったつもりだったのだが、思おも惑わくに反して三池は嬉うれしそうな顔をした。

「それは嬉しい。てっきり断られると思ったのに」

　左手に持っていた繁樹の着き替がえを近くのソファに投げると、三池はその両りよう腕うでを繁樹の身体に伸ばしてくる。

「ちょ、ちょっと待て……」

（うっそ、マジか？）

　嫌がらせじゃなかったのかと狼狽えて、繁樹は思わず後ずさる。

（……いや、まてよ）

　もしかしたら、こっちが先に音をあげるのを待ってるのかもしれない。

　だったら、もうちょっと我慢したほうが良いのか？　などと負けず嫌ぎらいがたたって深読みしているうちに抱だき寄よせられ、濡ぬれたままの髪かみに触れられた。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。この件で、後々あなたを脅おどそうなんて考えてませんから」

「おど……す？」

「おや。これはまた随ずい分ぶんと無む頓とん着ちやくですね。映像を撮とられて、吹ふい聴ちようされたくなければ……なんて脅される可能性もあるでしょうに」

「脅してどうしようってんだよ。金か？」

「それだったらまだいい。東条電機に関することを目的に脅しをかけてくる者もいるかもしれませんよ。この件を表おもて沙ざ汰たにされたくなければ、東条の後こう継けい者しやの座から手を引け……とかね」

　この言葉に、繁樹はカッとした。

「東条の後継者はこの俺だっ！　これだけはなにがあっても譲ゆずらないからな！」

　父親の死後、手に入らない物は望まないと決めた。

　それと同時に、この手に一度つかんだ価値ある物は決して手放さないとも決めた。

　東条の後継者の座は、その最たる物だ。

「怒おこらないでください。ただのたとえ話ですよ」

　眉まゆをつり上げる繁樹を見て、三池はなぜか嬉しそうな顔をする。

「ただ、今後は気をつけたほうが良い。後継者の座を狙ねらう者がいるのは確かなことですから」

「俺以外に誰がいるってんだよ。あいつが社長の器じゃないって言ったのはあんただぜ」

「あなたの兄上のことじゃありませんよ。社長の甥おい御ごさんが東条電機に就職済みで、彼を次期社長にと強く望む一派がいるんです」

「甥って、俺とあいつしかいないはずだけど……」

「奥方側の甥御さんです」

「そんなん、東条の血筋じゃねぇし関係ねぇよ。それに叔父おじ貴きは、以前から俺を跡継ぎにするって公言してる。それを撤てつ回かいするわけねぇよ」

「社長を信じておられると？」

「当たり前だ。今までもこれからも叔父貴は俺の味方だ」

　断言すると、三池は軽く肩かたをすくめた。

「今まではそうだったとしても、これからもそうだという保証はないと思いますが……。社長夫婦の仲の良さは有名ですし、奥方の身内ともなれば情も移るでしょう。人間なんて、なにがきっかけで考えが変わるかわからないものです。……現に私も変わりましたし」

　三池がなにやら意味深な視線を投げて寄こしたが、

「あんたのことなんてどうでも良い」

　繁樹はばっさり切った。

「それは残念。興味すら感じてもらえないとは……」

　残念、と言うその唇くちびるには微かすかに冷笑が浮うかんでいる。

（気に入らないってか）

　だからといって、興味を持ったふりをしてやる義理は繁樹にはない。

　以前からの知人だと言われても、こっちは覚えてないのだから他人も同然。

　それが嫌だと言うのなら、意地を張ってないでそっちから白状すればいいのだ。

「とにかくさ、叔父貴に変な疑いを持つのは止めろよ」

「はい。と頷うなずきたいところですが、残念ながらそれはできません。一社員としての私の視点から見た限り、社長の立ち位置は今のところはっきりしておりませんし……」

「はっきりしてるだろ？　東条の正式な後継者は俺だって公言してるんだからさ」

「それを望まない人々がいるのは事実です。社長にそれとなく進言している者もいるでしょうしね。……血筋を盲もう信しんしないほうが良い。『東条家』ではなく、あくまでも東条電機という一企き業ぎようのトップのことですからね。入社すれば、あなたも実感として理解されるでしょうが……。とりあえず、今はただ反対勢力もあるんだってことを心に留めて、脅されるような隙すきを作らないよう用心してくださればいい」

「用心って、どんな風に？」

「薬物関係の遊びや乱交、暴力事件など、常識的に考えて表沙汰になっては困るようなことをなさらないように……。あまり親しくない相手に誘さそわれて、ほいほいついて行くのもＮＧです」

「逆ナンとかで？」

　ついさっき、隣となりに座って話し掛かけてきた女を思い出しながら聞いてみる。

「そうです。妙みような薬物を盛られたり、ことの最さい中ちゆうを撮さつ影えいされたりしたら、さすがにまずいでしょう？」

「……確かに」

　繁樹は今まで特定の恋こい人びとを作ったことがない。

　無意識とはいえ、ずっと春希に恋をしていたせいもあるだろうが、それ以上に両親の不仲が心に引っかかっていた。

　特定の相手を作れば、裏切ったり裏切られたりする可能性も出てくる。

　それが嫌だから、裏切られても良いと自分で思えるような相手が現れるまでは、遊びと割り切れる気楽な相手との一夜のセックスを楽しもうと決めていた。

「そんな風に用心してたら、全然遊べねぇじゃねぇか」

「安全なところで遊べばいいでしょう。──たとえば、私とか」

「……それ、マジで言ってる？」

　嫌がらせじゃないのかとしつこく疑っていた繁樹は、目を眇すがめて三池を見上げた。

「もちろん。はじめて会った日から、私はあなたの役に立つことだけしか考えていませんから」

「はじめてって……。いつ、どこで会ったんだよ」

　この問いに、三池はやはり答えない。

　無言のまま、その口元に例の物ぶつ騒そうな冷笑を浮かべた。

　あくまでも、繁樹が自発的に思い出すのを待つつもりらしい。

（不ふ機き嫌げんになるぐらいなら白状しろって……）

　意固地な奴だと呆あきれていると、繁樹の短い髪を弄いじっていた三池の手が、するっと首の後ろに移動して引き寄せられ、唇を押しつけられた。

「ちょ……」

（うわ、こいつ、マジだよ）

　びびった繁樹は思わず唇を閉じ、深いキスを拒こばんだ。

「キスは駄だ目めですか？　案外、乙おと女めチックなんですね」

　三池が至近距きよ離りから繁樹の目を覗のぞき込み、小こ馬ば鹿かにしたようにふっと鼻で笑う。

（バ、バカにしてっ）

　かっちーんと来た繁樹は、衝しよう動どう的に自分から嚙かみつくようにしてキスしていった。







「どうして傘かさも差さずにひとりで歩いていたんです？」

「……っ……。頭を、冷やそうと……思って……」

「どうして？」

「バンドの……仲間と喧けん嘩かしたから……」

「原因は？」

「……つまんないこと……だ」

　腐くさるほど持ってる奴に金を払はらわせりゃいいと言われてキレたことを話すと、三池は微かに笑った。

「そんな低次元な人間とのつき合いなど、もう止めたらいかがです。バンドなんて、大学時代だけの遊びなんでしょう？」

「そりゃ、そう……だけど。……でも、篠崎に歌わせて…やりたいし……」

　あいつの歌はホンモノだから……と呟つぶやくと、少し妬やけますねと三池が言う。

　気色悪い、おまえに妬かれる覚えはないと文句を言うと、冷たいなと返事が返ってくる。

　そんな風にして、繁樹はさっきからずっと三池に促うながされるままに口を動かしていた。

　普ふ段だんだったら他人にプライベートの話をするなんて絶対にあり得ないのだが、今は違ちがう。

　この際、もうなんだって良いから、とにかく気を紛まぎらわせていたかったのだ。

（あー、くそっ、失敗した）

　心の中で何度も舌打ちしては、さっさと終われと祈いのるように繰くり返している。

　キスはなんとかクリアできたし、しゃべって気を紛らわせていたお陰かげで身体からだを撫なで回されるのも我が慢まんできた。

　咥くわえるのが好きな女だっているから、フェラだって目を瞑つぶってさえいれば大だい丈じよう夫ぶ。

　同じ男だけにきちんとツボを押さえたフェラは、むしろ気持ち良いぐらいだ。

　だが、後ろの穴に指で触ふれられると、さすがに慌あわてた。

「ちょ……。そっちもすんのか？」

　繁樹が狼狽うろたえると、「おや、怖こわいんですか？」と三池が軽く鼻で笑う。

　この態度に、繁樹はまたしてもかっちーんときた。

「平気だっ！」

　と、ついうっかり断言して、自ら退路を断ってしまう。

　とはいえ、平気なわけがない。

　抵てい抗こう感はしっかりあるし、未知の体験にびびる顔を眺ながめられるのも嫌いやだったから、バックからしろと要求してみる。

「あなたがそうおっしゃるのなら従いましょう」

　三池は、笑みを含ふくんだ声でそう言って、繁樹の望み通りにしてくれる。

　だが、さすがにここまで来ると、しゃべったぐらいじゃもう気が紛れない。

（……風ふう俗ぞくにでも来たと思やいいんだ）

　昨今じゃ、前ぜん立りつ腺せんプレイもあると聞く。

　これも経験だと開き直るしかない。

　が、そう思った直後、繁樹は激しく後こう悔かいした。

「うわっ……ちょっ……」

（な、……舐なめてるよ）

　いくらシャワーを浴びた直後とはいえ、そんなところを嬉き々きとして舐め、穴をほぐそうとする神経が理解できない。

「ここ、さすがに硬かたいですね。あなたを最初に開発できるなんて幸運だったな」

（幸運もクソもあるかっ！）

　こんなこと、二度としない。

「気色わりぃこと言うなっ。もうどうでもいいから、さっさとやって終わらせろ！」

　繁樹が悪態をつくと、三池が苦笑する気配がした。

　やがて、ジェルで濡ぬれた指が再び穴の中にぬるりと入ってくる。

　探るように擦こすり上げていた指先が、ある一点に触れたとき、

「……うっわっ……」

　ぞわっと鳥とり肌はだが立った。

（なんだ、これ）

　その瞬しゆん間かん、まるで電流のようにピリピリと身体に走った甘痒いような感覚。

「いいみたいですね。いきなり、柔やわらかくなった」

　三池が嬉うれしそうな声で言って、指でまたそこに触れてきた。

　強く擦り上げたかと思うと、そうっと優しく指の腹で撫なでる。

　執しつ拗ようにこねくり回される度たび、じわっと広がっていく未知の感覚。

　なにが起こってるんだと繁樹が戸と惑まどっている間に、身体のほうは素す直なおに反応していく。

（うっそ……マジかよ）

　さっき三池に口で達いかされてから、半勃だち状態のままだった繁樹自身に熱が再び溜たまっていくのがわかる。

　自分が感じているのだと自覚したせいか、押し広げるように中で蠢うごめく指の些さ細さいな動きに妙みように意識が向いてしまう。

　さっきまではただ指で触さわられているとしか感じていなかった部分にさえ、甘い痺しびれが感じられて……。

「……あ……っ……」

（やべっ、声、漏もれる）

　身体の昂たかぶりと同時に、勝手に唇くちびるから声が零こぼれそうになった。

　自分が女のように喘あえがされることには抵抗があるし、間ま違ちがいなくこっちの反応を窺うかがっているだろう三池に、その声を聞かれるのも嫌だった。

　繁樹は枕まくらを引き寄せ、声を押し殺ころすために枕に顔を埋うずめた。

「そんなに恥はずかしがられると、余計に煽あおられるんですが？」

　低く甘い声に耳元で囁ささやかれ、またしてもぞわっと鳥肌が立った。

（近いっての）

　文句を言いたくても、声が漏れるのが怖くて枕から顔を上げられない。

「だんまりですか。頑がん固こだな」

　やがて、指が引き抜ぬかれた。

　三池の手の平が、背中のラインを確かめるように滑なめらかに撫で上げていく。

「まあ、いいでしょう。──どこまで我慢できるか、楽しみですしね」

　再び耳元で囁かれ、同時に熱いモノが後ろに押し当あてられる。

「……んんっ。──……くっ」

　ぐぐっと、身体を押し開ひらいて入ってくる熱い塊かたまり。

（うそ……だ。なんで……）

　気持ち悪いと気持ちでは思ってるのに、確かなその熱に擦り上げられ、引きつれる粘ねん膜まくからは覚えのある甘い痺れが広がっていく。

　しかも下腹に溜まった熱には、まったく散る気配がない。

　むしろ、押し入ってくる熱につられるように、その熱を上げていくみたいで……。

「……良かった。いけそうですね」

　根本まで押し込んだ三池が、反り返り雫しずくを零している繁樹自身に触れて嬉しそうに囁いた。

（くそっ、こんなはずじゃなかったのに……）

　なんでこんなことになってるんだ？

　なんだかひどく悔くやしくて、繁樹は枕を強くつかんだ。

「動いても、よろしいですか？」

　丁てい寧ねいな口調で聞かれたが、はいどうぞと言えるわけがない。

　かといって、今さら嫌だ止やめろというのもあまりにもみっともない。

　意地を張って黙だまっていると、耳元で小さく笑う声がした。

「だんまりですか」

　繁樹自身に触れていた三池の指が、絶ぜつ妙みような力加減でそれを扱しごいた。

「うあっ、ちょっ……」

　ぞくぞくっと、快感が背筋を電流のように這はい上がってくる。

　と、同時に、身体の中に埋め込まれたままのモノの存在感が増した。

「動く許可をいただけないのなら、こっちを可愛かわいがらせてくださいね」

「え？」

「ここをこうやって弄いじると……ほら」

「……あっ……」

　雫で滑すべる繁樹自身の先せん端たんを、三池がぐりっと指先で強く刺し激げきする。

　一気に迫せり上がってきた射精の衝しよう動どうをぐっと堪こらえると、身体の中の熱の存在感がまた増した。

「……っ……ぁ……」

　吞のみ込んだところから、じんわりとなにか甘い感覚が広がっていった。

　じっとしているせいか、熱だけじゃなくどくどくという脈動まで伝わってくるようだ。

「素晴らしい。こっちの快感に連動して、きゅうっと熱く締しめつけてきますよ。──あなたも気持ち良いでしょう？」

（こいつがでかくなったんじゃなくて、俺が……締めつけてんのか）

　今まで自分が抱だいてきた、快感に正直な女達がそうしていたように……。

（い……やだ）

　そんな自分がなんだか無性に恥はずかしくなって、繁樹は懸けん命めいに身体の力を抜こうとした。

　だが、その途と端たん、三池が耳元でまた笑う。

「自分で緩ゆるめようとしてるんですか？　あなたにはまだ無理ですよ。むしろ逆効果。うねるようにして絡からみついてくるばかりで、具合が良いぐらいだ」

（くっそう）

　喜ばせてやるつもりなんかなかったのに……。

　恥ずかしいやら悔しいやらで、またしても枕を握にぎり締めた。

「具合が良いだけに、動けないのはもどかしいですね。この程度の刺激ではなかなか達けそうにないですし……。私が満足するまで音をあげないでくださいね」

　耳元で囁いていた唇がうなじに押しつけられて、きつく吸われる。

　うなじに甘く鋭するどい痛みを感じると同時に、繁樹自身に絡んでいた指がまた動き出した。

「うあっ……──あっ！」

　動どう揺ようしていたせいか、堪えることがまったくできなかった。

　三池の手であっさり達かされて、絶頂感にビクビクッと身体からだが痺れて震ふるえる。

（……あっ……う……っそ……）

　だが、解放感は訪れない。

　達った衝しよう撃げきで余計にきつく締め上げたせいで、深く吞み込んだままの三池の熱い昂ぶりを内側でリアルに感じて、じんわりとまたすぐに熱が迫り上がってくる。

「ああ、もうこんなになって……。さすがに若いだけありますね」

　三池の手がまた繁樹自身を強く扱き出す。

「ちょっ……待てっ！　まさか、これ……を、ずっと続ける気かよ」

　荒あらい息を抑おさえながら、繁樹が慌あわてて叫さけぶ。

「もちろん。私はこの程度ではまだ全然達けそうにないですし、あなたも、ほら……」

「つっ」

　すっかり勢いを取とり戻もどしていたモノをキュッと握られて、思わず息を吞む。

「こんなにまだ元気じゃないですか。満足していただけるまで頑がん張ばりますよ」

　ね？　とやけに楽しそうな声が耳に届く。

「あー、くそっ！　わかったよ！　動いて良い！　ただし、一発やったら抜け」

「一回だけですか？　もう一声どうです？」

　気持ち良くして差し上げますよ、と甘く低い声で囁かれ、ぞわっと肌はだが粟あわ立だつ。

　繁樹は首を小さく横に振ふった。

「一発だけだ。動いてさっさと終わらせろ！」

　枕に額をつけたままで繁樹が怒ど鳴なる。

「まったく、色気のない。──まあ、そういうところが好みなんですけどね」

　三池は愉ゆ快かいそうに呟つぶやいて、ゆっくりと動き出した。

「……うっ……わ……っ……」

　熱い昂ぶりが身体の中を擦こすり上げ、ゆっくりかき回す。

　その度たびに、じんわりと迫り上がってくる快感はさっきまでとは比べものにならない。

（もしかして……また失敗した？）

　未知の快感に対する不安と期待で、ざわざわと全身の細さい胞ぼうがざわめく。

「やっ──ああっ！」

　やっぱり止め、と止めるより先に、ズンッと強く突つき上げられ、息に押し出されるように喘あえぎ声が漏もれた。

（やべっ）

　慌ててまた声が零こぼれないよう枕まくらに顔を押しつけて、その結果、三池を制止することもできないまま何度も何度も突き上げられ、かき回される。

（くそっ、さっさと終われ）

　最初のうち、繁樹はずっとそう祈いのるような気持ちでそればかりを考えていた。

　が、後ろで得られるはじめての快感のあまりの強きよう烈れつさに堪えきれず、立て続けに何度も達かされているうちに徐じよ々じよに理性が遠のいていく。

「……あっ……やぁ………っ……」

　やがて、突き上げられる度に零れる喘ぎ声を抑えようという気力もなくなった。

　身体は弛し緩かんして、唇からは飲み込むことさえできない唾だ液えきが零れて枕を濡ぬらす。

　汗あせで濡れた繁樹の尻しりから背中、うなじへと三池の手の平がそのラインを楽しむようにゆっくりと撫なで上げていった。

「繁樹さま、体位を変えてもよろしいですか？　もっと深いところを体験したくありませんか？」

　ことここに至っても三池は慇いん懃ぎん無礼な口調を崩くずさなかった。

　繁樹は辛かろうじて残った理性で首を小さく横に振る。

「残念。──では、キスを」

　顔を見せてください、と耳元で低く甘く囁ささやかれて、ぞわっと肌が粟立つ。

「……い…やだ」

　横から覗のぞき込んでくる三池の視線から逃のがれようと、繁樹は慌てて両りよう腕うでで顔をガードして隠かくした。

　それだけは絶対に嫌いやだ。

　深過ぎる快感にだらしなく弛緩して、上気しているであろう顔を見られるのだけは……。

「まったく、頑がん固こですね」

　繁樹のそんな反応に、三池はなぜか嬉うれしそうだ。

「素す直なおになってくだされば、もっともっと楽しませて差し上げるのに……」

「うあっ……あぁ」

　背中にぴったりと胸をつけた三池が、するっと前に手を伸のばし繁樹自身に触ふれてくる。

「さっきから何度も出したのに、まだカチカチですね。……繁樹さまが完全に満足されるまで出さずに励はげむとしましょうか」

　励まなくて良い、と口答えする気力はもうなかった。

　前と後ろ、異なる二重の快感に犯された身体が勝手にビクビクッと震えている。

　繁樹は最後の砦とりでとばかりに、ただ両腕で顔を隠していた。

　これもいつまで保つかわからないと、不安に駆かられながら……。







　翌朝早く、きしむ身体を無理矢理動かしてベッドから抜ぬけ出した。

　息を殺し、眠ねむっている三池を起こさないようそうっと寝しん室しつを出て、リビングに出されたままだった着き替がえを身につけると、急いでマンションを出る。

　大通りでタクシーを拾って乗り込みしばらくすると、ふつふつと怒いかりがこみ上げてきた。

（……なんでこの俺がコソコソしなきゃなんねぇんだ）

　ちくしょう、と止めどなくこみ上げてくる怒りは、まっすぐ自分自身に向いている。

　散々良いようにしてくれた三池にも腹が立つが、本当に呪のろうべきは己の短気さとこの負まけず嫌ぎらいな性格だ。

　かっちーんと来て自分からキスを仕し掛かけてしまった手前、引っ込みがつかなくなって流されるまま最後までやってしまうなんて……。

　しかも、最悪なことに三池とのセックスは良かった。

　最終的に何度達いったか、自分でも覚えていないぐらいだ。

　当然ながら、身体を重ねていた三池にも、そこのところがダイレクトに伝わっている。

　朝目覚めて開口一番、「男相手も悪くなかったでしょう？」などとぬけぬけと言われたりなんかしたら……。

（きっと憤ふん死しするっ）

　それが嫌だから、三池が目覚める前にこっそり逃にげ出してきたのだ。

　はじめての快感に翻ほん弄ろうされまくった挙げ句に晒さらしてしまったこの痴ち態たい。

　顔だけは死守したものの、それ以外はあまさず見られてしまった。

　その事実が、なんとも恥はずかしく、それ以上に悔くやしい。

　長身の三池の身体からだはそれなりに鍛きたえられていて、快感に弛緩しきってすっかり力の抜けた繁樹の身体を、いくらでも好きなようにできたはずだった。

　それなのに、あの男は繁樹が許した範はん囲いまでしか行動しなかった。

　その事実もまた、妙みようにプライドを刺し激げきする。

　なにもかもが同意の上で自業自得なのだと……。

（……もうこんな迂う闊かつなこと、二度としねえ）

　その場のノリでのセックスは、もう懲こり懲ごりだ。

　今までは、お互たがい同意の上なら問題ないと、女に誘さそわれるまま気楽な調子でやりまくっていたが、快感故ゆえに自分をコントロールできなくなって、ずるずるとはまってしまうこともあると知ってしまった今となっては、どうしても用心深くならざるを得ない。

（あいつの言うことを聞くわけじゃねぇけどさ）

　三池の忠告に従うような感じがして少々癪しやくに障さわる。

　だが、三池が言うように、妙な下心のある相手にクスリでも盛られて、メロメロになっている顔を映像に撮られたら目も当てられない。

　セックスしている最中にどんなに気持ち良くても、その後にこんな羞しゆう恥ち心しんと後こう悔かいに苛さいなまれるのは、もう真っ平ごめん。

　昨夜のことだって、今はこうしてこっそり逃げることができても、三池が東条電機の社員である限りいずれどうしても顔を合わせなければならなくなる日がくるのだ。

　そのとき、いったいどんな顔をして、あの男と向かい合えばいいのか……。

（あー、くそっ！　高い授業料だったぜ）

　自分の迂闊さに、腹が立って腹が立って仕方がない。

　繁樹は、ふつふつとこみ上げてくる怒りに知らず知らずのうちに何度も舌打ちしていた。
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『謝る？　東条が？　田坂に？』

　電話の向こうで、篠崎がびっくりしている。

「そうだ。そのほうが良いだろ」

　喧けん嘩かの翌日、繁樹はとりあえず篠崎に謝るために電話をかけた。

　本当ならば直接謝りたかったが、前夜の無茶がたたって外に出る気になれなかったのだ。

　ついでにもうひとつ、困ったことに首の後ろから背中にかけて三池がつけたキスマークが点々とついていた。

　高い襟えりのついた服ならなんとか隠せるが、なにかの拍ひよう子しに見られる可能性がゼロじゃない。

　危険は避さけるべきだ。

（ったく、女とやるより倍も疲つかれた）

　不ふ馴なれな姿勢を取らされたせいで軽い筋肉痛になっているが、この疲ひ労ろうは肉体的なものとはちょっと違ちがう。

　射精することによって得られる快感とはまた違う、バックで達かされたことによる未知の強烈な快感に神経が疲れ切っていて、全身が怠だるくて仕方ない。

「俺が頭を下げりゃ、田坂もちょっとは溜りゆう飲いんを下げるんじゃねぇの」

　繁樹は自室のベッドに横たわり、高い天てん井じようを眺ながめながら言った。

『どうかな？　むしろ逆に調子に乗って威い張ばりまくりそうだ』

「あー、それやられたら、俺またキレるかも」

　繁樹が困っていると、電話の向こうで篠崎が小さく笑う。

『悪いと思ってないのに謝ることないよ。とりあえず俺があいつらのご機き嫌げん取ってみるから』

　あと半年は歌いたいんだ、と篠崎が言う。

　新しいメンバーを探す時間的余よ裕ゆうはもうないし、なんとか機嫌を直してもらうから、それまでの間、あいつらを刺激しないようなるべく顔を合わせないようにしてくれと……。

「わかった。面めん倒どうかけて悪いな」

『気にするな。あそこでキレる気持ちもわかるよ。っていうか、むしろ俺、東条に感謝してるんだぜ』

「なんで？」

『あんなことがあったし、もうバンド止やめるって言われると思ってたからさ。ぶっちゃけ、東条にとってはバンド活動なんて暇ひま潰つぶしみたいなもんだろ？』

　ズバリと言われて、繁樹は苦笑する。

「まあな。でも、大学生のうちは自分から止めるなんて言わないから安心していいぞ」

『へえ、意外。けっこう楽しんでくれてんだ』

「楽しんでるわけじゃないさ。篠崎の歌を気に入ってるだけだ」

『……俺の歌？』

「ああ。篠崎の歌はホンモノだ。協力するだけの価値がある」

　もしも繁樹が篠崎の立場だったら、地方都市のクリーニングチェーンの社長の椅い子すより、歌い続ける人生のほうを選んでいただろう。

　たとえ、その歌で世間的には成功することはなかったとしても、だ。

　繁樹にとっての価値ある物とは、どんな形であれ、この人生を豊かにしてくれるもののことだから……。

　篠崎が大学時代で歌を止めると宣言していることを本当は勿もつ体たいないと思っていたが、それを直接本人に伝えるつもりはなかった。

　どんな人生を生きるか選せん択たくする権利を持っているのは本人だけ。

　すでに選択を済ませた篠崎の耳に、余計な雑音を入れても無む駄だに苦しめるだけだろうし……。

『……価値か。東条に言われると、なんか自信つくな』

「そうか？」

『ああ。──ありがとう』

　妙に真面目まじめな調子でお礼を言われて、照れくささを感じた繁樹は思わず返事に詰つまった。
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（……退たい屈くつだ）

　最近話題だというアメリカのテレビシリーズのＤＶＤはあらかた見尽つくしたし、暇ひまがあったら読んでおこうと積んでおいた雑誌や書しよ籍せきの類たぐいにも全部目を通した。

　やることがすっかりなくなった繁樹は、自室のソファにべろんと横たわり、天井を眺めてあくびをひとつ。

　喧嘩した日以来、どうせ夏休みだからと繁樹はずっと屋や敷しきに閉じこもっていた。

　例年の夏休みは、遊び友達と別べつ荘そうや海に遊びに行ったりしているのだが、今年はバンドの件が気になって遊ぶ気になれずにいる。

　閉じこもりはじめたばかりの頃ころ、祖父からは「若い者がだらしない。バイトのひとつでもして金を稼かせぐくらいの気力はないのか」と顔を合わせる度たびにガミガミとうるさく言われていたが、それも三日を過ぎるとピタリとやんだ。

　長いつき合いで、お互いに性格がある程度わかっているから、祖父もこれ以上小言を言ったところで意味がないと判断したのだろう。

　だが祖父と入いれ替かわるように、最近は春希がちょっかいをかけてくるようになっている。

　食事の席で顔を合わせる度、映画にでも行かないかと誘ってくるし、屋敷の広い庭でひとりブラブラ散歩しているといつの間にか側そばにいて、お茶でも飲んで少し話でもしないかと誘ってくる。

　遠えん慮りよしとく、気分じゃないと繁樹が断り倒たおすと、今度は無言のままで心配そうにじ～っと見つめてくるようになって……。

（……うぜぇ）

　繁樹は、人から心配されるのに慣れていない。

　両親とは心理的な面で距きよ離りがあったし、祖父は心配するよりも先に、まずガミガミと怒おこる短気な性格だからだ。

　だから、春希のこの無言の圧力はけっこう堪こたえた。

　繁樹が音をあげたのは、土曜日の朝のこと。

　朝食の間中、春希からじ～っともの言いたげな視線を向けられ、逃にげるように席を立つと背後からためらいがちに追いかけてくる足音が聞こえてきて、とうとう我が慢まんの限界を迎むかえたのだ。

「いったいなんなんだよ!?　言いたいことがあるんならはっきり言え」

　くるっと振ふり向いて、追いかけてきた春希を睨にらむと、春希はオロオロしながら口を開いた。

「あの……。三池さんに聞いたんですけど……」

　あれ以来、三池のことは極力思い出さないようにしていた繁樹はギョッとした。

「聞いたって、なにを!?」

「繁樹さんが、バンドの仲間と喧嘩してるって」

（なんだ、そっちかよ）

　とりあえずはホッとしつつも、「それがなに？」ときつい調子で聞くと、春希はビクッと首をすくめた。

「さ、最近、調子悪そうなのは、そのせいなんですか？」

「別に……。あんたに関係ねぇだろ」

「関係…ない……ですか」

　繁樹が何なに気げなく発した拒きよ絶ぜつの言葉に、春希はみるみるうちに萎しぼんで俯うつむいてしまう。

（……ったく、面倒だな）

　あまりにも気弱過ぎる。

　いい歳した大人おとなの男が、この程度のことでショックを露あらわにするなんてあり得ないと、思わず舌打ちしたくなる。

　こうも露ろ骨こつに萎まれると、まるで自分がいじめっ子になったようで、条件反射的にもっと苛いじめてやりたいような衝しよう動どうにさえ駆かられる。

　繁樹は、すんでのところでその衝動をぐっと堪こらえた。

「ま、喧嘩してんのは事実だけど。──で、なに？」

　仕方なく話をもう一度戻もどしてやると、春希はまた顔を上げた。

「えっと、気分転てん換かんを兼かねて、どこか遊びにでも行きませんか？」

「……あんたと？」

「そう。俺も休日だし」

　どうですか？　と聞かれて、繁樹はマジマジと春希の顔を見た。

「あんた、今日はお泊とまりの日じゃねぇの？」

　恋こい人びとに怒おこられても知らねぇぞ、と言うと、春希は大だい丈じよう夫ぶだと言った。

「大丈夫です。今日は繁樹さんを優先するって話してあるから」

「あ、そう。──で、どこに行くつもりなんだ？」

　優先すると言われて少し機き嫌げんを良くした繁樹が聞くと、春希は軽く首を傾かしげた。

「繁樹さんは、どこに行きたいですか？」

（……考えて無かったのかよ）

　普ふ通つう、人を誘さそうときにはある程度の計画は立てとくもんだろう。

　なんて間が抜ぬけてるんだと軽くイラッとしたが、またしてもぐっと堪える。

「行きたいとこなんか特にねぇけど……。そうだな。強しいて言えば、あんたの恋人のツラを拝おがんでみたいかな」

　イラッとさせられた腹いせのつもりで言ったのに、春希はぱあっと嬉うれしそうな顔になった。

「それ、素す敵てきなアイデアですね」

（マジか？）

　まさかＯＫするとは思わなかった。

　繁樹が啞あ然ぜんとしているのにも気づかず、携けい帯たいを持参していなかった春希は、とりあえず向こうに連れん絡らくしてくると言って、浮うき浮うきと自分の部屋へ戻もどって行ってしまった。

（てっきり嫌いやがると思ったのに……）

　仲の良い兄弟ならまだしも、自分達が兄弟だと判明したのはつい最近。

　同じ屋敷に寝ね起おきするようになったとはいえ、実際はいまだに余所よそ余所よそしい関係のままだ。

　そんな相手に、大事な恋人をそう簡単に会わせたりはしないだろうと思ったのだが……。

　繁樹は、長年の間あの口うるさい祖父とふたりだけで家族をやってきたせいもあって、自分の交友関係を家では全然話さない。

　迂う闊かつなことを話して、友達づき合いや趣しゆ味みに関してガミガミと文句をつけられたらたまったもんじゃないからだ。

　バンドの件だって、祖父が知ったら「東条の跡あと継つぎが芸能事に関わるなど許さん。儂わしの顔に泥どろを塗ぬる気か」といつもの調子でガミガミ言い出すに違ちがいないと思ったから黙だまっていたが、お節せつ介かいな周囲の人間達が勝手に祖父の耳に入れてくれたせいで予想通りにガミガミやられた。

　もっとも、大学時代だけの遊びだと断言して撃げき退たいしたが……。

（もしかして、俺が秘密主義過ぎんのか？）

　普通はもっと気楽にぶっちゃけるもんなんだろうか？

　自室に戻り、ひとりで考え込んでいると、内線で春希が連絡してきた。

『どうせなら、向こうで昼食を一いつ緒しよにどうかって誘ってくれたんですけど。──どうですか？』

（ま、いっか）

　良い機会だし、この際会っておくのも悪くない。

　この並外れて綺き麗れいな顔の男の心を奪うばった女が、いったいどれほどの美女なのかも興味もあるし……。

「じゃ、ご馳ち走そうになるかな」

　好こう奇き心に唆そそのかされるまま繁樹は了解した。







　約束した時間に玄げん関かんに行くと、浮き浮きした様子の春希が待っていた。

　私用だからとタクシーを停める春希を見て、てっきり春希の車で行くとばかり思っていた繁樹は少し意表をつかれた。

（そっか。こいつ免めん許きよ持ってないのか……）

　繁樹は中学の頃ころから電車やバスなどの公共の交通機関を使うようになったが、春希はいまだに東条の運転手つきの車を使っている。たぶん、自分で運転する必要はないとでも祖父に言いくるめられて、免許を取る機会を逃のがしてしまったんだろう。

　ふたりの父親が自分の運転する車で事故を起こして死んだことを、どうやら祖父はいまだに気にしているようで、繁樹が免許を取るときもいい顔はしなかった。

　それでも免許だけは勝手に取ったが、その後に車を買おうとしたらあの手この手で邪じや魔まされて、いまだに買いそびれたまま。

　仕方なく今は用があるときにはレンタカーを使ったりしているが、働くようになったらどんなに祖父に邪魔されても自分の車を手に入れるつもりでいる。

　東条の車を使えば、運転手を通して祖父に行動が筒つつ抜ぬけになってしまう。

　繁樹はそれが嫌なのだ。

　ついでに、自分がいないところであれやこれやと勝手な推測をされるのも嫌だ。

「そういや、あんた、職場で俺の話とかしてんのか？」

　動きはじめたタクシーの車内、気になって聞いたら、唐とう突とつに話し掛かけられてびっくりしたのか春希はビクッとした。

「あ、いや、その……いつもしてるわけじゃないです。三池さんと話してるとき、たまたま繁樹さんの話題が出て、つい……。気に障さわりました？」

　あまりにもオドオドした調子で聞くものだから、繁樹は仕方なく「別に……」とため息混じりに答えた。

「良かった。──そんな深い話をするぐらい仲が良いなんて知らなかったから、三池さんの話を聞いて少し驚おどろきました」

　ちょっと羨うらやましい、と春希がはにかんだように微笑ほほえみかけてくる。

「…………深い話？」

「友達のこととか、相談してるんでしょう？」

「してねぇよ。あれはたまたま話しただけ。ぜんっぜん仲良くなんかない」

「そうなんですか？　変だな。三池さんはとても仲良しだって言ってたのに……」

（……あのやろう）

　人のいないところで勝手なことを……。

　歯を食いしばり、ギリギリと悔くやしがっていると、タクシーがすうっと路ろ肩かたに寄って停まった。

「この家です」

　降り立ち、見上げた家はイギリス民家風の一いつ軒けん家や。

「まさか家族と同居？　俺、家族にまで挨あい拶さつすんのとか嫌だぜ」

　もしそうなら回れ右して帰ろうと思っていると、春希は首を横に振ふる。

「大丈夫です。ひとり暮らしだから」

　慣れた様子の春希が合あい鍵かぎで玄関を開け、先に立って中へ入って行った。

「こんにちは。──平ひら井いさん、いる？」

　サンづけだなんて他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方だと思いながら玄関に入った繁樹の耳に、家の奥から「おう」と野太い声が聞こえた。

「待ってたよ。いらっしゃい」

　頭に和わ柄がらの手ぬぐいを巻いた甚じん平べい姿の長身の男がぬっと姿を現す。

　繁樹は、心底たまげて絶句した。

（──おとこ!?）

　そこにいるのは、異国風の派手な顔立ちの男前。

　春希に負けない美女が現れるとばかり思っていた繁樹は、あまりのことに啞然としていた。

（……どういうことだ？）

　戸と惑まどう繁樹をよそに、春希が親しげに平井に歩み寄って行く。

「似合うな。平井さんが甚平着てるの、はじめて見た」

「これが涼すずしくてけっこう良いんだ。春希のも買ってあるから、そのうち着てみてくれよ」

「ありがとう。──あ、繁樹さん」

　春希は平井の脇わきに立ち、振り向いた。

「こちらが平井さん。俺の恋人です」

「恋人って……。この男が？」

　あっけらかんと春希に紹しよう介かいされた繁樹は、呆ぼう然ぜんとしたまま平井を指さした。

「え、あ……もしかして、偏へん見けんとかあったりします？」

　繁樹の言葉を聞いていきなりオロオロしだした春希の肩かたに、平井が親しげに手を置く。

「なんにも言わずに連れて来たのか？」

「うん。嬉うれしかったものだから、つい……」

　困った顔で見上げる春希を安心させるように、「大だい丈じよう夫ぶだ」と平井が微笑んだ。

「そうだろう、繁樹くん？　突とつ然ぜん過ぎて驚いただけだよな」

「……ああ。偏見は特にないし……」

　自分でも新しい世界の扉とびらを不本意にも開いてしまった後だけに、人に向かってどうこう言える立場じゃない。

　そもそも春希は、そこらの女じゃ束になっても勝てない美び貌ぼうの持ち主で、繁樹自身だってついうっかりたぶらかされてしまったぐらいなのだ。

　恋人が男ってのも、あり得ない話じゃない。が……。

「でも、こういうことは先に一言いっとけよ。どんな美女が出てくるかって、無む駄だに期待しちまったじゃねぇか」

「生憎あいにくとこんな美女だ」

　頭の手ぬぐいを外し、平井は大きめの唇くちびるに感じの良い微笑みを浮かべた。

「こんな美女のでかい手で作った大おお雑ざつ把ぱな手料理で良かったら、是ぜ非ひ食ってって欲しいんだがね。──どうかな？」

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　気さくな調子で聞かれて、繁樹は苦笑しつつ頷うなずいた。

　招き入れられたダイニングのテーブルに用意されていたのは、なんとチゲ鍋なべ。

　暑いときには熱いもので汗あせを出すのが良いんだと、平井がやけに健康的なことを言う。

　しかも、招き入れられたダイニングには、とどめとばかりにエアコンが入っていない。

（冗じよう談だんじゃねぇっての）

　ここ最近は完かん璧ぺきに空調が効いた部屋に閉じこもっていたから、これにはげんなりした。

　適当に食った真似まねしてさっさと帰ろうと思っていたのだが、食事をしはじめて十分もすると気が変わった。

　確かに暑いが、開け放たれた窓から吹ふき込んでくる風が汗ばんだ肌はだにけっこう心地好い。

　よく冷えたビールが喉のどを滑すべり落ちていく感覚が、これまた良かった。

「おお、良い飲みっぷり」

　ぐいっと一気に冷えたビールを飲み干すと、平井がすかさずグラスにビールを注いだ。

「繁樹くん、アルコールには強いのか？」

「だな。どんだけ飲んでも酔よいつぶれたことねぇし」

「へえ、強い家系なんだな」

　平井のその台詞せりふに、繁樹は「あんたも酒強ぇの？」と春希に視線を向ける。

　祖父が酒を断っているから、東条家では来客時以外には食事時にアルコールは出ないのだ。

「かなり」

　そう言って頷く春希は、ビールではなく薄うすいウイスキーソーダを飲んでいる。

「そのわりに、随ずい分ぶんと可愛かわいいもの飲んでるじゃねぇか」

「これは……平井さんがストレートで飲ませてくれないだけで……」

「元はと言えば、君らのお祖父じいさんの命令だったんだけどね」

　不満そうな春希の言葉を、平井が引き継ついだ。

　離はなれにひとりで暮らしていた頃の春希が、一日ボトル一本のウイスキーを飲むのを習慣にしていることを知った祖父が、ソーダで薄めて飲めと叱しかったと……。

「いくらアルコールに強い体質でも、大量のアルコールを継けい続ぞくして飲み続けるなんて身体からだに悪いからな。俺も君らのお祖父さんに倣ならって、この家ではストレートでの飲酒を禁じてるんだ」

「せめて一いつ杯ぱいぐらいは飲ませてくれても良いと思うのに……」

「駄だ目めだ。春希は誘ゆう惑わくに弱いからな。一杯飲ませたら、味をしめてもう一杯って言い出すに決まってる」

「そんなことない」

「あるよ」

（…………あー、あっつい）

　見つめあいながら繰くり広げられるじゃれ合いのようなふたりの会話に、すっかり暑くなった繁樹はまたビールを一気飲み。

　あまりにもラブラブ過ぎて湯気が出そうな勢いだ。

（なんかこいつ、ここにいると子供みたいだ）

　家では困ったことがあるとオロオロするだけなのに、ここでは子供みたいに拗すねたり口答えしたりするし……。

（平井サンが過保護過ぎるのか）

　春希が口ごもりかけるとすぐに助け船を出すし、まるで保護者のようにいつも優やさしい目で見つめている。

　春希もまた、そんな平井を完全に信しん頼らいして甘えきっているからこそ、東条の屋や敷しきにいるときよりもずっと幼く感じられるんだろう。

（こんな奴だったんだ）

　かつて、表情が乏とぼしかった頃ころの春希は、切れ長の目に危うい色気を湛たたえた謎なぞめいたところのある妖あやしい存在だった。

　でも今は、柔やわらかな日差しと風に揺ゆれ、大切に守られる綺き麗れいな花のような存在に思える。

（これも、可愛いっちゃ可愛いけど……）

　でも、それだけだ。

　春希が以前からこんな表情を見せていたら、彼に恋こいをすることはなかったんじゃないか？

　繁樹は、平井に微笑ほほえみかける春希の横顔を眺ながめてそう感じた。

　確かに今でもついみとれてしまうぐらいに綺麗だが、繁樹が惹ひかれたのは硬かたい表情をしていた頃の、あのひどくもの言いたげな妖しい瞳ひとみのほうだ。

　三池の言い分じゃないが、まるでお花畑の住人のように甘ったるいだけの今の春希の表情には、恋れん愛あい的な意味ではピクリとも心が動かない。

（俺の手にはあまる）

　繁樹には、平井のように保護者的な愛し方はできない。

　ぶっちゃけ、ここまでベタベタした関係はウザいだけだし……。

（自覚する前に失しつ恋れんしてラッキーだったのか）

　花のように微笑む春希の顔を眺めながら、繁樹はこっそりと胸を撫なで下ろしていた。







　熱い料理とそれ以上に暑苦しい兄カップルのいちゃつきぶりを堪たん能のうした後、繁樹は春希に誘さそわれるままジュエリーデザイナー兼けん制作者だという平井の仕事場を見学させてもらった。

　ダイニングのすぐ奥にある、元はサロンだったという作業場は広々としていて、大きな窓からは庭の緑が見えて明るい雰ふん囲い気きだ。

「繁樹さんのバングルも、平井さんの作品なんですよ」

　室内の様子を見回していると、すすすっと側そばに寄ってきた春希がそう言った。

「これか……」

　繁樹は、手首に嵌はまっているバングルを掲かかげた。

　十じゆう字じ架かをモチーフにした飾かざりが彫ほり込まれたシルバーのバングルは、誕生日に春希がくれたもの。春希にもらったからというわけじゃなく、単純にデザインと嵌め心地がばつぐんにいいところが気に入って、最近ではほぼ毎日身につけていた。

（こういうのを作ってんのか）

　デザインは秀しゆう逸いつだが、所しよ詮せんはシルバーのアクセサリーだ。

　儲もうけはさほどないんじゃないかと、余計なことが気になった。

　日銭で暮らしているような貧びん乏ぼうな男だったら、春希の恋人としては認めがたいし……。

「この手のモノを作るだけで食ってけてんの？」

　我が慢まんできずに平井に聞くと、「お、兄の恋人への身上調査か？」と楽しげな顔をした。

「余よ裕ゆうで食ってけるさ。シルバーのアクセはあくまで趣しゆ味みで、本業はいわゆる一点物の高級ジュエリーの作成だからな」

「……マジかよ」

　その話を鵜う吞のみにできず目を眇すがめた繁樹に、「作品、見ますか？」と、春希がいそいそと平井の仕事のファイルを持ってきて見せた。

「へえ、綺麗なもんだな」

　ファイルに綴つづられているジュエリーの写真は、どれもこれも鮮あざやかで細やかな細工を施ほどこされていて、一見しただけでかなりの高級品だとわかる。

「お陰かげ様さまで仕事のスケジュールは数年先まで埋うまってるから、収入の心配はないよ」

「ホントか？」

「ああ。これでも一部では天才と呼ばれてるんでね」

　頷く平井の顔は、確かな自信に満ちあふれていて、虚きよ勢せいも偽いつわりも感じられない。

（……問題ないか）

　これは、口先だけの男じゃない。

　繁樹は、そう確信して安心した。

「繁樹さんは、そういうアクセサリーよりシルバーのほうが好きなんですよね？」

　繁樹がもう一度ファイルに視線を落とすと、春希が顔を覗のぞき込んできた。

「ああ、そうだな」

「だったら、平井さんのシルバーのコレクション見てみますか？」

　てっきりもう一冊ファイルを見せてくれるんだろうと思って頷うなずくと、春希は「じゃあ、持ってきますね」と二階に上がって行ってしまった。

「……わざわざ取りに行くぐらいなら見なくても良かったのに」

　いつになく足取りの軽い春希に少々面食らっていると、平井が微かすかに苦笑した。

「なに？」

「いや。春希がかなり浮うかれてると思ってね」

「ここじゃいつもあんな風なんじゃねぇの？」

「いや、あそこまでじゃないよ。今日は君がいるから特別にご機き嫌げんみたいだな」

「俺がいるから？」

「そう。ここ最近、少し悩なやんでるみたいだったしね。──せっかく兄弟だって公言できるようになったのに、君との距きよ離りが思ったように縮まらないのが寂さびしいって」

「距離？」

　言われたことの意味が、繁樹はすぐには理解できなかった。

　同じ屋敷で暮らしているというのに、これ以上どう近づけばいいというのか？

「精神面での話だ。もっと君と本当の兄弟らしくなりたいんだよ」

「んなこと言われても……」

　遺伝子チェックもしたという話だし、春希が父親の実子であることは間ま違ちがいない。

　当然繁樹だって、兄弟だってことは認めているのだ。

（それ以外に、なにがあるってんだ？）

　まさか、兄弟仲良くベタベタと甘えた関係になりたいとでも思ってるんだろうか？

（────無理）

　そのさまを想像して、ちょっとゾッとした。

　両親に甘えたこともなく、祖父とのコミュニケーション手段は口くち喧げん嘩かのみ。

　そんな風にして育ってきた繁樹にとって、その手のベタベタした関係はむしろ気持ちが悪いものでしかない。

「俺だって、あいつと兄弟だってことは認めてんだけどな」

「春希は鈍にぶいからな。言葉や態度ではっきり示さないと」

　困こん惑わくする繁樹に、平井がにやにやして助言する。

「態度で？」

「ああ。……たとえば、そう、『お兄ちゃん』って呼んでみるとか？」

『お兄ちゃん』というフレーズを聞いた途と端たん、繁樹の全身にババッと鳥とり肌はだが立った。

（キモッ！）

　粟あわ立だった腕うでをさすっていると、「ほら、これ」と、両手にシルバーのアクセサリーを持った春希が軽い足取りで戻もどってきて、平井の作業机の上に並べた。

「へえ、これ全部手作りか……」

　高級アクセサリーよりはこっちのほうが繁樹にとっては実用的だから、興味を引かれるまま手にとって真しん剣けんに眺めた。

「気に入ったのがあったら、平井さんに同じのを作ってもらいましょうか？」

　浮き浮きした調子で春希が聞いてくるが、これには平井が駄だ目めを出した。

「繁樹くんとのペアは勘かん弁べんしてくれ」

「駄目？」

「駄目。春希となら大だい歓かん迎げいだけどな」

　目の前で、春希に甘い視線を向ける平井を見て、繁樹は密ひそかにため息をつく。

（ああやって可愛かわいがられてりゃ、そりゃ俺の態度は素そっ気けなく見えるだろうよ）

　春希を安心させてやるために自分がアレをやるのは絶対無理だし、わざわざ嫌いやな気分を我慢してまでやる必要も感じない。

（……でも、まあ、少しぐらいなら）

　兄弟だと認めてもらえていないと日々悩んでいるというのなら、少しぐらいは歩み寄ってやってもいい。

「──なあ、アニキ」

『お兄ちゃん』は無理だが、この程度ならちょろいもんだ。

　そう思って声をかけた途端、平井といちゃいちゃしていた春希が、ぱっとこっちを見た。

「……え、俺？」

　自分の顔を指さして、おそるおそる聞いてくる。

「あんた以外にいないだろうが」

「……そう……ですね」

　春希の顔に、徐じよ々じよに柔やわらかい笑みが広がっていく。

（うわっ、た～んじゅん）

　でもまあ、これもそれなりに可愛い。

「アニキは、平井サンから手作りのアクセサリーを作ってもらったりしてないのか？」

「今、ちょうど作ってもらってる最中なんです。──見せてもらっても良い？」

　春希はニコニコしたまま、平井に確認を取った。

「ああ。──ほら、これだ」

　作業台の下に置かれた整せい理り棚だなから、平井が銀色の指輪を取り出した。

「……へえ、綺き麗れいなもんだな」

　手の平でそれを受け取り、眺ながめた繁樹の唇くちびるから勝手に感かん嘆たんの言葉が零こぼれた。

　それは、力を入れると簡単に歪ゆがんでしまいそうなぐらいに薄うすい、プラチナの透すかし彫ぼりの幅はば広びろの指輪だった。

　指に嵌はめればまるで蔓つる草くさが柔らかく絡からんでいるように見えるデザインで、細工がとんでもなく繊せん細さいで細かく、小さな葉には葉脈まで刻まれている。

「アニキに似合いそうだ」

　素直な感想を口にすると、「当然だ」と平井が自じ慢まんげに答える。

「本人を目の前にしてイメージするんだから、絶対に外さない。──繁樹くんのそれは、ちょっと外してしまったみたいだがな」

「これ？」

　バングルが嵌まった腕を上げると、平井は頷いた。

「でもこれ、気に入ってるぜ」

「どうも。まあ、大学生でいる間はＯＫだろうな。でも、社会人になったら、さすがにシルバーのアクセサリーは無理だろう」

「そうか？」

　春希より年上な平井だって、ジャラジャラとシルバーアクセサリーを身につけているのだ。

　年ねん齢れい的な縛しばりは必要ないように思える。

　繁樹がそう言うと、平井はそういう意味じゃないと答える。

「俺はこのとおりフリーのデザイナーだから好き勝手してるが、君には東条の跡あと継つぎという肩かた書がきがある。ついでに言うと、その自覚もあるんだろう？　同じシルバーを身につけるにしても、もっとこう正統派なデザインにしておけば良かったと思ってね」

　期間限定で使えなくなるのでは少々勿もつ体たいないと平井が言った。

「だったら、もう一回注文しても良い？」

　春希が言った。

「繁樹さんが就職して社会人になったときのお祝いに……。今度は貴石のついたちゃんとしたアクセサリーを贈おくりたいから」

　春希は良いアイデアとばかりに浮かれていたが、平井はいきなり眉まゆ根ねを寄せた。

「貴石をつけるのか？」

「そう。繁樹さんのイメージで……ブルー系の石のリングとかどう？」

「んー、リングはないな。石も青じゃ駄目だ。バングルも本来ＮＧだったようだし……。作るんだとしたらピアスか、タイチェーンか……」

　平井は、真剣に悩んでいるように見える。

　ベタ甘だった春希の意見を即そく座ざに却きやつ下かするあたり、仕事に対するプロ意識は高そうだと繁樹はちょっと見直した。

「会ったばかりで、イメージなんてわかるもんか？」

「ある程度は……。でも、君はちょっとわかりにくいな。地に足がついてない感じで」

「俺が浮うわついてるって言ってんのか？」

　少々ムッとしたが、平井は首を横に振ふる。

「そうじゃない。未知数だって言ってるんだよ」

（たいして変わらねぇ）

　面と向かって未熟だと言われたようでやはり気にくわない。

「未知の可能性があるってことですよ」

　ムッとした気持ちがつい顔に出てしまったのか、春希が繁樹の腕うでに触ふれ、ぎこちなく宥なだめようとする。

（……ったく、しょうがねぇの）

　目の前でオロオロする兄の姿に、繁樹は折れた。

「んじゃ、大学卒業する頃ころにまたイメージしてみてくれよ。──俺が自分であんたに注文するからさ」

「ああ、それは良い。贈り物ものを受け取るだけってのは繁樹くんには向かないだろうしね」

（……こいつ、ホントなんなんだよ）

　平井の言葉に、繁樹はまたしても軽くむかついた。

　が、視界の端はしに映る春希の姿に、まあいいかと気持ちを切きり替かえる。

（……別に、爺じいさんの真似まねをするわけじゃないけどさ）

　やっぱり春希は微笑ほほえんでいたほうが良い。

（もう直視できるしな）

　春希がどんなに華はなやかに微笑もうと、心が動くことはないだろう。

　心の中で微かすかにくすぶり続けていた恋こいは完全に消火したようだ。

　その後、目の前で堂々といちゃつく兄カップルにいい加減うんざりしてきた繁樹は、先に屋や敷しきに帰ると春希に言った。

「アニキは、いつも通りこっちに泊とまってけば？」

　善意からそう勧すすめてやったのに、どうしたわけか春希は頷うなずかない。

　それどころか、もう少しだけ一いつ緒しよに居ようと言い出し、庭を案内するからと繁樹の手首をつかんで離はなそうとしない。邪じや険けんに振り払はらうのもなんだか可哀かわい想そうな気がして、繁樹は特に興味もない平井の家の小さな庭を見学する羽目になった。

　家の中に戻り、じゃあこれでと帰ろうとすると、今度はアイスコーヒーを淹いれるからと未練がましく引き止められる。

（……なつかれた？）

　アニキと呼ばれたことが、そんなに嬉うれしかったんだろうか。

　春希のために兄弟らしくしろと唆そそのかした平井はさぞかし溜りゆう飲いんを下げているだろうと表情を窺うかがったが、意外にも平井は微び妙みように不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。

　鈍にぶい春希はまったく気づいていないようだが、繁樹は居心地が悪くて仕方なかった。

「これ飲んだら、俺は先に帰るからな」

「もう少しだけ……。どうせだったら夕食も一緒にどうですか？」

「……遠えん慮りよしとく」

「そう。……だったら、俺も一緒に帰ろうかな」

　春希がそう呟つぶやいた途と端たん、平井のほうからぶわっと不機嫌オーラが迫せまってきた。

（──な、なんだ？）

　あまりにもあからさまな態度に、さすがにびっくりする。

　貴重な週末の恋こい人びととの時間を邪じや魔まされるのが面おも白しろくないって気持ちはわからなくはない。

　が、ここまであからさまに無言の圧力を受けるのは、やっぱり面白くない。

　負まけず嫌ぎらいの血がふつふつと騒さわぎ出す。

（もう少し粘ねばってやるか）

　繁樹がその口元に不敵な笑みを浮かべたとき、平井の家の呼よび鈴りんが鳴った。

「ちょっと失礼」

　平井が玄げん関かんに向かう。

　戻もどってきたときには、なぜか満面の笑みを浮かべていた。

「繁樹くん、お迎むかえがきたぞ」

「は？　迎え？」

　東条の運転手に連れん絡らくなんてしてないのに、と不思議に思いながら玄関に向かうと、予想だにしなかった人物がそこにいた。

「繁樹さま、お迎えにあがりました」

　繁樹の目には胡う散さん臭くささしか感じられない、ノーブルな微笑みを浮かべた三池が。

「な、なんであんたが！」

「あ、三池さん」

　狼狽うろたえる繁樹の脇わきから春希が顔を出す。

「室長もご一緒でしたか。──申し訳ありませんが、弟君をお借りしますね」

「いや、ちょ──」

　──っと待て！　借りられる覚えはこれっぽっちもないぞ！　と繁樹が反論する前に、「約束していたのをうっかり忘れていたみたいだな」と平井が口を挟はさむ。

　約束なんかしてないし、忘れてもいない。

　そう繁樹が反論する隙すきを与あたえず、平井はぐいっと力ずくで繁樹の背中を押した。

「それでは室長、週明けに」

　にーっこりと胡散臭く微笑んだ三池が、押し出されてきた繁樹の肩かたをがっしりつかむ。

（……三十近い大人おとなの男がふたり揃そろって、なにやってんだ）

　あまりにも巧たくみなこの連れん係けいプレイに、抵てい抗こうするのも馬ば鹿からしくなって、繁樹は肩を押されるまま見覚えのある三池の車に乗り込んだ。

　三池とのあの夜の記き憶おくはまだ生々しいが、意識していると知られるのも癪しやくに障さわる。

「約束してたっけか？」

　走り出した車の中、平静を装って聞いてみた。

「してませんね」

　三池は腹が立つくらいシレッとした顔で答えた。

「じゃ、なんで来たんだよ」

「俺がおまえんとこの未来の社長をひねり殺したくなる前に引き取りに来い、と平井氏から物ぶつ騒そうな電話があったので即行で引き取りに参りました。──いったいなにをなさったんです？」

　あの人は敵に回さないほうが良いですよ、と三池が忠告する。

「なにもしてねぇよ。アニキに誘さそわれて、恋人だっていうあの人の顔を見に行ってただけだ」

「アニキ……ですか？──随ずい分ぶんと親密になったご様子で」

「あいつ、あんたにも俺と仲良くなりたいとかってしゃべってたのか？」

「はい。──私にもと言うからには、兄上は平井氏にも相談していたようですね」

「ああ。あの人にそれ聞いたから、呼び方をちょっと変えてやったんだよ」

「喜んでたでしょう？」

「まあな。すげー嬉しそうな顔して、やけにベタベタしてきたし」

　繁樹の言葉に、三池がククッと小さく笑う。

「なんだよ」

「どうやら、それが平井氏の逆げき鱗りんに触れたようですね」

「わかるように言え」

「嫉しつ妬とされたんでしょう」

「はぁ？　俺、弟だぜ」

「弟でも男です。しかも同じ屋敷で寝ね起おきしている」

「嫉妬するぐらいなら、余計な助言しなきゃ良いのに」

　アホか、と繁樹は呆あきれた。

「たぶん平井氏は、弟のことで落ち込む恋人の姿を見ていられなかったんでしょうね。でも、いざうまくいって、目の前でいちゃいちゃされるとメラメラと嫉妬心が湧わいてきたってとこじゃないですか？」

「心せっま」

「あなたの兄上に夢中なんですよ」

　本人は真しん剣けんでも恋れん愛あいなんて傍はたから見ると喜劇ですからね、と三池が呟く。

「そんなもんかね」

　春希本人に、すっかり信しん頼らいしきっている恋人のこの心の狭せまさを教えてやりたい。

　弟である自分に嫉妬して噓うそをついて追い出したのだと言ったら、さて春希は素す直なおに信じるか、それとも噓だと拒きよ絶ぜつするか……。

（……オロオロするなら良いけど、深刻になられちゃ困るか……）

　春希との初対面の日、

　──おまえなんか死ね！

　繁樹は、そんな言葉を衝しよう動どう的に口にした。

　会えて嬉しいと言わんばかりに微笑ほほえむ春希にみとれてしまった自分への怒いかりや、両親と離り別べつした悲しみと悔くやしさのすべてを、父親の愛人の連れ子だった春希にぶつけたのだ。

　子供じみた八つ当たりだったと思う。

　自分のそんな行動を思い出す度たび、やけに苦い気分になる。

　言葉を投げつけられた瞬しゆん間かん、春希がその表情を硬かたく強こわばらせたことも忘れられない。

（あれ、軽くトラウマになってんのかな）

　言葉が凶きよう器きになることを、あれで繁樹ははじめて知った。

　自分の言葉で、春希があんな風に表情を強ばらせるところはもう見たくない。

　きっと平井も、繁樹が春希に甘いと気づいたから、こんなあからさまな形で追い出しにかかったんだろう。

　──お邪魔だって気づけ。そして、ちょっとは気を遣つかえ。

　このあからさまな嫌いやがらせには、そんなメッセージが込められているに違ちがいない。

（そのうち、また遊びに行ってやろ）

　覚えてろよ、と繁樹の負けず嫌いの血が騒ぐ。

　ふたりの邪魔をするつもりは毛頭ないが、ほどよくお邪魔して今回の腹いせはさせてもらう。

（アニキも喜ぶだろうしな）

　あの超ちよう鈍にぶいお花畑の住人は、水面下での軋あつ轢れきにはまったく気づかず、弟と恋人が仲良くなったと喜ぶに違いない。

「でも、なんであんたが呼び出されたんだよ」

「平井氏にとって、あなたとの共通の知人が私だけだったんでしょう」

「どういう知り合い？　まさか、アニキが紹しよう介かいしたとかじゃねぇよな？」

　いくらなんでも、自分の部下に男の恋人を紹介するようなことはしないだろうと思いつつ聞いたら、三池は「そんなところですね」と肯こう定ていした。

「マジ？」

「少々、ニュアンスは違いますが……。──先日お会いしたとき、秘書室の人間がひとり退社したという話をしたのを覚えてますか？」

「ああ」

「彼が退社するきっかけになった事件に室長が絡からんでまして、その縁えんで知り合ったんですよ」

　どういうことだ？　と聞くと三池はすんなり事情を話してくれた。

　退職した社員は、自分の仕事を順調に進めるために春希の美び貌ぼうが利用できるとふんで、他社の重役に一晩の相手をさせようとした。その場面に平井がたまたま居合わせて、春希を救い出したのだと……。

「その事後処理の際に、平井氏とお会いしたんです」

（そんなことが……）

　綺き麗れい過ぎる顔に生まれたが故ゆえのデメリット。

　未然に防げたとはいえ、春希が遭そう遇ぐうした事件に繁樹は不ふ快かいさを感じた。

「……そのアニキ絡がらみの事件って、爺じいさんは知ってんのか？」

「私の一存で報告してません」

「事件の首しゆ謀ぼう者しやが退職したから？」

「いいえ。会長に知らせたら、色々な意味で大事になるような気がしたので……」

「まあ、そうかもな」

　祖父が知ったら、まず春希を娼しよう婦ふ代わりに使おうとした重役のいる会社に怒ど鳴なり込んで一騒動起こすのは確実だ。

　その後で春希の会社勤めを辞めさせて、危ない目に遭あわないようにと屋や敷しきに閉じこめてしまっていたかもしれない。

「アニキ、けっこう楽しそうに仕事してたしな。会社を辞めさせられたら可哀かわい想そうか……」

　あんたのその判断には感謝するよと繁樹が言うと、それはどうもと三池が唇くちびるを歪ゆがめて微笑む。

（……本気で喜んでやがる）

　ノーブルな微笑みは胡う散さん臭くさく感じるのに、微び妙みように歪んだ悪人面の微笑みのほうはなぜかホンモノのように見えるから不思議だ。

「私も感謝しますよ。ずっと気になっていたことがはっきりして」

「なんのことだ？」

「平井氏の立ち位置です。やっぱり彼は、あなたの兄上の恋こい人びとだったんですね」

　先日、平井に会ったときにあれこれカマをかけたのだが、引っかかってくれなかったのだと三池が言う。

「……知らなかったのか？」

「はい」

　深く頷うなずかれて、ザーッと血の気が引いた。

（俺がばらしちまった）

　平井の自宅に迎むかえに来た挙げ句、見事な連係プレイを披ひ露ろうしてくれたものだから、それなりに信頼感のある関係なんだろうと勘かん違ちがいしてしまった。

　平井が、春希に男の恋人がいるという事実を隠かくしていたのは、間ま違ちがいなく春希を守るためだ。

　今は同性愛者であることをカミングアウトしている人々もいる時代だが、それでもやはり少数派であることには変わりない。

　現実には、偏へん見けんも迫はく害がいもある。

　そんな冷たい扱あつかいを春希が受けることのないようにと、彼は気き遣づかったのだ。

　それを、弟の自分が考えもなくあっさり話してしまうとは……。

「……この件、あんたにとって意味のあるネタか？」

　おそるおそる聞くと、「さて、どうでしょう」と曖あい昧まいな返事が戻もどってくる。

「あんただってお仲間なんだし、言いふらしたりはしないよな」

「お仲間ではありますが、立場は違いますよ。──たとえばれたとしても、私は東条電機を辞めてしまえば新しい環かん境きようで一からやり直すことができる。でも、あなたの兄上は違いますよね？　東条の血筋だと公表してしまった以上、彼の醜しゆう聞ぶんは東条一族の醜聞でもある。かつて会長のお稚ち児ごさんだと噂うわさされてた彼に、男の恋人が居ると知ったら世間はどう思うか……」

「どう思うってんだよ？」

「やっぱり、お稚児さんだというあの噂は本当だったのかと……。そういう風に育てられてきたからこそ、そういう性せい癖へきになったのだと噂されるようになるんじゃないですかね」

「バカ言うな！　血けつ縁えん者だって公表してあるんだぞ。そんな噂たつわけない」

「血縁者だと公表されたからこそ……ですよ。噂ってものは、よりスキャンダラスなほうがもてはやされて広まりやすいものですからね」

（……かもしれない）

　春希がお稚児さんだという噂だってそうだった。

　死んだ息子の愛人の連れ子を引き取るなどという常識から外れた祖父の行動が、人々の憶おく測そくを呼び面おも白しろ可笑おかしく脚きやく色しよくされて広まった結果が、あの根も葉もない噂だったのだから……。

「自分のせいで会長に汚お名めいを着せてしまうかもしれないとなったら、あなたの兄上はどう思うか……。──そこを考えると、この件はけっこう利用し甲斐がいのあるネタかもしれませんね」

「どう利用するって？」

「そうですねぇ……。適当に遊びたい気分のときにお相手をしていただくとか？」

「な……に言ってんだよ」

　びっくりした繁樹が運転席に視線を向けると、三池はその横顔にいつもの胡散臭い笑みを浮うかべていた。

「……アニキはあんたの好みじゃねぇんだろ」

「性格はね。ですが、見た目の綺麗さは認めてますよ」

（そういや、そうだった）

　適当に遊ぶぶんにはなんら問題はない。

（脅おどされたら、やっぱりオロオロするんだろうな）

　──どうしよう。お祖父じいさまに迷めい惑わくをかけるわけにはいかないし……。

　そんな風に悩なやんでオロオロしているうちに、あっさり押し切られる姿が目に浮かぶ。

　繁樹は、なんだか無性に気分が悪くなって深く息を吐はいた。

「おや、どうなさいました？　急に顔色が悪くなったようですね」

　気分が悪くなる原因を作った三池がぬけぬけと言う。

　繁樹は答える気になれずに黙だまっていた。

「車に酔よったんですね。どこかで休きゆう憩けいしましょう。──私の部屋とホテル、どちらが良いですか？」

「必要ない。このまま屋敷にやってくれ」

「それは残念」

「残念って……」

　奇き妙みような言い回しに視線を向けると、気づいた三池が意味深な流し目を寄こした。

（もしかして……俺、誘さそわれてたのか）

　この間のことがあるとはいえ、本来の繁樹の嗜し好こうはノーマルだ。

　男からの誘ゆう惑わくは基本的に予想外の出来事だから、すぐには気づけなかった。

「……あんたと遊ぶ気はねぇよ」

「気に入っていただけなかったとは……。充じゆう分ぶんに楽しんでいただけたと確信していましたのに」

（いっ、嫌いやな奴！）

　カッと頭に血が上ったが、ここで怒おこったら負けだと、すんでのところでぐっと堪こらえる。

「うっせーよ。男なんだから、そりゃ弄いじられりゃ達いくさ。でもな、やっぱり俺は遊ぶんなら女相手が良い」

　あんたと遊んだお陰かげで自分の嗜好がよくわかったと宣言すると、三池は苦笑した。

「嗜好が一いつ致ちすれば良いパートナーになれると思ったんですが、本当に残念です。──次は失敗しないよう、同じ嗜好の人間を誘うようにしましょう」

「それが正解だな」

「はい。──さっそく週明けにでも行動にでますよ」

（……週明け？）

　──それでは室長、週明けに。

　春希にそう挨あい拶さつしていた三池の声が耳に甦よみがえった。

「あんた、まさか……アニキに、声かけるつもりじゃねぇだろうな」

「さて、どうでしょう」

　三池がそらっとぼけて肩かたをすくめる。

「冗じよう談だんじゃねぇぞ。あいつにはちゃんと相手がいるんだ。余計なちょっかい出したって無む駄だだってわかってんだろ？」

「もちろん。わかっていますよ。──毎日同じ部署で働いているんです。あなたの兄上の性格は、たぶんあなたよりも私のほうが熟知しているでしょう」

　再び意味深な流し目をくれられて、繁樹は思わず固まった。

（こいつ、アニキを脅す気だ）

　三池にかかったら、鈍にぶくて不器用な春希じゃ、舌先三寸で言いくるめられて泣きを見るに決まってる。

　春希が恋人の前で見せる、あの子供のような微笑ほほえみを失うことにもなりかねない。

　それは駄だ目めだ。

（ああ……もう。──畜ちく生しよう）

　気分がどっと悪くなった上に苛いら々いらした繁樹は、セットが崩くずれるのもかまわずガシガシと髪かみを搔かきむしった。

「おや、また気分が悪くなったようで？」

「…………ああ、もうサイアクだ。──だから、あんたんちで休んでく」

　一回やるのも二回やるのも同じことだと、繁樹は開き直った。

「では、そのように」

　三池は、ご満まん悦えつの様子でその顔に胡う散さん臭くさい微笑みを浮かべていた。







「シャワー借りるぞ」

　部屋に到とう着ちやくしてすぐにそう宣言してバスルームに向かおうとしたが、三池に腕うでをつかまれて引き止められた。

「そのままで充じゆう分ぶんです」

　乱暴に腕を引かれ、ソファに座らされる。

「……俺、けっこう今日汗あせかいたんだけど」

「そうなんですか？」

　隣となりに座った三池が、繁樹の肩に腕を回して引き寄せ、首筋に顔を埋うずめた。

（うわっ）

　くんっと確かめるように匂においを嗅かがれて、微び妙みようにぞわっとする類たぐいのくすぐったさで思わず首をすくめる。

「ああ、本当ですね。汗の臭においがする。……この臭い、嫌きらいじゃないですよ」

　けっこうそそる、と三池の低く甘い声が耳元で囁ささやく。

　繁樹は、その声でまたしてもぞわっときて身み震ぶるいした。

「この変態」

「褒ほめたのに、ひどいですね」

　ククッと笑いながら、ぞろりと首筋を舐なめ上げられた。

　肩を抱だいていた手はいつの間にか、シャツの下から入り込み脇わき腹ばらをくすぐっている。

（……くそっ）

　気持ち的には全然乗り気じゃないというのに、直接肌はだに触ふれられるとどうしても身体からだがざわついてくる。

　この間の夜の記き憶おくを、まだ肌が覚えているのだ。

（どうせやるんなら、楽しまなきゃ損か）

　身体をまさぐる手の動きを感じながら、繁樹は目を閉じる。

　この間の夜だって、自分の間ま抜ぬけさ故ゆえにサイアクの自己嫌けん悪おに陥おちいったものの、行こう為い自体は刺し激げき的だった。

　特定の恋こい人びとを作らず声をかけてきた相手と適当に遊んできた繁樹は、本来この手のことに対するタブー意識はもともと薄うすい。楽しめれば良いかという享きよう楽らく的な部分がけっこうあるから、相手が胡散臭い三池でさえなければ次の約束をしていた可能性だってあったかもしれない。

　だから今回だって、相手が誰かとか意識せず、自分の快感だけを追ってさえいればそれなりに楽しめるはず。

「……んっ……」

　顎あごをつかまれ、深く口づけられた。

　すでに開き直っているせいもあって、身体が緊きん張ちよう感かんで無駄に強こわばることもない。

　繁樹は、無理に主導権を奪うばおうとせず、ただされるがままになっていた。

（……やっぱ、うまいよなぁ）

　大人おとなのキスとでも言うのだろうか、余よ裕ゆうを感じさせるしっとりとしたキスはやはり心地好い。

　絡からんだ舌から零こぼれた唾だ液えきが顎を伝い流れていくのを、三池の唇くちびるが追う。

　つつつ……と滑り落ちていく舌。

　そのくすぐったさに隠かくれた、もうひとつの感覚に意識を向けようとした、そのとき、

「───ツッ!!」

　いきなり、首筋の皮ひ膚ふを引きちぎられそうな勢いでギリリッ！　と強くつねり上げられた。

「な、なにしやがるっ!!」

　あまりの痛みに、思わず拳こぶしが出た。

　が、憎にくらしいことに、三池はすいっと身軽に逃にげる。

「それはこっちの台詞せりふですよ」

　目の前に立った三池を繁樹が睨にらみつけると、三池も腕うで組ぐみをして不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「立場が違うとか偉えらそうなことをほざいておきながら、自分の立場をちっとも理解しておられない。いずれは東条を継つぐ人間が、こんなにあっさり脅おどしに屈くつしてどうするんです。……しかも脅きよう迫はく者の前で目を閉じて喉のど元もとを晒さらすなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

「な、なに言ってやがる！　元はと言えばおまえのせいじゃないか！」

「あなたがどういう反応を見せるか試しただけです。──まったく、最悪の結果ですよ。二十歳はたち過ぎてこの程度の状じよう況きよう判断しかできないのでは先が思いやられる」

「…………試した？」

（──って、騙だまされたってことか？）

　繁樹は虚きよを衝つかれて呆ぼう然ぜんとした。

　が、すぐに我を取とり戻もどす。

「ほざいてんじゃねぇぞ。実際、この前だって俺にあんなことしやがったじゃねぇか！」

　あれがあったから、今回の脅迫だって真実味があった。

　あの夜のあの気楽さで、春希を舌先三寸で騙くらかすんじゃないかと……。

「ほざいているのはそっちでしょう。前回だって、あなたが音をあげればすぐに止めてましたよ。嫌がってたくせに、意固地になって無駄に我が慢まんして……」

　間抜けですね、と鼻で笑われると同時に冷ややかな目で見下ろされた。

　その態度が、かっちーんと気に障さわる。

　が、ここで怒ど鳴なったら負けだ。

　繁樹は必死で気を静めた。

「……嫌いやがってるってわかってたんなら、なんで途と中ちゆうでやめなかったんだよ」

「好物が目の前にころがってるのに我慢する手はないでしょう」

「おまえ、言ってること矛む盾じゆんしてないか？」

「してませんよ。私はあなたの意志をなにより最優先にしていますが、口に出さない気持ちまでは思いやるつもりがないだけです」

「………へ？」

「あの夜も試してたんですよ。あの手の誘ゆう惑わくに対して、あなたがどういう反応を取るか……。──私的には美味おいしい展開でしたが、試した結果は最悪でしたね。頑がん固こなのはけっこうですが、企き業ぎようのトップになりたいのならば自分の過ちを認める柔じゆう軟なんさや潔いさぎよさも必要ですよ」

　良い勉強になったでしょう？　と、ぬけぬけと言われた。

　繁樹はあまりの悔くやしさに、ギリギリと奥歯を嚙かみしめる。

「二度も続けて据すえ膳ぜんをいただいてはさすがに嫌われてしまうでしょうから、今回は我慢しましたが」

「手て遅おくれだ。もう嫌ってる」

「またまた。本当に嫌っていたら、私の車に乗ったりなんてしないでしょう」

　自信たっぷりに言われて、ぐっと言葉に詰つまったのは図星だったからだ。

　腹が立つし信用ならないが、それだけにこの男は面おも白しろい。

　不本意ながらも、そこのところは認めるしかない。

「じゃあ、今回のはどう対処したら良かったっていうんだよ」

「そらっとぼけていったん引いてから、なんらかの手段を講じるべきでしたね。そもそも私は、脅しの言葉をはっきりとは口にしていないんですよ。あなたが勝手に引っかかったんです」

「え、マジ……？」

　慌あわてて記憶を巻き戻して思い返してみた。

（確かに、言われて……ないか……）

「いや、でも、あんだけ嫌な感じに匂わされたら普ふ通つう引っかかるって」

　繁樹が反論すると、三池はすうっと目を細めた。

「普通？」

　手を伸のばし、ギリギリッと繁樹の肉づきの薄い頰ほおをひねる。

「いてぇ！」

　払はらおうとした手は、またしても素早く逃げられて空から振ぶりに終わった。

「それでは駄だ目めなんですよ。あなたは普通の人とは立場が違うんですからね」

　そう言って、じろっと鋭するどく睨みつけてくる。

（げっ、人相変わってる）

　上品さが完全に消えて、物ぶつ騒そうさが増したその顔。

　元が美形なだけに、剣けん吞のんな表情をするとゾッとするほどの迫はく力りよくがある。

（……あれ？　この顔って……）

　この威い圧あつ的で物騒な顔には、見覚えがあった。

「──あんた……まさか、あの社内を案内してくれた人？」

　毎年恒こう例れいの会社見学にすっかりうんざりしていた中学生最後の年、案内役として現れた青年の顔が三池に重なる。

　ただし、その当時の三池の顔には、こんな胡う散さん臭くさい笑みは一切なかったが……。

「やっと思い出してくれたようで……。その若さでボケたのかと心配しましたよ」

「うっせー。あんた、あんとき名前名乗らなかっただろ？　それに、そんだけ人間変わってたら気づくわけねぇ」

（……やっぱ美化してたか）

　記憶の中の彼は、こんな甘い顔立ちじゃなく、もっとこうワイルドな男前だった。

　この六年の間に、記憶がかなり熟成されていたらしい。

　繁樹は、少しばかりがっかりしながら三池の顔をマジマジ見た。

「俺があの人のことを調べてくれって頼たのんだとき、なんで自分だって白状しなかったんだよ」

「黙だまってたほうが面白かったからですよ」

「面白い？」

「はい。──目の前に本人がいるのに、まったく気づかないあなたの間ま抜ぬけぶりが」

　ふふんと三池が鼻で笑う。

（噓うそつけっ！）

　思い出してもらえなかったことが気に入らず、腹いせで嫌いや味みを言っているだけなのだ。

　だが、それを指し摘てきしたところで、目の前に目的の人物がいるのにまったく気づきもしなかった自分の間抜けさが帳消しになるわけもない。

「……あの後、あんたはクビになったって聞かされたんだけど？」

　ぐっと怒いかりを堪こらえた繁樹は、ひとつ息をついてからあらためて聞いてみた。

　胡散臭い微笑ほほえみに惑まどわされていた部分が大きいが、同一人物だと気づけなかった主な原因は、彼がクビになったのだと思い込んでいたことにある。

「いったんはクビになりかけたんですけどね。すんでのところで会長が止めてくれたんです」

「爺じいさんが？」

「はい。孫を苛められたのは気に入らないが、我が儘ままが過ぎる子供にはお仕置きも必要だとおっしゃって……。それにあなたも、クビにしないようにと助言してくれたのでしょう？」

「……そりゃ、したけどさ」

　だが、自分の頼みを祖父が素す直なおに聞いて行動に移していたなんて予想外だった。

「そのお陰かげもあってクビが繫つながりました。ついでに、その後も会長からはなにかと目をかけてもらえていますよ」

　感謝しています、と三池が唇くちびるの端はしを歪ゆがめ不ふ遜そんに微笑む。

「まさか庇かばってもらえるとは思ってもみなかった。──どうして助けてくれたんです？」

「もともと、率直な人間は好きだったし……感謝もしたからだ」

　誰も教えてくれなかったことを三池は教えてくれた。

　自分の短気のせいで、不必要に処分された人達が今まで沢たく山さんいたのだと……。

　自分の短気さが周囲にどんな影えい響きようを与あたえ、我が儘な自分がどんな風に見られているのかを知って、繁樹は凄すごく恥はずかしかった。

　だが、それと知らずに同じことをこの先何度も繰くり返していたらと考えたら、もっとずっと恥ずかしくなった。

　結果的に三池は、繁樹が自分を見直し、軌き道どう修正するためのきっかけを与えてくれた。

　そのことに関しては、今でも感謝している。

　気恥ずかしさを感じながらも、繁樹はそう説明した。

「そっちはどうなんだよ」

「はい？」

「あの後、思い返す度たびに奇き妙みような感じがしてたんだ。あんたは、会社をクビになったからって人生すべてがおじゃんになるなんて考えるようなタイプには見えないって……。──なんであのときあんなこと言ったんだ？」

「良い観察眼ですね」

　三池はニヤリと笑った。

「あなたの言うとおり、会社をクビになるだけなら、どうってことなかったんですよ。そもそも、東条に入社したくてしたわけでもなかったし」

「どういうことだ？」

「祖父の遺言だったんです」

　三池の祖父は一代で財をなしたそこそこの資産家だったが、その子供は親の財産を食いつぶすろくでなしばかりだった。

　その死に際して祖父は、ろくでなしの子供達ではなく、ただひとりの男孫である三池に財産を譲ゆずると遺言を残した。

「財産を譲る条件というのが、東条電機に五年勤めることだったんですよ」

　五年継けい続ぞくして働けるぐらいの根気があるのなら財産をくれてやるが、それができなかったら財産はすべて福ふく祉し団体に寄付すると……。

「なんで東条電機？」

「うちの祖父が、東条の会長に心しん酔すいしてたからです」

「ああ、納得」

　ガミガミと口うるさい祖父だが、あれでいて信しん奉ぽう者がけっこういる。

　情が深く筋が通った人ひと柄がらだというのがその主な理由で、繁樹もそこら辺はけっこう納得していた。

　両親の存命中、祖父は繁樹の教育に一切口を出さなかったが、自分が育てることになった途と端たん、いきなりガミガミと口うるさくなった。

　結けつ婚こん前は有名な我が儘まま娘むすめだったという母親の姿を見て育った繁樹は、母親がするのと同じように、家の中では使用人相手に王様の如ごとくふるまっていた。

　そんな繁樹に、祖父は頭ごなしにガミガミ言う。

　物を粗そ末まつにするな、使用人にぞんざいな口をきくな、世界はおまえ中心に回ってるんじゃないんだぞ……等々。

　最初はただ単純に怒おこられることが気にくわなくて反発していたものだが、しつこく言われ続けているうちに、どうして怒っているのかを考えるようになった。

　そして繁樹が使用人を顎あごで使うような真似まねを控ひかえるようになると、それまではどこかひんやりとしていた使用人達の態度が和らぎだした。

　同時に、あんなに口うるさい祖父が、周囲の者達からとても大切にされている理由がわかったような気がしたのだ。

（そのぶん、敵も多いけどな）

　光があれば、影かげができる。

　心酔する者がいれば、それに反発してひねた見方をする者もいる。

　祖父の回りに妙みような噂うわさが流れやすいのはそのせいだ。

「五年我が慢まんして勤めれば一生遊んで暮らせる金が手に入るはずだったのに、目の前のガキのせいで台無しになるのかと思うと、もう腹が立って腹が立って……。あのときは、ひねり殺してやりたい気持ちを抑おさえるので必死でしたよ」

「……我慢してくれて、どーも。──つーか、とっくに五年は経っただろ？　遊んで暮らせる金を手に入れたのに、なんでまだ東条に居るんだよ？」

　三池が住んでいるこのマンションも、その遺産とやらの一部に違ちがいない。

　繁樹が不思議に思って聞くと、三池は右手を上げて繁樹の顔を指さした。

「……なんだよ」

「繁樹さまですよ。私が東条にいる理由は」

「クビを繫いでやった恩返しでもしようっての？」

「それも少しはありますが、でもそれ以上にあなたが気に入ったんです」

「わけわかんねぇ」

「あのとき、喧けん嘩かの最中に、『東条は俺のモノだ』っておっしゃったのを覚えていますか？」

「うっすらと……。ま、俺が言いそうなことだよな」

　手に入れられる価値のある物は絶対に手放さないってのが繁樹の信条で、東条電機の後こう継けい者しやの座はその最たる物だから……。

「あれが気に入ったんですよ」

　三池はその顔に皮肉混じりの笑みを浮うかべた。

「自分で言うのもなんですが、私はろくでもない人間です」

　母親は金持ちの放ほう蕩とう娘むすめで、父親は彼女をカモにした結けつ婚こん詐さ欺ぎ師し。

　その間に生まれた三池もまた、両親同様のろくでなしになるだろうと周囲からは最初から見放されていた。

「周囲の期待に応こたえてやるのも癪しやくだったので、逆方向に突とつ出しゆつしてやろうとそれなりに努力して生きてきましたが……。それでもね、祖父の遺産が転がり込むかもしれないと知って、さてそれをどう使おうかと考えたときに自分の本性を思い知ったんです。大金を得て、さてなにをしようかと考えても、遊んで楽して暮らすこと以外はなにも思いつかなかった。専念したいような趣しゆ味みもなく、遺産を元手に事業を興おこすだけのスキルは身につけていたのにそれも面めん倒どうだとしか思えなかった」

　周囲への反発でまっとうに生きようと努めてきたが、歳を重ねるごとにそれも薄うすらいだ。

　人の目を気にして生きるなんて馬ば鹿からしい。

　どう取り繕つくろおうと自分は自分。

　東条電機で五年我慢して大金が手に入ったら、その先はもう誰はばかることなく好きなように生きようと……。

「五年経つのが待ち遠しいのと同時に怖こわくもあった。枷かせが外れた自分が、どんな風に堕おちていくのかわからなかったので……」

　だが、その五年が経つ前に、生来の気性のせいで上司に目をつけられクビの危機。

「もしかしてホッとした？」

　繁樹の質問に、三池は首を横に振ふった。

「いいえ。クビになった後のことを想像して、がっかりしましたよ。大金を得る夢を見た時点でもう手て遅おくれだったんです。この先何年も真面目まじめに働こうなんて気力は残ってなかった」

　小金を手に入れるためにコツコツ働くなんてバカらしい。東条をクビになったら、その足で小悪党だった父親を見習って金づるでも探しに行こうかと考えていたと三池は言う。

「ですが、最後にあなたを見つけた」

「だから、なんで俺なんだよ」

「暴力になんて縁えんがなかったはずなのに、私にやっつけられても卑ひ屈くつにならなかったでしょう？　それどころか強気に睨にらみつけてきた。その目に惹ひきつけられたんです」

　他人よりずっと秀ひいでた能力を持っているのに、目的意識をまったく持たない自分。

　一方、目の前の子供は短気で我が儘ままでまだひ弱だというのに、目的意識だけは誰だれよりも強く持っているように見受けられた。

「ガキの癖くせに、自分の将来を自分で意固地なまでに決めつけて執しゆう着ちやくするなんて愚ぐの骨こつ頂ちようだとも思いましたがね。それでも、空くう虚きよだった私には、あなたの存在はとても鮮せん烈れつだったんです。──一度きりしかない人生ですから。ただ遊んで暮らすよりは目的に縛しばられて生きるのも悪くないかと思えるぐらいには……」

「目的って……どういうことだ？」

　微び妙みように話が見えない。繁樹はもう一度聞き返した。

「ですから、あの日以来、あなたと共に生きることが私の生きる目的になったんですよ」

「……え？　ちょっと待て、それって──」

　ぐぐ～っと首をひねって考える。

「──俺に…………一ひと目め惚ぼれしたってことか？」

　暑苦しい兄カップルを見ていたせいだろうか、なんの脈みやく絡らくもなく浮かび上がってきた恐おそろしい単語を口にすると、三池はニヤッと唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「そう思ってくださっても、別にかまいませんよ」

「ってことは、違うんだな？」

　違うと言ってくれと、なんとなく祈いのりたい気分だ。

「そうですね。……恋れん愛あい事とは少々ニュアンスが違う。私はあなたに全人生を懸かけると言ってるんです。──あなたを東条電機の社長の座に押し上げ、その地位を一生キープさせる。そのために私の人生を使って差し上げます」

「人生を使って……差し上げる？」

　繁樹は思わず目を眇すがめた。

「なんだ、そりゃ。人生の押し売りかよ？」

「買うだけの価値はあると思いますよ。私はあなたにとって有能な道具になりますからね」

「いらねぇよ、そんなもんっ！」

「まあまあ、そう言わずに……。私はかなり使える人間です。買っといて損はない」

「いらねぇって。──つーか、重いっ!!」

　他人の人生丸ごと背負わされるのはごめんだ。

　そう繁樹が怒ど鳴なると、三池は嫌いや味みったらしく肩かたをすくめた。

「なにをおっしゃってるんだか……。大だい丈じよう夫ぶです。あなたなら余よ裕ゆうで背負えますよ。──なにしろ、私達とは立場が違うんですから」

（は、腹立つっ）

　ギュウウ～ッと拳こぶしを握にぎり締しめて、繁樹は怒いかりを堪こらえた。

　ここで殴なぐりかかっていっても、子供の頃ころのようにまたあっさり撃げき退たいされて終わりだ。

　あの頃より身長差はなくなったが、力の差は埋うまっていない。

　肌はだを合わせた経験上、繁樹はそれをリアルで知っていた。

「まあ、さすがに今すぐ受け入れろとは言いませんよ。入社して現実が見えてくれば、私の有能さもわかってくるでしょうしね。そうなったら、押し売りせずとも喜んで引き受けていただけると信じています」

　三池が自信たっぷりに言った。

「どうだか……。あんたいま秘書室勤務なんだろ？　役に立つ人材になるって言うんなら、他の部署で出世すること考えたほうがいいんじゃねぇの？」

　現在の秘書室のトップは東条の血けつ縁えん者である春希で、どう頑がん張ばろうと三池がその上に立つことは不可能だ。

　そもそも、サポート役に徹てつする秘書室より、営業や企き画かくの花形部署で出世したほうが、社内での地位は確かなものになるはずなのだが……。

　繁樹はそんな疑問を抱いだいたが、三池は「そんなことはありませんよ」と否定する。

「重役になんかなった日には、自分の地場を固めることにも労力を費やす必要がでてきますからね。権力と同時にしがらみも得て行動が制約されてしまう。ですが、秘書室ならその心配はいりません。あそこは社内の情報が集積される場所ですから、真っ先に情報を得られるし、あれこれと細工するのも容易たやすい。表より裏で動いていたほうが性に合うし、少ない労力で大きな効果が見込めますしね」

　そう言うと、三池は例の胡う散さん臭くさい微笑ほほえみを浮かべた。

（…………腹黒）

　陰かげで暗あん躍やくするのが得意な悪党だと堂々と自己申告している。

　呆あきれて開いた口が塞ふさがらない。

「そんな都合良くいくかよ」

「いってますよ。ここ数年かけて、秘書室内部の人間はすべて手なずけてあるし、邪じや魔ま者もすべて排はい除じよ済みです。しかも上司はあなたの鈍にぶい兄上だ。やりたい放題です」

「……アニキには絶対手を出すなよ」

「出しませんよ」

「どーだか」

「本当ですって。言ったでしょう？　あなたより私のほうが兄上の性格を熟知していると……。──あの人はいま恋こいをしている。脅おどしたところで決して頷うなずかないだろうし、下手をすると刃にん傷じよう沙ざ汰たのトラブルを引き起こしかねない。なにしろ、あの手のタイプは恋こい人びとに対する誠実さが美徳だと思ってますからね」

（うわっ、性格悪っ）

　三池自身は誠実さを美徳ではないと思っているのが丸わかりの発言に、繁樹はまたしても呆れた。

「あんた、その性格でよく会社勤めやってられるな」

　正直な気持ちを口にすると、三池はにっこりとノーブルな微笑みを浮うかべた。

「ご心配なく。外面が良いので問題ありません」

「あ、そう。……そんな胡散臭い笑い方してんのに、なんで本性ばれないんだか」

「おや、胡散臭いですか？　この顔、評判はかなり良いんですけどね」

「俺は嫌きらいだ。その胡散臭い笑顔も丁てい寧ねいな口調も……。本性バレてんだから、俺の前ではやめろよ。──騙だまされてるみたいで気分悪い」

「無理ですね。もう習い性になってるので……。それに、ふとした拍ひよう子しに地がでても困りますから。これに慣れてください」

「慣れるほど会わねぇよ」

　今日会ったのだって不ふ可か抗こう力りよくだ。

　次に顔を合わせる機会があるとしたら、東条電機入社後になる。

「おや、つれないことで」

　繁樹の言葉に、三池は大おお袈げ裟さに肩をすくめ苦笑した。

「この表情も口調も、私の職業上のスキルの一種なのだと理解してください。あなたを騙すつもりはこれっぽっちもないんです。私はあなたにだけは決して噓うそをついたりしませんしね」

「噓つけ」

「本当ですよ。まあ、その手のことが私の得意分野なのは否定しませんが……。ですが、私の人生の目的は、この人生のすべてをあなたのために使うことです。あなたの信しん頼らいが得られなければ、そのスタートラインにも立てない。──私を信じてください」

「無理」

　にっこりとノーブルに微笑みかけてくる男に、繁樹は条件反射で答えていた。

「断言ですか。これは手て強ごわい。口説き落とす楽しみがあるってものです」

（……だから無理だって）

　表情も口調も仕草までもが胡散臭い。

　信じるどころか、それ以前の問題だ。

「さて、とりあえず私の話はここまでです。──この後はどうなさいますか？」

「どうって？」

「さっきの続きをするか、それとも少し時間は早いがディナーをご一いつ緒しよにいかがです？」

「どっちも断る」

　繁樹は憮ぶ然ぜんとした。

「それは残念。それでは、東条の屋や敷しきまでお送りしましょう」

　てっきりしつこく食い下がられると思っていた繁樹は、少し拍ひよう子し抜ぬけした。

「……え？　送ってくれんだ」

「もちろん。短い時間とはいえ、あなたとの貴重なドライブの機会を逃のがす手はありませんから」

「そうかよ。──だったら、ドライブついでにディナーも奢おごってくれ」

　どう転んでも三池を喜ばせることになるのなら、こっちも少しは元を取らなきゃ損だ。

　どうせ屋敷に帰っても春希はいないんだし、以前のように祖父とふたりだけで仏ぶつ頂ちよう面づらつき合わせて食事するより、三池と食事したほうが刺し激げき的で良いかもしれない。

（……むかつくだろうけどな）

　次に三池に会えるのは、繁樹が東条入社後のこと。

　そう思えば、多少のむかつきも逆に楽しめるような気がした。




「しかし、あれは傑けつ作さくでした」

「あれってなんだよ？」

「本人目の前にして、今どうしているか調査してくれと依い頼らいするんだから……。あの後、しばらく思い出し笑いを堪えるのが大変でしたよ」

　眼の目の三池が、にっこりと胡散臭く微笑む。

　三池が連れてきてくれたのは、落ち着いた雰ふん囲い気きのフランス料理店。

　ソムリエに勧すすめられるままに頼たのんだワインをひとりで飲みながら、繁樹は必死でポーカーフェイスを保っていた。

（噓つけ、むかついてやがった癖くせに……）

　しつこく話題を蒸し返すのが、その証しよう拠こだ。

「誰だれかさんが思いっきりイメチェンしてやがるのが悪いんだろうが」

「整形したわけでなし、さほど変わってないと思いますよ。髪かみを伸のばして軽く色を抜ぬいた程度ですから」

「変わったのは、髪じゃなくてその表情だ。前はそんな胡散臭い笑い方しなかったじゃねぇか」

　以前会った三池は鼻先で軽く笑う程度の笑みしか浮かべなかった。

　クールな大人おとなの男に見えたからこそ、中学生だった繁樹も憧あこがれたわけだし……。

（憧れてたって口走らなくて、ホンッと良かった）

　それを思うと、多少の腹立たしさも帳消しだ。

「まあ、確かに……。あの頃ころは、お愛想笑いなんてできませんでしたからね。──で、六年前の私は、そこそこ男前だったんですって？」

　三池がペリエを口にしながらからかうような目線を向けてくる。

「……っ」

　繁樹は思わずワインでむせた。

「……そ、そこそこな」

（かなり男前だったって言わなかったのも正解）

　言ってたら、あまりの恥はずかしさに憤ふん死ししていたかもしれない。

「今はどうです？」

　ぬけぬけと聞かれて、繁樹は目を眇すがめた。

「俺が評価しなくたって、自分でわかってんだろ？」

　他の客席を示すように軽く顎あごを動かすと、三池は肩かたをすくめた。

　客観的に見て、今の三池はかなりの美形だ。

　どこか刺とげ々とげしく排はい他た的な雰囲気を湛たたえていた記き憶おくの中の彼とは違ちがい、表情も柔やわらかく物もの腰ごしも穏おだやかで人を惹ひきつける魅み力りよくに満ちあふれている。

　繁樹の目には胡散臭く見える微笑みだって、他の人の目には大人の色気を湛えたノーブルな微笑に見えるだろうし……。

　この店に来てからだって、他の客やウエイトレスなどが三池の顔に目を留めては、一いつ瞬しゆんハッとしたような顔をする場面を何度か見ていた。

　繁樹自身、かなり人目を引く容姿をしている自覚があったが、この男に比べれば全然だ。

「他人の評価には興味ないんですよ。私にとっては、あなたがすべてですから」

「迷めい惑わくだ」

「まあまあ、そう簡単に切り捨てずに」

　感想を聞かせてくださいよ、と食い下がられ、繁樹は渋しぶ々しぶ口を開いた。

「東条のエントランスで再会したとき、あんまり派手な顔なんでちょっと引いた」

「引いたんですか？」

　この感想がツボにはまったらしく、珍めずらしく三池が、ははっと軽く声を立てて笑った。

　胡う散さん臭くささはなく冷笑とも違ちがう、ごく自然な微笑ほほえみ。

（なんだよ。まだちょっとは格好良いとこ残ってんじゃねぇか）

　かつての彼の面おも影かげをそこに見つけて、繁樹は軽くドキッとする。

（あの頃のままでいてくれたら……）

　こんな胡散臭い笑い方をするような男になっていなければ、きっとすんなり三池の要求を飲んでいただろう。

　中学の頃に会った三池は、繁樹にとってそれぐらい魅力的な男だった。

（でも、こいつはもう違う）

　繁樹の胸が、チリッと微かすかに痛む。

　目の前に居る男は、あのときの男とはまったく別人としか思えない。

　あのときの彼は、繁樹に教おしえ諭さとしてくれる大人の男だった。

　でも今は、道具として使ってくれと、その人生すべてを押し売りしようとしてくる重荷だ。

（ああ、そういうことだったのかも……）

　もしかしたら自分は、あの日の彼に甘えたかったのかもしれない。

　不意にそんなことを思った。

　どこか余所よそ余所よそしかった父親からは得ることができなかった、保護者からの教えや情愛。

　あの日、ぽんっと頭に乗せられた大きな手やたしなめるような言葉に、それらのものを無意識のうちに求めてしまっていたのかもしれない。

　この人なら、自分を普通に子供扱いしてくれる。

　これまで誰からも得られずにいた種類の愛情も、この人からなら与えてもらえるんじゃないかと期待して……。

（でも、もういらねぇよな）

　二十歳はたちを超こえて、今さら甘えるための対象は必要ない。

　目の前の男が六年で変わったように、自分もこの六年で随ずい分ぶんと変わったはずだ。

　成長しているはずだと思いたかった。




「あなたがどう受け取ろうと、私は本気ですから……。どんなに時間がかかろうと諦あきらめずに、口説き落としてみせますよ」

　帰り際、東条の屋敷の近くまで来て、不意に三池はそう言った。

「はじめて会った日から六年。すでにそれだけの時間を、私はあなたのために使っている。これを無む駄だにするつもりはありません」

　勝手にしろと繁樹が言うと、そうしますと余よ裕ゆうの微笑み。

　そして、門の前で繁樹が車を降りると窓を開け、

「そうそう。その件とは別に、夜のお相手が欲しいときはいつでも声をかけてください。喜んで馳はせ参さんじますから」

　ぬけぬけと言うと、繁樹が反論する前に車を発進させ去って行ってしまった。







「三池さんとは、どんな約束を？」

　翌日の夕方、平井の家から帰ってきた春希に聞かれた。

「あんたには関係ないだろ」

「関係……な…いですけど……。でも、俺が急に誘さそったせいで約束を忘れたのなら申し訳ないことしたと思って……」

　目の前で露ろ骨こつにしょんぼりされて、繁樹は仕方なく折れた。

「あいつが日にちを勘かん違ちがいしていたんだ。アニキのせいじゃねぇよ」

（約束なんかしてねぇし、そもそもすべて、あんたの心の狭せまい恋こい人びとの差し金だ）

　とは、やっぱり言わない。

「なあ、あいつって社員としてはどうなんだ？　有能なのか？」

　ホッとしている春希にそう聞くと、春希はいきなり拳こぶしを握にぎり締しめ、勢いよく頷うなずいた。

「凄すごく！」

「……へえ」

　あまりの勢いに、繁樹は軽く引く。

「三池さんは完かん璧ぺきですよ！　前任の室長の時代は、三池さんが秘書室内の管理をひとりで全部してたみたいですし、今だって自分の仕事を完璧にこなした上で、少し前に辞めた社員の穴を埋うめてくれてるんです」

「じゃ、性格は？」

「もちろん親切だし、優やさしいです」

　知人なんだから知ってるだろうと言わんばかりの顔で春希が言う。

（かんっぜんに騙だまされてんな）

　あの胡散臭い笑顔を毎日見ているんだろうに、どうして気づかないのか。

（あんなん、ひとめ見ただけで胡散臭い奴だってわかるってのに……）

「秘書室の人間みんな、アニキと同意見なのか？」

　ふと気になって聞くと、春希は深々と頷いた。

「もちろん。なにか問題があったとき、みんなまず真っ先に三池さんに報告してるし」

（それは、ちょっと問題があるんじゃねぇのか）

　秘書室の責任者は春希だろうに……。

　繁樹は少々呆あきれた。

（あいつ、マジだったりすんのかな）

　秘書室内部の人間はすべて手なずけてある、やりたい放題だと三池は言ったが、どうやらそこは本当のようだ。

　たぶん三池は三十手前。

　二十代半ばの春希が秘書室の責任者になったのは雇こ用よう主の一族だからだが、三池は違う。

　普ふ通つうに入社試験を受けて平社員からはじめたはずだ。

　秘書室内部には三池より年上の人間などざらにいるだろうに今では秘書室の室長補ほ佐さで、実質上はナンバーワンの地位にいて、しかも同どう僚りよう達からは慕したわれ頼たよりにされているのだ。

　それなりに目的意識を持って真しん剣けんに取り組まなければできないことなんじゃないだろうか？

（それが、俺のためってか……）

　あの胡散臭い男の言うことを鵜う吞のみにするつもりはさらさらない。

　だが、周囲に切れ者だと認知されている人間が自分を特別視していることに、ほんの少しだけ優ゆう越えつ感に近いものを感じる。

　もちろん、だからといって騙されてやるつもりはないけれど……。
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「儂わしの顔に泥どろを塗ぬる気か！」

　ベッドに横たわった祖父が、元気いっぱいに怒ど鳴なった。

（……仮病バレバレだっつーの）

　祖父は今日、本来ならば外出するはずだった。

　東条電機とも縁えんのある複数の企き業ぎようが絡からんだ、新事業立ち上げの記念パーティーに参加する予定だったのだ。

　だが数日前にかる～い風邪かぜを引き、かる～く咳せき込む祖父を春希がやたらと心配したせいで雲行きが怪あやしくなった。

　横になってなくても大だい丈じよう夫ぶですか？　なにか喉のどに良い飲み物を作ってもらってきましょうか？　と過か剰じようなほどに春希が心配し、そんな風に可愛かわいい孫に心配されるのがよっぽど楽しかったのか、祖父はいきなり病人ごっこに突とつ入にゆうしてしまったのだ。

　鈍にぶい春希は祖父の仮病にまったく気づかず、今日などは、少し熱があって心細いから早く帰ってこいという祖父の噓うそ電話に騙されて早退してきてしまったぐらいだ。

（どっちもバカ過ぎる）

　あきれかえっていた繁樹は、完全に傍ぼう観かん者を決め込んでいたのだが、いきなり祖父の部屋に呼び出されて言われたのだ。

『おまえ、儂の代わりに記念パーティーに参加してこい』と……。

　即そく座ざに嫌いやだと断ったら、儂の顔に……といつものように怒鳴られたというわけだ。

「そんなん、アニキに行かせりゃいいだろ。いっつもあんたのお供してるんだからパーティー慣れしてるしさ」

「どういう奴らが参加するのかもわからんのに、春希をひとりでいかせるわけにいくか！」

「俺ならひとりで行かせられるってか？」

「当然だ。行ってこい」

（おいおい）

　二十代半ばの男に対するその過保護っぷりは異常じゃないかと心の中で突つっ込みを入れながら、繁樹は気を静めるために深く息を吐はいた。

「代理だって言うんなら、叔父おじ貴きに頼たのめ」

　東条電機社長なのだから、代理として申し分ない。

　だが、繁樹の言い分を、祖父は「隆は駄だ目めだ」とあっさり却きやつ下かした。

「あれはあれで、東条電機社長として招待を受けとる。つべこべ言わずにおまえが行け！」

「行かねぇって言ってんだろ」

　頭ごなしに怒鳴る年寄りの頑がん固こさに、いつものように冷ややかな反はん撃げきを返した瞬しゆん間かん、祖父のベッド脇わきに立つ春希の姿が目に入った。

　春希は、いつものようにどうしようとオロオロしている。

　祖父はというと、例の如ごとく可愛い孫の前でいいところを見せたくて鼻息荒あらく威い張ばっていて、引く気配はこれっぽっちもない。

（……なんか、嫌なパターンができちまったな）

　そして繁樹は、渋しぶ々しぶながらも祖父の命令に従ったのだった。







「いってらっしゃい」

　玄げん関かん先さきでやけに楽しそうに手を振ふる春希に見送られて、繁樹はいつもは使わない東条の車に乗って屋や敷しきを出た。

　こんなときのために用意しているスーツの中から、脱だつ色しよくした髪かみの色にあわせて明るめの色のものを選んで着た。

　新事業立ち上げのパーティーなのだから、それなりに大規模なパーティーで招待客の層も厚いはず。地味なスーツを着るより、開き直って派手にしたほうが逆に目立たないだろう。

「正まさ貴きさまにますます似てらっしゃいましたね」

　運転席から声をかけてきたのは、春希の送そう迎げいもしている運転手の高たか倉くらだ。

　初老の運転手は、繁樹の父親である東条正貴の生前の姿をよく知っていた。

「親父はこんな格好しなかったんじゃねぇの」

　光こう沢たくのあるパールホワイトの派手なパーティースーツの襟えりをつまむと、ルームミラー越ごしに高倉が微笑ほほえんだ。

「まあ、そうですが……。でも、目元などは本当によく似ておいでですよ」

「それは、よく言われる」

　繁樹は複雑な気分で苦笑した。

　父親の顔を知っている人間は、たいていそれを言う。

　その懐なつかしそうな目線は、とても好意的だ。

　折り目正しく理性的で、経営者としての将来を嘱しよく望ぼうされていたという男。

　だが、繁樹にとってはどこか素そっ気けない父親だった。

　その挙げ句、愛人と共に事故死するというみっともない最期を迎むかえたのだから、似ていると言われてもあまり嬉うれしくはない。

「アニキは似てねぇのにな」

「春希さんは、お母様によく似ておいでですからね」

「高倉サン、アニキの母親に会ったことあんの？」

「はい。彼女が大学生の頃ころに……」

　繁樹の父親と彼女は独身時代につき合っていたことがあるのだと、高倉が教えてくれる。

　そんな話を一切知らなかった繁樹は、ちょっと驚おどろいた。

「どうせ爺じいさんが、政略結けつ婚こんさせたくて無理に別れさせたんだろ？」

「いいえ。逆ですよ。一族の方々が持ってきた縁えん談だんに応じたのは正貴さまのほうですから……。旦だん那なさまは、正貴さまが後こう悔かいすることにならなければいいがと心配しておいででした」

　その心配は当たってふたりの関係は再燃し、その挙げ句逢おう瀬せの最さい中ちゆうに事故死した。

　祖父が春希を溺でき愛あいする裏には、苦い後悔があるのかもしれない。

　繁樹はそんな想像をした。

　だが、その後悔がなければ繁樹は生まれることはなかったし、ついでに言えば、いくら後悔しているとしても……。

「アニキを溺愛し過ぎだ」

　ついうっかり、思ったことが口から出る。

「春希さんは、ああいう方ですからね。大事にしたくなる気持ちもわかりますよ」

「ああいう方って、どういう方だよ」

　思わず突っ込むと、繁樹さまだっておわかりでしょうに、と返された。

「まあ、わかるけどさ。……でもなぁ、今日のこれだって、どんな奴が来るかもわからないところにアニキをひとりで出せないって、俺にお鉢はちが回って来たんだぜ」

　やってらんねぇと愚ぐ痴ちると、高倉は小さく笑った。

「なんだよ」

「いえ。素す直なおじゃないなと思いまして……」

「俺が？」

「いいえ、旦那さまのことですよ。春希さんを守るためだなどと余計なことをおっしゃらずに、自分の名代ができるのは繁樹さまだけだと素直におっしゃれば良いのに」

「いや、それはないんじゃねぇの」

　あの年寄りは、春希との病人ごっこを心おきなく続けるため自分を追い出したに違ちがいない。

　そう繁樹は否定した。

「それもあるかもしれませんがね。ですが、旦那さまは繁樹さまに一目置いておられますよ」

「おだてなくて良いって」

「本当ですよ」

　どんなに自分がきつく怒ど鳴なりつけても、まったくびくつかずに堂々としている。あいつは気骨があってなかなか良い。将来が楽しみだ。

　そんな褒ほめ言こと葉ばを車中で頻ひん繁ぱんに口にすると、高倉が言う。

「……マジ？」

「はい。ご本人に直接言って差し上げればよろしいのではと申し上げたことがありますが、面と向かって言うと、あいつは増長するから駄目だとおっしゃって……」

「へえ」

　ガミガミと文句ばかり言ってくるから、てっきり駄目な孫だと思われていると思っていたのに……。

（確かに増長してたかもな）

　人ひと伝づてで聞いたこととはいえ、祖父の本心を聞かされて気分が良いのは確かだ。

　だがここでにやけては、ほら見たことかとジジイにガミガミ言われそうな気がして、繁樹は意識して口元をひきしめた。







　ホテル内の会場に着き、祖父の代わりに記帳する。

　想像以上に大きなパーティーで、広い会場内には雑多な人々がひしめいていた。

　財界人だけじゃなく、テレビで見たこともある芸能関係の人間の顔まである。

　着き飾かざった美しい女性を連れた者もけっこういて、ああいうのがいるから負まけず嫌ぎらいな祖父も春希を連れ歩きたがるんだろうなと、繁樹はひとり苦笑した。

　叔父おじが来ているはずだが、こう会場が広く人も多いのでは捜しようもない。

　祖父の名で記帳するのが目的で、人と会うことが参加の目的じゃない。

　開会セレモニーの後、壇だん上じようで繰くり広ひろげられるイベントをよそに交流を深めあう人々を横目で眺ながめながら、繁樹はシャンパン片手に広い会場内をひとりでブラブラ歩いた。

　今回の新事業立ち上げのメイン事業は、駅前に建設予定の複合施し設せつだ。

（……すげーな）

　硝子ガラスケース内に収められライトアップされたその精せい巧こうな模型を眺めていると、「繁樹くんじゃないかね」と背後から声をかけられた。

　振り向くと、以前から何度も屋敷に来たことがある祖父の親友で、東条の協力会社の相談役でもある坂さか崎ざきという老人がいた。

　お久しぶりですと場にふさわしい態度で礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつすると、坂崎はまなじりを下げた。

「やっぱり君か。おお、良い若者になったな。お父さんにますます似てきた」

「よく言われます」

　繁樹は苦笑気味に答えた。

「重俊はどうしたね」

「夏なつ風邪かぜで寝ねていますよ。……仮病ですけどね」

　どういうことだねと聞かれ、繁樹は意い趣しゆ返がえしをかねて祖父の愚ぐ行こうを包つつみ隠かくさず話してやった。

「夏風邪は馬ば鹿かがひくというが、あいつは正しよう真しん正しよう銘めいの馬鹿だな」

　坂崎はこの話を大いに楽しみ、大笑いした。

　ついでに繁樹のことも気に入ってしまったようで、年寄りらしい内容のループを交えながら、延々と祖父との思い出話を披ひ露ろうしはじめる。最初のうちこそ、ハイハイと大人おとなしく年寄りの長話につき合っていたが、基本短気な繁樹の忍にん耐たいはさほど続かなかった。

　この場からなんとか逃にげようと、叔父を見み掛かけたので挨拶してくると噓うそをついてみる。

　だが、「ん？　隆くんは今日は来ておらんはずだが……」と、あっさりブロックされた。

「見み間ま違ちがいかな。祖父からは、叔父も来ると聞いていたのですが」

「代理の者が来とるはずだ。確か、専務の斎さい藤とうくんだったかな」

（──ゲッ）

　斎藤は、リアルもみ手を得意とする重役のひとりだ。

　叔父の腹心の部下だとわかってはいても、露ろ骨こつなその態度がどうしても好きになれない。

　目的もなく会場内をうろついてアレに会うくらいなら、この気の良い年寄りの長話を聞いていたほうが何倍もましだ。

　繁樹はそう判断して、このまま立ち話もなんですしと会場の隅すみのほうにある休きゆう憩けい用の椅い子すへと老人を誘さそった。

　連れ立って移動しようとしたとき、不意にドンと腕うでに柔やわらかなものがぶつかってくる。

　見ると、そこにはふくよかな中年の女性がいた。

　どうやら友達と話すのに夢中で、ろくに前を見ずに歩いてきて繁樹にぶつかったらしい。

　運の悪いことに女性はその手に赤ワインの入ったグラスを持っていて、ぶつかった拍ひよう子しに繁樹のパールホワイトのスーツに赤ワインがかかってしまっている。

「まあ、どうしましょう。スーツを汚よごしてしまったわ」

　オロオロしてハンカチを手に近寄ってくる女性を、繁樹は手で制した。

「近寄らないでください。奥様の綺き麗れいなドレスまで汚したくはありませんので……」

「あら……まあ」

　よそ行きの顔で微笑ほほえみかけると、女性は繁樹の顔を見てちょっと頰ほおを赤くした。

「僕なら大だい丈じよう夫ぶ。あまり染しみ込まない素材の服ですし、どうかお気になさらずに」

　慌あわてて駆かけ寄ってきたウエイターが差し出すナプキンで軽く服を拭ふくと、繁樹は坂崎と女性に軽く会え釈しやくしてから、ウエイターの案内でパーティー会場を抜ぬけ出した。

「ここまでで良い」

　そのまま、ひとりで化け粧しよう室へ。

　パーティーが一番盛せい況きような時間帯のせいか、化粧室には人ひと気けがない。

「……やっぱ無理だよな」

　化粧室に備えつけてあるおしぼりで軽く叩たたいてみたが、さすがにパールホワイトのスーツに赤ワインでは、完全に綺麗にするのは無理だった。

　ウエイターからは、ホテルで染み抜きするので代わりの衣装を用意させますと言われていたが、わざわざ着き替がえてまでいたいパーティーでもない。

　祖父の名代としての役割はとりあえず済ませたことだし、もう帰ってしまおう。

　そう考えて、運転手の高倉を呼ぼうと携けい帯たいを取り出しかけたとき、ふと聞き覚えのある声が耳に届いた。

（げっ。これって……三池の声じゃないか？）

　妙みように甘く低い独特の声が、徐じよ々じよに近づいてくる。

　しかも、三池と会話している甲かん高だかい男の声にも聞き覚えがあった。

（こっちは専務の斎藤か）

　胡う散さん臭くさい笑顔とリアルもみ手は、さすがに同時には見たくない。

　繁樹は、慌てて一番奥の個室に飛び込んだ。

　個室のドアを閉めるより先に、化粧室内に人が入ってくる気配がする。

（あー、やだやだ。なんでふたり連れでトイレにくるかな）

　見つからないよう壁かべに背中を押しつけ、舌を出しつつ聞くともなくふたりの会話を聞く。

　どうやら三池は斎藤のつき添そいとして行動しているようで、用の済んだ斎藤に、「おしぼりをどうぞ」などと甲斐かい甲斐がいしく世話を焼いている。

　繁樹は微び妙みように気分が悪くなった。

（こいつは誰にでもこういう態度を取るんだな）

　それが三池の仕事だってちゃんと理解しているのに、なんでこう不ふ愉ゆ快かいになるのか……。

「会長の代わりに繁樹が来ていると聞いたが、見掛けたか？」

「いいえ。お見掛けしておりません」

　斎藤の質問に三池が答える。

（『繁樹』ってか）

　面と向かって会うときは、もみ手で『繁樹さま』呼ばわりだというのに……。

　へっと、繁樹は密ひそかに鼻で笑った。

「そうか。見掛けたら教えてくれ。あのガキの先代似のあの顔……どうしても見る者に先代の優ゆう秀しゆうさを連想させる。少々面めん倒どうだ」

　他社の重じゆう鎮ちん達の目に留まって好印象を与あたえる前に、なんとでも理由をつけて追い出しておきたい、と斎藤が言う。

　それに対し三池は、「その必要はないでしょう」と答えた。

「繁樹さまには先日お目にかかる機会がありましたが、まだまだ未熟でしたから……。挨拶の仕方ひとつ知らない子供です。いくら顔が良くても、あれでは台無しだ」

「それなら良いんだが……。しかし、あの頑がん丈じような会長が夏風邪とはな。これを機に年寄りらしく弱ってくれれば、こっちは万々歳なんだが……」

（なんだ、こいつ……）

　祖父の不調を望むこの言葉に、繁樹はカッと頭に血を上らせた。

　だが、飛び出して行くことはできない。

　不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、盗ぬすみ聞ぎきという卑ひ怯きような真似まねをしているという気まずさが繁樹を踏ふみとどまらせる。

「この夏の暑さで体力を奪うばわれたのでしょうか……。長く寝込まれることになると、体力だけではなく判断力も鈍にぶるかもしれませんね」

　次いで聞こえてきた三池の言葉に、身体からだが強こわばる。

　言葉面だけ聞くと心配しているようだが、三池の声には微かすかな嘲ちよう笑しようが感じられたからだ。

「惚ぼけるかもしれないと言っとるのかね？　そりゃ良い」

　斎藤が耳障ざわりな高い声で笑う。

「一年以内にそうなってくれれば面めん倒どうがなくて良いんだがな」

「と、おっしゃいますと例の件が？」

「ああ。仲なか野のさんもやっとその気になってくれた。だが気弱な方だしな。繁樹が入社してくる前に社内の調整は済ませておかなくては……。──三池くん、君には期待しているからな」

「お任せください。必ずご恩に報いてみせます」

　低く甘い声がそう言うのを、繁樹は壁に背をつけたまま、身じろぎもせずに聞いていた。







「──繁樹さん？」

　コンコン、と部屋のドアをノックされた。

　どうぞ、とぶっきらぼうに答えると、春希が顔を見せた。

「お祖父じいさまがお話を聞きたいって言ってるんですけど、どうですか？」

「着替えたら行く」

　繁樹は赤ワインが染み込んだスーツを床ゆかに脱ぬぎ捨すてると、いつものラフな服を着る。

「爺じいさんの様子はどうだ？」

「随ずい分ぶん良くなったみたいです。食欲も出てきましたし。──でも……」

「なんだ？」

　もの言いたげに言い淀よどんだ春希を振ふり返ると、ひどく心配そうな目と視線があった。

「パーティーで、なにか嫌いやなことがあったんですか？」

　春希は、繁樹が脱ぎ捨てたスーツを気にしているようだ。

「このスーツか？　こりゃ不可抗力で汚れただけだ。故意にやられたわけじゃない」

　繁樹がそう答えても、春希は表情を緩ゆるめない。

「でも、顔色が悪いみたいですけど……」

「香こう水すいの匂においに酔よっただけだ。アニキは心配性だな」

　通りすがりにポンと春希の腕うでを叩き、祖父の部屋に向かった。

　後ろから春希の足音がついてくる。

　祖父の部屋のドアを開けて中に入ると、病人食ばかりで腹が減ったのか、祖父がもりもりと美味うまそうに桃ももを食っていた。

「呼んだか？」

「まだパーティーは終わっとらんだろう。なぜ帰ってきた」

「スーツが汚れたからだ」

「粗そ忽こつ者が」

「俺が汚したんじゃねぇ。ぶつかってきた女に赤ワインをかけられたんだ」

　汚れた服のまま留まるわけにはいかないし、着替えて戻もどるほどでもないだろうと思ったと説明すると、祖父は納得したようだった。

「その女性はおまえの素性を知っとるのか？」

「名乗っちゃいねぇけど、ちょうど坂崎の爺さんと一いつ緒しよだったから、たぶんバレてるな」

「そうか。もし先方から連れん絡らくがあったら、おまえは個人的な用があって、儂わしの言いつけを守らず勝手にパーティーから抜ぬけたってことにしとくぞ。女性に恥はじをかかせるわけにはいかん」

　祖父が意味もなく威い張ばる。

「勝手にしろ。──あ、それと、坂崎の爺さんに、あんたが寝ね込こんでる理由を包つつみ隠かくさず教えといたからな。爆ばく笑しようしてたぞ」

「むっ、鉄てつ夫おに話したのか……」

　そりゃいかん、と祖父が露ろ骨こつに狼狽うろたえた。

　そのざまに、繁樹は溜りゆう飲いんを下げる。

「あっと、そうだ。東条の上層部に、仲野って名前の社員いるか？」

「ん？　そりゃあれだろう。隆の嫁よめのほうの甥おいっ子こだ」

「叔父おじさんの……」

（ホントだったのか……）

　社長の甥を次期社長にと望む一派があると、三池は言っていた。

　現社長の派は閥ばつ内で現在それなりに恩おん恵けいを受けている者にとって、次代のトップと確約されている繁樹の存在は脅きよう威いなのかもしれない。繁樹がトップに立てば、旧時代のトップの派閥である自分達の地位が危うくなるとでも思っているのか……。

　眉まゆ唾つばものの情報だと話半分に聞いていたが、そこはどうやら事実だったようだ。

（だが、全部ホントだったわけじゃない）

　繁樹に人生を懸けると言いながら、斎藤にも協力しているのだから……。

（どっちの味方なんだか）

　繁樹は白黒はっきりつけるのが好きだ。

　だから、この疑問にも答えを見つけたかったが、答えは出しようがなかった。

（たぶん、どっちの味方でもない）

　作り物じみた微笑ほほえみと、都合良く動く舌。

　再会して、まず感じたのは、胡う散さん臭くさいというイメージ。

（あいつは、ただかき回して楽しんでるだけだ）

　上じよう昇しよう志向があるわけでもなく、誰かに恨うらみがあるわけでもないだろう。

　目的意識をもたず、自分が楽しむためだけに、あちらこちらふらふらと飛び回っている。

（……あれは、蝙蝠こうもりだ）

　薄はく暮ぼの空を飛び回る者。

　耳元で甘い言葉を囁ささやいては、安全な高見に陣じん取どって周囲を見下している。

　それが正解のような気がする。

（別に、どうってことないさ）

　この男は信用できないと、エントランスで再会した瞬しゆん間かんに感じていた。

　甘かん言げんには頷うなずかなかったし、寝てしまったことだけは手痛い失敗だったが、それだって若わか気げの至りと言える程度のことだ。

（なにも問題ない）

　自分の中でそう結論づけたとき、不意に右手の甲こうを誰だれかに叩たたかれたような気がした。

　それは、屋や敷しきを出て行こうとする母親に向けて伸のばした手を払はらい除のけられたときと同じ感覚。

（……俺は、バカか）

　なぜよりによって今、この感覚を思い出すのか。

　愛されていればいいのにと一いち縷るの希望を抱いだいて伸ばした手を、邪じや険けんに払い除けられた感覚を……。

（裏切られたことにショック受けてんのか？）

　あの胡散臭い男に？

　馬ば鹿かな話だ。

　今の三池が信じるに足る人間だとは、最初から思ってなかった。

　とっくにそう結論づけていたのに、どうしてショックを受ける必要があるというのか……。

（憧あこがれからは卒業したのに……）

　中学生だった自分の目の前に現れ、強きよう烈れつな印象を残して消えた大人おとなの男。

　周囲の状じよう況きようおかまいなしで暴言を吐はき、子供相手に遠えん慮りよなく大人の力をふるった、自分の気持ちに正直な男……。

（あの頃ころは、格好良かったな）

　組織からはみ出すことを恐おそれず飄ひよう々ひようと行動する姿は、当時の繁樹の目にとても潔いさぎよく映った。

　でも、今の三池は組織の中にどっぷり浸つかっている。

　同一人物であっても、実際はそうじゃない。

　ちゃんと理解しているはずなのに、手の痛みは消えない。

（俺は、三池を信じたかったのか？）

　信じることはできないと最初から弾はじいていたのに、心のどこかではいつか信用できるようになればいいと期待していた？

　──絶対にあり得ない。

　そんな言葉で自分を納得させようとしたが、手の痛みがそれを許さない。

　それに、自分を誤ご魔ま化かすような真似まねは繁樹にはできなかった。

　母親に捨てられたとき、もう現実から目をそらさないと決めたから……。

　無自覚だったとはいえ、あの男に心が動いていたのはたぶん事実。

　周囲の人間から有能だと認められている男に、人生のすべてを懸けたいと言われて、少しだけ自惚うぬぼれていたのも事実だ。

　誤魔化さずに認めて、乗り越こえて行くしかない。

（……でも）

　ダメージはでかい。

　そう感じている自分を自覚して、またしてもダメージを受けた。

（この感じ……なんか覚えがあるぞ）

　春希への恋こいを自覚した途と端たんに失しつ恋れんした、あのときと同じダメージだ。

（いやいや。いくらなんでも、そりゃねぇだろ）

　顔だけなら絶世の美人の春希ならともかく、あんな胡散臭い男にそういう意味で気持ちが動くことなどあり得ない。あり得ないが……。

（一回寝ちまったから？）

　あの肌はだの熱さと強さを直接知ってしまったから心が動いた？

（いや、それもねぇよ）

　もしそうだったら、今まで繁樹が遊びで寝てきた女達にも心が動くことになる。

　そうじゃなくて……。

（……楽しかったからか）

　ぬけぬけと厚こう顔がん無む恥ちなことを言う三池に呆あきれ、嫌いや味みを言われてムッとして、からかわれて困こん惑わくした。

　友達とも家族ともまったく違ちがう立ち位置にいる大人の男。

　信用はできなくとも、一緒にいるのは確かにスリリングで楽しかった。

　だから、知らぬ間に心が動いてしまったのかもしれない。

　それも、うっかり恋れん愛あい方向に……。

（サイアクだ）

　無害な春希ならともかく、よりによってあんな有害な男に惚ほれるなんて……。

　だが、気づいてしまった以上、もう目を背そむけることはできなかった。

　現実から目をそらさないと決めている自分の頑がん固こさが恨めしい。

　嫌いやなことに気づいてしまったと繁樹が落ち込んでいると、腕うでにそっと手が触ふれた。

「繁樹さん？　やっぱり、顔色が悪いみたいだけど……」

　振ふり返ると、大だい丈じよう夫ぶですか？　と心配そうに見つめてくる春希の顔。

（普ふ段だんは鈍にぶい癖くせに……）

　こういうことには敏びん感かんなのか……。

「パーティー会場の空調が効き過ぎてたからな。風邪かぜ引ひいたのかもしれねぇ」

　軽く鼻をならしてみせると、春希は顔色を変えた。

「大変。風邪は引きはじめが肝かん心じんなんです。もう休んだほうがいい」

　腕に触れていた手が、手首をつかんで意外に強い力で引っ張る。

「パーティー会場では、なにか食べました？」

「あー、シャンパンしか口にしてねぇな。腹減ってるかも」

　じゃあ、なにか消化のいいものを用意させますね、と珍めずらしくテキパキとした口調で言う。

「──頼たのむ」

　手を引かれるまま、繁樹は歩いて祖父の部屋を出て行く。

「おい、こら、繁樹？」

　祖父に呼び止められた繁樹は、ドアのところで振り向いて中指を立ててみせた。

（仮病返しだ）

　これで春希はこっちにつきっきり。

　祖父からすれば、さぞ悔くやしい事態に違いない。

（……なんだかんだ言っても、俺はこいつらを信用してるんだよな）

　信用しているから、安心して騙だませるし、子供じみた意地悪だってできる。

　祖父にも、春希にも……。

　きっとそれは幸福なことなんだろう。

　そう、価値ある物は、すでにここにある。

　つかみ損ねた物を惜おしむより、いま側そばにある物を愛いとおしむべきだ。

　胡散臭いあの男は、繁樹にとって価値ある物じゃなかったのだ。

　信用できない裏切り者を手に入れたところで、決してこの人生は豊かにはならないのだから……。

　そう思いはしても、胸の奥には重いしこりが残った。







　　　　５




　実りのない恋をついうっかり二度連続でしてしまったことによるダメージは、自分で思うより大きかった。

　気き鬱うつからくる怠だるさで動くのが億おつ劫くうで、繁樹は春希が心配するのをこれ幸いと仮病を続けた。

　が、さすがに三日目ともなるとそれも飽あきてくる。

　明日からはもういい加減起きて気晴らしに遊びにでも行くかと思いはじめた三日目の日中、思いがけない相手から連れん絡らくが来た。

　この間は悪かったな、との田坂からのメールが。

（……珍しい）

　田坂のほうから謝ってくるなんて、予想外の出来事だった。

　どちらかと言うと、相手が謝りに来るのを嫌味とファイティングポーズで待ちかまえるタイプなのだが……。

（篠崎がうまいことやってくれたんだな）

　田坂のプライドの高さを利用して、うまいことおだてて機き嫌げんを取るのに成功したんだろう。

　この流れにのらない手はない。

　気にしてない、手を出したのはこっちだ。悪かったと、繁樹は簡潔なメールを打って返した。

　すると、これから飲みに行かないか、とまたメールが来た。

　おまえのベースも俺が預かったままだし、と……。

（田坂が預かってたのか……）

　喧けん嘩かして店を飛び出したとき、置きざりにしてしまった繁樹のベース。

　畠あたりが保管してくれてるだろうと勝手に思い込んでいた繁樹は少々驚おどろいた。

　同時に、今の今までベースを引き取りに行こうと思いもしなかった自分に苦笑する。

（練習なんか全然してねぇもんな）

　そこそこ弾ひけるようになるまでは練習していたが、それ以降は貸しスタジオを借りて練習する直前ぐらいに軽く弄いじる程度だった。

　大事なのは篠崎に歌わせてやることで、自分が演奏することじゃない。

　篠崎に歌わせるためにはじめたバンド活動なのだから、少しでも長く篠崎が歌えるように協力してやるのが筋だ。

　繁樹は、田坂のメールにＯＫと返事をして、出で掛かける準備をした。







　田坂が指定したのは、前に喧嘩した店だった。

　よりによって現場に戻もどることはないんじゃないかと少々不ふ愉ゆ快かいだったが、店に行って顔かお馴な染じみの店員と顔を合わせてすぐ、なぜ田坂がここを指定したのか納得した。

（な～にが、俺が預かってるだよ）

　あの日は豪ごう雨うだったこともあって、繁樹のベースはずっと店で預かっていてくれたのだ。

　田坂が預かってくれと頼んだのかもしれないが、情報に歪ゆがみがある。

（調子の良い奴）

　呆れた気分で、繁樹は先に来ている田坂がいるという一番奥のコーナーに向かった。

「東条、こっちこっち！」

　繁樹の姿を見つけて、田坂が親しげに手招きする。

　その隣となりには近藤がいて、向かい側の席には女の子が三人。

（……やられた）

　それを見た繁樹は、合コンの欠員補ほ充じゆうか女の子寄せに利用されたのだとピンときた。

（でも、帰るわけにゃいかねぇか）

　女の子達の前で恥はじをかかせるような真似まねをして、また機嫌を損ねたら元の木もく阿あ弥みだ。

　我が慢まんしてつき合ってやるしかない。

　繁樹はひとつ深呼吸して気を静めた。




「こいつと結けつ婚こんするとセレブの仲間入りができるぜ」

　田坂が、女の子達に向けて繁樹の経歴を披ひ露ろうする。

　繁樹のバックボーンを面おも白しろくないと思ってる癖くせに、場の雰ふん囲い気きを盛り上げるための話題として使うのだから勝手なものだ。

（セレブねぇ）

　一時期流行はやっていた言葉だが、繁樹は自分の家系がそういうものだと思ったことはない。

　東条家の家長である祖父が、時じ代だい遅おくれな頑固ジジイで『セレブ』という単語に似合わないせいかもしれないが……。

　だから、「すご～い、普ふ段だんどんな生活してるの？」と可愛かわいらしい表情で聞いてくる女の子達に、「別に、フツー」と答えることしかできない。

「こいつ、ちょっとシャイなんだよ。ノリ悪いけど許してやってな」

　近藤がそんな繁樹の肩かたに手を置き、いかにも友達っぽい口調で話す。

（ったく、誰がシャイだ）

　合コン開始直後だというのに、繁樹はすっかりうんざりしていた。

　その後はもう、ほとんど我慢大会だ。

　女の子達がバンドのライブに来たことがあるとかで、田坂達は彼女達の気を引くために、この場にいない篠崎や畠の話題を持ち出し、面白可笑おかしく脚きやく色しよくしてあることないこと話し出す。

　ここで怒おこっても篠崎は喜ばないだろうと思うから、繁樹も我慢して聞いていた。

　約一時間後、気分転てん換かんを兼かねてトイレに行き、手を洗っていると田坂が顔を出した。

「わり」

　目があった途と端たん、田坂が謝ってきた。

「そう思うなら合コンだって先に言え。どうしてもってんなら、俺だって断らねぇし」

「そっか。……っと、ちょい待て」

　さっさとトイレから先に出て行こうとする繁樹を、田坂が呼び止める。

「なんだ？」

「篠崎から連絡あったか？」

「最近はない」

「そっか。……あのな、色々話し合ったんだけどさ。やっぱり俺ら解散することにしたんだ」

　解散、という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ギュッと心臓が縮んだような気がした。

「……決めたのか？」

「ああ。でも、この間のあれのせいじゃねぇから。俺、ちょっと訳ありで真面目まじめに勉強しないとまずい感じなんだ。それもあってちょっとカリカリしてたんだけどさ。……俺だけ抜ぬけるっつったら、篠崎が今さらメンバーチェンジもないから解散にしようって」

「そうか」

（なにも解散しなくても……）

　確か篠崎は、高校のときはギターとボーカル両方やっていたと聞いていた。

　田坂と近藤のふたりに同時に抜けられたなら厳しかっただろうが、田坂ひとりならなんとか替かえがきいたはず。それとも近藤も一いつ緒しよに抜けると言ったのか……。

（あり得るか）

　気が合うのか、ふたりはなにかとつるんでばかりいるし……。

　残念だと思っていると、田坂がまた話し掛かけてくる。

「それでさ、解散する前にライブしようって話になってんだけど、どう思う？」

「そりゃ良いな。ライブハウス延長で貸し切って、パーティー形式にしてみんなで騒さわぐか」

「決まりだな」

　繁樹が迷わず同意すると、田坂が嬉うれしそうな顔をした。

　そもそも俺が原因なんだし、段取りは任せてくれと言う。

「だったら、金の工く面めんは俺に任せろよ」

　ニヤリと笑ってみせると、この間は悪かったって、と田坂は苦笑した。







　合コンがお開きになると、田坂と近藤はまるで示し合わせたように、気があった女の子達を誘さそって別々に二次会へと行ってしまった。

　当然のように繁樹の側そばには女の子がひとり残っていて、さてどうしようかと考えていると、つんっとシャツの裾すそを引っ張られる。

「あたし、もう少し飲みたいな。どこでも良いから連れていって？」

　ね？　と女の子が可愛らしく上うわ目め遣づかいで誘さそってくる。

　わざと二にの腕うでを寄せて盛り上げた薄うす着ぎの胸元から覗のぞく胸の谷間も好みの感じだ。

（……喰くっちゃうかな）

　女の子とはご無ぶ沙さ汰ただったし、気晴らしにもなるし……と考えた途端、三池が言ったあれやこれやが脳裏をよぎる。

　──あまり親しくない相手に誘われて、ほいほいついて行くのもＮＧです。

（これも……駄だ目めか）

　合コンの際に自己紹しよう介かいしたこと以外の素性がまったくわからない。そもそも、自己申告した事こと柄がらが真実だとも限らないし……。

　あんな奴の言うことを素す直なおに聞くことなんかないと思う反面、忠告そのものは間ま違ちがいじゃないだろうとも思う。

　不本意ながらも盗ぬすみ聞ぎきしてしまったせいで、三池が流してくれた情報がある意味事実だったことを、もう繁樹は知ってしまっている。

　東条の社長の座を繁樹の手から奪うばい取ろうとしている者達が居て、繁樹がヘマをすることを望んでいると……。

　いちいちそんなこと気にしてらんねぇと、このまま遊びに行くこともできた。

　が、それ見たことかと言わんばかりに『馬ば鹿かですねぇ』と鼻で笑う三池の顔が勝手に脳裏に浮うかんできて、盛り上がりかけていた気持ちがすっかり萎なえてしまう。

（……くそっ、つまんねぇ）

　好みの据すえ膳ぜんがあるのに喰えないとは……。

　なんだか、三池の言葉に縛しばられてしまっているようで気持ちが重い。

　その上、腕には重いベースギターケースまである。

　二重の重苦しさに、繁樹はやってらんねぇとため息をついた。







　屋や敷しきに戻もどったのは十二時を少し過ぎた頃ころ。

　不完全燃焼気味なもやもや気分を少しでも晴らそうと、部屋で飲み直すことにした。

　人ひと気けのなくなったキッチンで、酒とつまみを物色していると、尻しりポケットに入れておいた携けい帯たいが鳴った。

「はい」

　着信表示も見ず、無造作に電話に出る。

『こんばんは、繁樹さま。三池です。──今、どちらにいらっしゃいますか？』

　聞き覚えのある低く甘い声の不意打ちに、ぞわっと肌はだが粟あわ立だった。

　と同時に、怒いかりがこみ上げてくる。

（この、蝙蝠こうもり野や郎ろう！）

　あの日、繁樹が盗み聞きしていたことを三池は知らない。

　ここで感情的になって自らそれをばらすような真似まねをするのは得策じゃない。

　繁樹は、こみ上げてくる怒りを必死で抑え込んだ。

「家だ。……つーか、どうして俺のケー番知ってんだ？　まさか勝手に見たのか？」

　三池と寝ねた日のことを思い返してみると、覗き見みる隙すきはいくらでもあったように思えた。

『まさか。そんな失礼なことはしませんよ。携帯の番号ぐらい、調べようと思えばいくらでも調べられるものです』

「……ホントかよ」

『あなたに噓うそは申しませんよ』

（よく言う）

　すうっと気持ちが冷えていくのを感じる。

「で、なんの用だ？」

『あなたの声が聞きたい気分だったので』

　普ふ通つうの状態だったら、なんの冗じよう談だんだと鼻で笑えたかもしれないが、冷えた気分で聞くと笑えもしないし腹も立たない。

「………じゃあ、もう良いな。切るぞ」

『待ってください。もう少し』

「なんだよ」

『しばらくの間、身の回りにご注意を』

「新手の脅おどしか？」

『まさか、忠告しているだけです』

　声を聞くと同時に、わざとらしく肩かたをすくめる嫌味ったらしい三池の仕草が脳裏に甦よみがえった。

「そりゃ、わざわざどうも」

　これ以上この声を聞いていたくない。

　礼を言ってすぐ、強制的に通話を切った。

（どう言うつもりだ）

　三池は、繁樹を邪じや魔ま者と認識している一派との繫つながりがあるのだ。

　これがただの忠告だとは思えない。

（なにかの罠わなか……）

　だが、それにしてはあまりにも漠ばく然ぜんとしている。

　もしかしたら、繁樹が周囲の者達すべてに対して疑ぎ心しん暗あん鬼きになるように仕向けているのかもしれない。

　その場合は、こちらの精神面での衰すい弱じやくを狙ねらっての長期戦というところか……。

（いや、考え過ぎないほうが良い）

　自分を排はい除じよしたいと思う者達が居るのは事実だ。

　だがそいつらがどう思っていようと、今現在、東条の正式な後こう継けい者しやは自分ひとり。

　疑心暗鬼にならず、毅き然ぜんとして自分のすべきことを着実にこなしていけばいいだけだ。

（……後期からは、もう少し真面目まじめに勉強すっかな）

　バンドも止めることだし、そろそろ真面目に将来を見み据すえた勉強をしたほうが良さそうだ。

　そういえば今までは、良い成績を取るためだけにしか勉強をしたことがなかった。

（やっぱ、かなり自覚が足りなかったか……）

　東条のトップの座に順調についたとしても、その地位を順調に維い持じし続けられる保証はない。

　ついでに言えば、東条電機自体が今のままの大だい企き業ぎようでいられる保証もない。

　子供の頃は、東条電機トップという煌きらびやかな地位にただ憧あこがれるだけだったが、今の繁樹は煌びやかさの裏にトップとしての責任と重圧があることを知っている。

　その上で東条電機後継者の座を切望しているのだ。

　自覚がある以上、やはり努力も必要だ。

「……裸はだかの王様にはなりたくねぇもんな」

　誰だれもいない広いキッチンで、繁樹はため息混じりに独り言を呟つぶやいた。




　　　　★




『解散ライブの打ち合わせを兼かねて、いつもの貸しスタジオで久しぶりに音合わせしよう』

　田坂から、そんなメールが入った。

　一も二もなくＯＫした繁樹は、約束の時間に貸しスタジオに顔を出した。

　ロビーで待っていたのは、田坂と近藤だけで篠崎と畠の姿はない。

「篠崎と畠は？」

　時間を無む駄だにしたくないと言って、いつもなら十分前には来ているふたりだけに奇き妙みように思って聞くと、「三十分遅おくれ」と田坂が答えた。

「珍めずらしい」

「人と会う約束があるんだとさ。俺が先走って予約入れちまったんだ」

「あ、そ」

　最後だからといつになくやる気があるのはけっこうだが、少々空回りしているようだ。

「あいつらがくるまで、ミーティングルームで待ってようぜ」

　近藤がコンビニの袋ふくろを掲かかげた。

　袋越ごしにビールの缶かんが透すけて見える。

（やる気があるんだか、ないんだか……）

　良いな、と答えている田坂の姿に、繁樹は少々呆あきれた。

「俺は遠えん慮りよしとく。どうせ後で飲むんだしさ。最近まともにベースに触さわってねぇし、ちょっと真面目に慣らしとくわ」

　先に行ってるから、と予約を入れたスタジオにひとりで入る。

　ベースをケースから出して、備えつけの機材に接続していると、スタジオの厚い扉とびらが開いて後のふたりも追いかけてきた。

「飲んで待ってるんじゃなかったのか？」

「真面目にやってる奴が側そばにいて飲めるもんか……。──代わりにこれ」

　田坂が苦笑いしながら、ロビーの自じ販はん機きで買ってきたらしい紙コップ入りのアイスコーヒーを差し出してきた。

「……それ、まずいだろ」

　貸しスタジオ内は原則飲食禁止だってことは周知の事実だ。

　だからこそ、さっきだってミーティングルームで飲もうと言ったんだろうに……。

「大だい丈じよう夫ぶ、バレないって」

「そうだよ。バレたって、どうせここを使うこともなくなるんだから別にかまわないだろ」

　ほら、と差し出され、繁樹は仕方なく受け取った。

（ったく）

　ガミガミと礼れい儀ぎにうるさい祖父の声で、『立たつ鳥とり跡あとを濁にごさず』という諺ことわざが耳に甦る。

　子供の頃ころから、その手のことを繰くり返し繰り返し言われ続けてきたせいか、繁樹はこの手の礼儀に関しては同年代の友達の中では厳しいほうだ。

　かといって、今ここでそれを口に出せば、せっかく改善した田坂達との関係がまた悪化しかねない。最後のライブが終わるまでは辛しん抱ぼうしないと……。

「水すい滴てき零こぼさないよう注意しろよ」

　田坂達にそう注意してから、受け取ったものの飲む気にはなれないアイスコーヒーを、零さないよう機材から離はなれた場所に置く。

　それからしばらくの間、繁樹は世間話にいそしむふたりから少し離れた場所でひとりベースを弄いじっていた。

　ふと、スタジオ内の時計を見上げると、すでに三十分以上が経過している。

「──篠崎達、遅おそいな」

　篠崎は時間をきっちり守るほうで、三十分過ぎても来ないのはなんだか奇妙な気がする。

「俺、ちょっとケータイ入れてくる」

「少し遅れてるだけだろ。ほっとけよ」

「そうかもな。でも、気分転てん換かんがてらかけてくるよ」

　ロビーでは電波の入りが不安定だったのでエレベーターに乗って地上へ。

　そこで篠崎の携けい帯たいにかけてみたが、電波が届かない場所にあるか……というお馴な染じみのアナウンスが流れるばかりで通じなかった。

　試しに畠の携帯にかけても同じだった。

（こっちに向けて移動中かな）

　地下鉄に乗っているとすれば、さほど待たずに到とう着ちやくするかもしれない。

　とりあえず、早く来いよと篠崎にメールを入れてから、もう一度地下に戻もどる。

「どうだった？」

　ロビーに行くと、ふたりが待っていた。

「繫がらなかった。──なんでおまえらまで、こんなトコに出てきたんだ」

「喉のどかわいちまってさ」

「おまえらは無む駄だにしゃべり過ぎだ」

「うっせ。──ほら、おまえのぶん」

　またしても繁樹に紙コップを手て渡わたした田坂は、「先戻ってるぞ」とスタジオに戻って行った。

（なんなんだ、いったい）

　手渡された紙コップ内でぷつぷつと弾はじける炭酸飲料を眺ながめ、繁樹は軽く目を眇すがめた。

　普ふ段だんの田坂は、こんなにサービスが良いほうじゃないのだが……。

（あいつ、もしかして気を遣つかってんのか……）

　自分が言いたいことを我が慢まんしているように、向こうも最後だからとサービス過か剰じように陥おちいっているのかもしれない。

　だが、そんな気の遣い方は、過剰なサービスを嫌きらう繁樹に対してはむしろ逆効果。

　普ふ通つうの友達なら知っているが、バンドでしかつき合いのない田坂は知らないんだろう。

（ま、俺も知らないしな）

　事情があってバンドを止やめなきゃならないと田坂は言ったが、その具体的な理由をいまだに聞いてもいないから、お互たがいさまだ。

「これ、どうすっかな」

　受け取った紙コップを、自分でスタジオに持ち込む気にはなれなかった。

　仕方ないかと、紙コップの中味を一気飲みしようとしたとき、

「──それ、飲むんですか？」

　と、耳元でボソッと低く甘い声がした。

（み、三池……？）

　思わず、ブハッと吹ふいた繁樹に、三池はハンカチをだした。

「おやおや、零しちゃって……。だらしないですね」

「ちょ、やめろよ」

　繁樹は口元を拭ふこうとする手からすかさず逃のがれ、自分の腕うでで口元を無造作に拭いた。

「機き敏びんに動けるってことは、どうやら間に合ったようですね」

「間に合ったって……、なにが？　ってか、なんでおまえがここに出しゆつ没ぼつするんだよ」

「さて、なぜでしょう。──それ、飲まないのなら私にいただけませんか？」

　そらっとぼけた三池が、紙コップを指さす。

「なんでこんなもんが欲しいんだ？」

「証しよう拠こになるからですよ」

「なんの？」

「あなたに薬物を盛ろうとしたという証拠です」

「…………え？」

　繁樹は、手に持った紙コップと三池の顔を見比べる。

「田坂が俺にクスリを盛ったって？」

「間ま違ちがいなく違い法ほうドラッグが入ってますよ。──フラフラになってここから出てすぐ、ちんぴらに絡からまれ喧けん嘩かになって警察に連行、その後は薬物検査に引っかかるっていう筋書きです。薬物使用の前科がついては、さすがに東条の後こう継けい者しやと胸を張って言えなくなりますからね」

　三池がにっこりと胡う散さん臭くさく微笑ほほえむ。

（……やっぱり、信じられねぇ）

　だが、耳から吹き込まれた言葉は、毒のように染しみ込んできて疑う心を呼び覚ます。

　田坂達とは信しん頼らい関係を築いて来なかっただけに効果はてきめんだった。

　繁樹は、紙コップを手にしたまま、三池に背を向け歩き出した。

「繁樹さま、どちらへ？」

「直接確認する」

　背後から聞こえてくる声に答えながら、スタジオの厚い扉とびらを開いた。

「東条……どうしたんだ、血相変えて。それに、その人誰だ？」

「こいつは気にしなくて良い。それより……」

　背後からついてくる三池は完全無視。

　繁樹は、田坂に歩み寄って、ずいっと紙コップを差し出した。

「これ、一口飲んでくれ」

「これって……」

「さっき、おまえが俺にくれたジュースだ。──飲めるだろ？」

「え、ちょっ……」

　明らかに狼狽うろたえる田坂から目をそらし、今度は近藤へと紙コップを差し出した。

「じゃあ近藤、飲んでみてくれないか。一口で良いから」

「あ……、俺、甘いのはちょっと苦手で」

　近藤も不自然に後ずさる。

「……そうか、飲めないのか」

　では、三池の言葉が真実だと言うことだ。

（でも、どうしてこいつらが？）

　呆ぼう然ぜんとしていると、

「──確認できたようですね」

　と、三池が背後から覗のぞき込むようにして耳元で囁ささやいた。

「近いっ」

　ぞわっとした繁樹が怒おこると、「これは失礼」と一歩引く。

「彼らがこんなことに手を貸した理由は、漠ばく然ぜんとした将来への不安というところですか」

「なんだ、それ」

「希望の就職先に、推すい薦せん状つきで斡あつ旋せんしてもらえることになってるんです。美味おいしい話だと、すぐに飛びついてきたみたいですよ」

「推薦状？　自分の将来のために友達を売ったって但ただし書がきのついた推薦状か？」

　思わず鼻で笑うと、「笑うなっ！」と田坂が怒ど鳴なった。

「おまえらに俺らの気持ちがわかってたまるかよ！　黙だまってりゃ社長さまになれるなんて、狡ずるいじゃねぇか！」

「……狡いって」

　呆あきれるあまり、一いつ瞬しゆん絶句してしまった。

　どんな家に生まれるかなんて、自分で選べるものじゃない。

　それに、金持ちの家に生まれたが故ゆえの不幸だってこの世にはあるのだ。

（って言ったって、こいつらにゃ通じないんだろうな）

　どんな家庭環かん境きようだろうと、金があるほうがマシに決まってると断言されそうだ。

「篠崎の奴やつなんか、ソロでプロになるって言ってんだぞ。プロダクションはバンド込みで良いって言ってくれてんのに、俺達は邪じや魔まなんだとさ。自分ばっかり良い目みようとしてんだ」

　狡い、と田坂はまた繰くり返したが、繁樹は聞いちゃいなかった。

「篠崎、プロになるってマジか!?」

「ああ。今ごろ契けい約やくの真っ最中さ」

　田坂は、今なら篠崎とは連れん絡らくが取れないことを知っていて、わざとこのタイミングで繁樹に罠わなを仕し掛かけてきたのだ。

「そっか」

（……良かったな）

　繁樹は思わず唇くちびるをほころばせた。

　どういう心境の変化があったのかは知らないが、心から篠崎の選せん択たくを祝福したい気分だ。

　アマチュアバンドのメンバーの機き嫌げんを取りながら小さなライブハウスで歌うより、プロのバックバンドをつけたほうがより歌に専念できる。

　篠崎の選択は正しいと繁樹は思ったが、田坂はそうは思わなかったようだ。

「ずっとプロにならないって言って来た癖くせに、ここにきていきなりだぜ。あいつ、俺達を踏ふみ台だいにしやがったんだ」

「人聞きの悪いこと言うな。バンド活動は大学時代の遊びでプロになる気はないって篠崎の言葉に、おまえ達だって同意してたじゃねぇか。気楽にやれたほうが良いって……。──しかも、最初に解散を言い出したのはそっちだぞ？」

「うるせぇ！　あいつにプロになる気があるって知ってたら、解散なんて言わなかったに決まってんだろ！」

（……バカな奴）

　むきになっている田坂を眺ながめて、繁樹はため息をついた。

　プロになるための技術を得ようと努力する気も、売り込みをする気もなかった癖に、美味しい汁しるだけは吸いたいのだ。

　いざプロになったとしても、売れなかったら篠崎のせいだと言うんじゃないだろうか？

「おまえも篠崎も狡いよ。自分達ばっかりいい思いしてさ。同じことやってたのに、なんで俺達ばっかり損しなきゃなんないんだよ」

（損なんかしてないだろう）

　ただ、自分からは一歩も動いていないだけ。

　先に一歩を踏み出した者の背中を見て、慌あわてて悔くやしがっているだけだ。

　そう言ったところで、真意は伝わらないような気がした。

　たぶん、田坂達は決定的に想像力が足りないのだ。

　目に映る良いものしか見えず、その裏にある努力や悲しみ、辛つらさを想像することがまったくできない。

　人生観もきっと同じで、良い会社に就職するとか芸能関係の特別な仕事に就つくとか、そんな他人の目から見て特別だと思われるような立場になることが、人生の幸せに繫つながると思ってるのかもしれない。

（ここまで、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったろうしな）

　ふたりとも、中学高校大学と有名校を順調に進んできたと聞いている。

　篠崎が一歩先に成功者の道へと進んだことに焦あせったふたりは、この先も順調に進むための手段として、繁樹を失しつ脚きやくさせたがっている一派の誘さそいに乗った。

　きっとそんなところだろう。

　だが、これは明らかに失敗だ。

「そんな簡単に、未来の保証なんか得られるもんじゃねぇと思うけどな。──今回のこれだって、もしも成功してたら、おまえらも一いつ緒しよに前科持ちってことになってたぞ」

「んなわけあるか」

「あるんだって……。俺が薬物使用でパクられたら、一緒にいたおまえらだって取り調べを受けるはずだ。賭かけてもいいがな、その場合、おまえらの所持品かアパートから確実にドラッグ関係が出てくるぞ。で、前科一犯になるか、今回の件を一生黙ってさえいれば助けてやるって逆に口止めされて脅おどされるかしてたはずだ」

　今回のことを仕組んだ奴らが、生き証人を放置しておくはずがない。

　田坂達の今後の人生を保証する気なんか最初からこれっぽっちもなく、世間知らずの学生を都合良く利用しただけだ。

　東条の屋や敷しきにいろんな事情で出入りする複数の大人おとな達と、子供の頃ころから接してきた繁樹にはそれがよくわかる。

「ついでに言うとな、万が一、奴らが約束を守ったとしてもろくなことにはならねぇぞ。おまえらは、自分の保身のためなら簡単に友達を裏切れる人間だと自己申告しちまってるんだ。そんな人間に華はな々ばなしい重要な仕事を任せたがる企き業ぎようなんかない。……薄うす汚ぎたない仕事を引き受けるような、後ろ暗い部署になら空きはあるかもしれないがな」

「……おまえと友達だったことなんかねぇよ」

「俺も同感だ。──でもな、奴らはそうは思ってねぇぞ。少なくとも、おまえらを唆そそのかした奴らは、俺とおまえらが親しい仲だと思っていたから声をかけたんだ。客観的な事実ってやつだ」

　繁樹は、微かすかな胸の痛みを感じていた。

　確かに彼らを親しい存在だと感じたことはなかったが、それでも二年以上一緒にバンドをやってきたのだから、まったくの他人というわけでもない。

　その自分を、彼らは自分の未来のために簡単に売ろうとした。

（その理由が『狡い』か……）

　東条電機という大だい企き業ぎようを背負うべき家に生まれたから、こうして知り合いに簡単に裏切られ、ただ存在しているだけで邪魔者だと排はい除じよされようとする。

　繁樹が東条を継つぐ気満々でなければ、やってらんねぇやとやさぐれているところだ。

「……ったく、バカらしい」

　繁樹は、ずっと置きっぱなしだったアイスコーヒー入りの紙コップを手に取った。

「これにもなんか入ってたのか？」

　田坂と近藤を見ると、ふいっと視線をそらされる。

　つまりは、そういうことだ。

「三池、ドア」

　両手が紙コップで塞ふさがっていた繁樹は、側そばにいた三池に頼たのんだ。

「それ、どうするんです？」

　厚い扉とびらを開けながら三池が聞いてくる。

「捨てる」と答えると、開きかけていた扉が目の前で閉じられた。

「なんだ？」

「片方で良いので、私にください」

「中味を調べるってか？　本人達が否定してねぇんだから、もう調べる必要なんかねぇだろ」

「中味も調べますが、指し紋もんも採っておこうと思いまして」

「俺の指紋採ってどうすんだよ？」

「必要なのはあなた以外の人間の指紋ですよ。彼らのうちのどちらかか、それとも両方かが確実についているでしょう？　専務派を脅すのに使わせていただこうと思いまして」

「んなことしたら、こいつらマジで専務派にどうにかされんじゃねぇの？」

「自業自得ですよ」

　三池がそう言った途と端たん、

「ちょっと待て！」

「それ、返せッ!!」

　田坂と近藤が口々に叫さけびながら背後から駆かけ寄ってくる気配がした。

「今さらジタバタするな。見苦しい」

　繁樹が振ふり向く前に、三池がさっと前に出て、甘さの欠片かけらもない低い声で言った。

「この話を受けた時点でリスクは承知していただろう？　してなかったら、ただの間ま抜ぬけだ」

　冷ややかに鼻で笑う。

「知るか！　どけ」

　カッとしたふたりが、三池につかみかかっていく。

（やべっ）

　ふたりがかりはまずい。

　加勢すべきかと、繁樹が迷っている間に、あっさり決着はついていた。

「イテェ！　は、離はなせよ」

　三池が、つかみかかってきた田坂の腕うでを逆手にねじり上げ、もう片方の肘ひじで近藤の側頭部を殴なぐったのだ。

　まさにあっという間の出来事。

（……うわっ、マジでノビてるよ）

　さして力を入れているようには見えなかったのに、肘打ちをくらった近藤は声もあげずに床ゆかに倒たおれ、ピクリとも動かない。

　ちょっと心配になって顔を覗のぞき込んだら、「大だい丈じよう夫ぶ、気を失ってるだけです」と三池に声をかけられた。

「さすがに、ふたり相手だと片方は一いち撃げきでやっとかないと面めん倒どうですからね」

「あ、そ」

（計算尽ずくかよ）

　油断のならない奴だと、しみじみ思う。

「そいつ、放してやってくれよ」

　繁樹は、腕を決められたまま呻うめいている田坂がさすがに気の毒になった。

「あなたがそうおっしゃるのなら」

　三池があっさり手を離す。

「おい、田坂。この紙コップは俺が始末しとくから安心しろ。あとな、渡わたされたクスリがまだ残ってるんなら確実に処分しとけよ。金も絶対に受け取るな。もしももう受け取ってるなら、全額返せ。もしこの先、あいつらからコンタクトがあっても二度と話を聞くな。でないとマジで取り返しのつかないことになるぞ。──俺からそう指示されたと、あいつらには言っとけ」

　わかったか？　と確認すると、田坂はねじられていた腕をさすりながら、繁樹の目を見ないままで気まずそうに頷うなずいた。

（……こいつは駄だ目めだな）

　たぶん、今度のことも自分がヘマをしたとは思っていないだろう。

　繁樹と関わったのが自分の不幸で、東条のお家いえ騒そう動どうに巻き込まれただけだとでも思っていそうな顔をしている。

（もう金こん輪りん際ざい関わるのはやめよう）

　篠崎がプロになる決意をしたのなら、思い出作りにバンドの解散式などする必要もない。

　こういう事態になってしまっては、それがなによりお互たがいのためだ。

「三池、ドア」

　開けろともう一度頼むと、三池が胡う散さん臭くさい笑みを浮うかべて手を差し出してきた。

「それ、片方渡せば自分で開けられますよ」

「渡さない」

　繁樹はきっぱり断った。

「あなたが彼らを庇かばう必要はないと思いますが」

「おまえに指示される覚えはないな。それに、これを渡さないのは自分のためだ」

「どうしてです？」

「これには俺の指紋もべったりついてる。なにに使われるかわかったもんじゃないからな」

「私が信用できませんか？」

「もちろん」

　深く頷くと、三池の顔から胡散臭い笑みが消え、微かに不満そうな顔になる。

「それを飲まずに済んだのは誰のお陰かげです？」

「おまえのお陰だな。──でも、信用はしない」

　この件で信用させておいて、違ちがうなにかで足元をすくう算段をしているかもしれない。

　助けてもらったからといって、油断する気にはなれない。

「あなたは頑がん固こだな」

　肩かたをすくめ大おお袈げ裟さにため息をつきながら、三池は諦あきらめたように扉を開いた。







　紙コップを処分してから、三池と共に貸しスタジオから出た。

　車で来ているので送りますよと言われて、少し考えて頷いた。

　いま三池から目を離すと、こっそり紙コップを拾いに戻もどるか、田坂達を脅おどしにかかりそうな嫌いやな予感がしたのだ。

「……あ、忘れた」

　車が走り出してすぐ、繁樹は思わず呟つぶやいた。

「どうかなさいましたか？」

「ベース、また置き忘れてきた」

　取りに戻りますかと聞かれて、首を横に振る。

「もうつかわねぇから」

　二度と弾ひくことはないから、後で電話をかけて可能なら向こうで処分してもらおう。

　それより今は気になることがある。

「──なあ、三池」

「はい。なんでしょう」

「今日は随ずい分ぶんと良いタイミングだったな」

「そうでもないと思いますけどね」

「なんで？」

「私としては、あなたがクスリでラリッてるところに颯さつ爽そうと現れてお助けしたかったんですよ。タイミングを見はからって現れたつもりだったのに、あなたがピンピンしてたので少々がっかりしました」

「……イヤな奴」

　実際、最初に渡されたアイスコーヒーに口をつけていたら、下手をすると三池を喜ばせる展開になっていたかもしれない。

（爺じいさんに感謝だな）

　それはそれで、少々面おも白しろくないが……。

「まさか、それがしたくてこんな茶番劇をお膳ぜん立だてしたわけじゃないよな？」

「おや、私が今回の件を計画したと思ってらっしゃるのですか？」

　意外だと言わんばかりに、三池が肩をすくめる。

「そうなんだろ？」

「違ちがいますよ。計画を知ることができる立場にいるだけです」

「斎藤に尻尾しつぽ振ってか？」

「私が専務の秘書をしているのをご存じでしたか……。兄上に聞かれたんですか？」

「見た。……ってか、聞いた。この間のパーティーのときに化け粧しよう室で」

「あそこで？」

　運転する三池の横顔が、軽く歪ゆがむ。

「たまたまあそこにいたんだ。斎藤に会いたくなかったから一番奥の個室に隠かくれてたけどな」

「誰もいなかったと思ったのですが」

（確認してたのか……）

　やっぱり油断ならない。

「タイミングが悪くてドア閉め損ねたんだ。で、全部聞いた。──残念ながら、爺さんの夏なつ風邪かぜは仮病だ。ずっとピンピンしてるし、惚ぼける兆ちよう候こうも一いつ切さいない」

「言われなくても気づいてましたよ。なにしろ私は、あなたの兄上と一いつ緒しよに働いてるんですから……」

　そう言われて、そういやそうかと気づく。

　春希は、祖父の仮病のせいで早退までしたのだ。

　同どう僚りようである三池がそのことを知らないわけはないし、春希と祖父の性格を知っていれば、ある程度は予測できていたかもしれない。

「ってことは、斎藤のことも騙だましてやがるんだな。……あっちにもこっちにもすり寄るような真似まねして、いったいなにが楽しいんだよ」

「楽しみでやってるわけじゃないです。すべてはあなたのためなんですから」

「噓うそつけ」

「噓じゃありませんよ。あなたにだけは噓は言わないとずっと言っているでしょう」

「……俺は、信じないと言ってる」

　なんと言われようと、信じるのは無理だ。

　平気で噓をつく二枚舌と胡散臭い微笑ほほえみの持ち主を信じることなんかできない。

　無む駄だに期待して手を伸のばして、払はらい除のけられるのはもうごめんだ。

「頑固ですね」

　三池がため息をつく。

　と、ほぼ同時に、繁樹の携けい帯たいが鳴った。

　表示をみると篠崎からで、繁樹は迷わずに通話ボタンを押した。

「よう、契けい約やくしたんだって？」

　開口一番、繁樹が聞くと、

『……田坂達に聞いたのか？』

　東条には内ない緒しよにしろって言っといたのに……と、篠崎が不ふ機き嫌げんそうな声になった。

「ああ。ついでに縁えんも切ってきたところだ」

『そうか……。ま、仕方ないか』

「ああ、仕方ない。なんで俺には教えてくれなかったんだ？　おまえから直接聞きたかったな」

『悪い。契約済ませてから言おうと思ってたんだよ。そのほうがびっくりするだろうと思ったからさ』

　田坂達に先に言ったのは、契約する前にもめ事を片づけてすっきりしておきたかったからだと篠崎が言う。

『その点、東条は単純に喜んでくれると思ってたからさ。──だろ？』

「だな。良い選せん択たくだと思う。よく決心したな」

『俺の歌に価値があるって言ってくれただろう？　あれで決めたんだ』

「……そっか」

　おめでとう、とあらためて言うと、ありがとうと嬉うれしそうな声が聞こえた。

（……ん？）

　通話しながら、何なに気げなく眺ながめていた車窓の風景が見覚えのあるものに変わった。

（これ、三池のマンションに行く道じゃねぇか……）

　ここで、返せ戻せと暴れるのもみっともない。

　微かすかな不安を感じながらも、繁樹は仕方ないと諦めて篠崎との会話で気分を紛まぎらわせた。







『そういや、「早く来い」ってあのメール、なんだったんだ？』

　通話を切る間際、篠崎にそう聞かれて、「悪い、間ま違ちがいメールだ」と繁樹は答えた。

　ちなみに、もうひとりのバンドのメンバーである畠は、篠崎のバックとして契約したのだと聞かされた。

　ふたりとも大学を中退して、これからはプロとして活動するための準備期間に入るとか。

（きっと、田坂達にはできなかっただろうな）

　苦労して入った大学を中退するだなんて、彼らには到とう底てい無理な選択だ。

　新しい道に進むためにリスクが伴ともなうこともあるってことも理解できない。

　篠崎もそれがわかっていたから、彼らに早々に三み行くだり半はんを渡わたしたんだろう。

　そして三行半を渡されたことで、彼らは専務派の誘ゆう惑わくに乗った。

　波は紋もんのように広がっていく反応。

　だが、自分をしっかり持ってさえいれば、彼らだっていたずらに気持ちを揺ゆさぶられることもなかったはずだった。

（自業自得だ）

　それでも、事件を未然に防げたことは良かったと思う。

　自分にとっても、彼らにとっても……。

「──降りてください」

　助手席のドアが、三池の手で外から開けられた。

　三池のマンションの地下駐ちゆう車しや場についてから、ただ黙だまって前を向いていた繁樹はため息をひとつ。

（イヤだって言うと、力ずくで引きずり出されそうだな）

　それはいくらなんでもみっともない。

　仕方なく車を降りた。

　三池の部屋につくと、なにか飲みますかと聞かれて首を横に振ふる。

「良いから、さっさと用件済ませろよ。話があるのか？　それとも一発やりてぇのか？」

　ソファにふんぞり返って座り、半ば投げやりな気分でそう言うと、三池は露ろ骨こつに不機嫌な顔になった。

「そういう態度は感心しませんね」

「お互たがいさまだろ。俺だって、あんたのその胡う散さん臭くさい態度が気に入らないしさ」

「では、私が素すの状態で話をしたら聞いてくれますか？」

「別にそのままだって聞くことは聞くさ。──信じないけどな」

「……本当に頑がん固こですね」

　いったんキッチンに消えた三池が、瓶びんビールを持って戻もどってくる。

　ほら、と、ぞんざいな調子で投げて寄こされて、繁樹は慌あわててビールを受け止めた。

「飲めよ。で、腹を割って話そう」

　目の前に座った三池が、完全に笑みを消した顔で言う。

（……この顔だ）

　昔、憧あこがれたのは……。

　鋭するどさを感じさせる強い視線と甘さのない口元、一いつ匹ぴき狼おおかみ風のその容よう貌ぼう。

　でも今さらその顔を見せられても、もう手て遅おくれだ。

　二枚舌の胡散臭い笑顔を見てしまった後では……。

　繁樹は瓶ビールのプルトップを開け、一口飲んでから言った。

「腹を割って話すって？　で、それがあんたの本心だって保証がどこにあるってんだ？」

「保証なんてあるわけないだろう。本心かどうかを知っているのは俺だけで、信じるかどうかはおまえ次第だ」

「だったら、話す意味はないよな。あんたみたいな二枚舌、俺は信じないと決めてるんだから。──だいたい、あんた、とっくに俺に噓ついてるじゃねぇか」

「いつのことだ？」

「どんな仕事をしてるかって聞いたとき、内部の仕事をしてるって言っただろ？　斎藤の秘書をしてるなんて、一言も言わなかった」

「イレギュラーな仕事はしてるとは言ったぞ。そもそも、これだってすべておまえのためだ。専務派がアレコレ裏で画策してるのを探るために、邪じや魔まだった秘書室の社員をひとり会社から追い出したり、振りたくもない尻尾しつぽ振ったり……。こっちだって色々大変なんだからな」

「頼たのんでねぇよ。……ってか、秘書室の人間追い出したって……。それ、アニキを売ろうとした奴のことか？」

「ああ、そうだ」

「それもあんたが裏で糸引いてたのか……。よりによって、アニキにまで変な役振りやがって……」

　平井が居合わせてくれなければ、春希は取引会社の重役に娼しよう婦ふ役として引き渡されるところだったのだ。

　許せることじゃない。

　繁樹がギッと睨にらみつけると、「違ちがう違ちがう」と三池は手をヒラヒラさせた。

「そこには絡からんでない。あの事件の後、そいつがまだしつこく会社に残るつもりで居たようだから、少々陰で脅おどして追い出してやっただけだ」

「……ホントかよ」

「本当だ。……まあ、あいつが専務派として動いてるのは知ってたから、あと三ヶ月ぐらい動きがなかったら、こっちから罠わなにかけてやるつもりだったがな。その場合、あのお花畑の住人をエサとして使う予定だったが、東条の血筋だと公表された今となってはそれも厳しかったか」

　実行してないんだから怒おこるな、と三池がぬけぬけと言う。

（考えてはいたのか）

　やっぱり油断ならない。

「アニキはあんたの手て駒ごまじゃねぇぞ。二度と利用しようとするなよ」

「はいはい。おまえがそう言うのなら従うさ」

　三池が嫌味ったらしい仕草で肩かたをすくめる。

「とにかくだ。専務の秘書をやってるのは、あいつらの計画を把は握あくする必要があったからだ。そのお陰で、あれやこれや忠告もできた。……俺が忠告してなかったら、おまえ絶対にそこらの女を拾い食いしてただろ？」

「してた……かも。田坂達にセッティングされた合コンって、やっぱそうだったのか？」

「ああ。忠告してたとはいえ、携けい帯たいに出たときはホッとしたよ。今回の件はさすがにひとりじゃ無理だろうと思って出向いたが……。──俺がおまえを助けるために動いてたってことは認めるか？」

「…………認める」

　繁樹は憮然として頷く。

「よし。だったら、俺を信じるな」

「無理」

　これには、憮然としたままで首を横に振った。

　返事を聞いた三池が、ピクッと眉まゆを動かした。

「この臆おく病びよう者が」

　三池の言葉に、繁樹はゆっくり目を眇すがめた。

「誰だれに言ってんだ、それ？」

「おまえに言ってる。……前に、率直な人間が好きだと言ったな？」

「言った。それがどうした」

「それこそ、臆病者の証しよう拠こだ。最初から裏表のない奴ばかりを信用してりゃ、裏切られて傷つくこともないからな」

　痛いところを突つかれて、繁樹は反論の言葉を見失った。

（…………くそっ）

　どこか素そっ気けないながらもにこやかだった両親に対してはいつもどこか緊きん張ちようして接していたのに、顔を合わせる度たびにガミガミと口うるさい祖父に対しては気安く対応できている。

　笑顔の裏に器用に隠かくされた冷たさと、攻こう撃げきの合間にかいま見える不器用な温かさ。

　伸のばした手を母親に冷たく払はらい除のけられたあの日から、自分はずっと裏切られる痛みに怯おびえているのかもしれない。

「でもな、そういう馬ば鹿か正直な人間は、正直だからこそ不器用な生き方しかできないんだ。この先、おまえが生きていくことになる世界は、不器用な奴は足元をすくわれて生き残れないところだ。おまえだって、それぐらいわかってんだろ？」

「……わかってる」

「俺はそういうところでおまえが生きていきやすいよう準備を整えてやってるんだ。そのためなら噓うそもつくし騙だましもする。そうしなきゃ話が進まないからな。──理解できるか？」

「……できる」

「だったら、信じるな？」

「無理」

「どうしてそう頑がん固こなんだ」

　三池は手に持っていた瓶ビールを飲み干すと、ガンッとテーブルに置いた。

「俺ぐらいおまえのことを考えてやってる奴は居ないぞ。なんでそれがわからない？」

「わかるもんか。……表情ひとつ変えずに人を騙すことができるあんたが、俺に同じことをしないって保証はどこにもないんだ！」

「当然だ。俺には保証書なんかついてないからな。いいか、おまえに必要なのは保証じゃなく、覚かく悟ごだ。──いつまでもガキっぽくぐずってないで、リスク承知で人を信じる覚悟を持て」

　身を乗り出した三池にまっすぐ見つめられて、繁樹はたまらず視線をそらした。

「……無理だ」

　本当は信じたい。

　斎藤に秘書としてすり寄っていたのも自分のためだったと言われて、本当は嬉うれしかった。

　でも、信じ切れない。

　恋こいをした相手に信じろと言われたからといって、無条件ではいと頷くわけにはいかない。

（それこそ、立場が違う）

　繁樹には、春希のように恋故ゆえに絶対の信しん頼らいを相手に向けるような真似まねはできない。

　それをするには、この男は危険過ぎる。

　いずれ繁樹が背負うことになる東条という大だい企き業ぎようにとって、この二枚舌の胡散臭い男が癌がん細さい胞ぼうにならないという保証はない。

　だから、信じることはできない。

「信じるには、あんた、わかりにくすぎるんだよ。……それに、なんでそんなに俺に入れこんでんのか、その理由が見えない」

「言っただろう？　おまえが気に入ったんだ」

「それだけの理由で人生懸かけるって？　そんな馬鹿な話あるもんか」

　はじめて会った日から、繁樹と共に生きることが生きる目的になったと三池は言った。

　東条は自分の物だと言い切る繁樹の姿が新しん鮮せんだった、目的に縛しばられて生きるのも悪くないと……。

　だが、その程度の理由で人生を本当に懸けられるものだろうか？

　たとえば、繁樹は篠崎の歌を気に入っている。

　あれはホンモノだと思ってるし、歌わせるための協力も惜おしまなかった。

　でも人生を懸ける気にはなれない。

　気に入っただけでは、人生は懸けられない。

　人生を懸けるには、なにかもっと確かな思い入れが必要だろうと思うのだ。

「……馬鹿な話か」

　三池はソファに背を預け、天てん井じようを仰あおいだ。

「まあ、確かに馬鹿な話だな。……本人は真しん剣けんでも、傍はたから見たらこれは喜劇だ」

「……喜劇？」

　どこかで聞いたフレーズだった。

「そっか、あのときの……」

　春希に対する独どく占せん欲よくを隠さない平井の行動を呆あきれた繁樹に、三池が言ったのだ。

　本人は真剣でも、恋れん愛あいなんて傍から見ると喜劇だと……。

「覚えてたか……。俺の顔は忘れてやがったくせに、妙みようなとこ記き憶おく力良いんだな」

「……でもあんた、確か俺に対する気持ちは、恋愛事とはニュアンスが違うっても言ったよな」

「確かに言ったな。そういう風に自分の気持ちを方向づけしておかないと、いずれ刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こしかねなかったからな」

「刃傷沙汰？」

　それも、聞いたフレーズだ。

　春希みたいなタイプは恋こい人びとに対する誠実さを美徳だと思っているから、下手にちょっかいを出すと刃傷沙汰になりかねないと……。

「ってことは……。──あんた、やっぱり俺に惚ほれてんの？」

　繁樹が半信半疑で問いただすと、三池はひどく嫌そうな顔をした。

「……最初のうちだけな」

「どういうことだ？」

「確かに六年前、おまえに一ひと目め惚ぼれした。……でも、それはもう止やめた」

「わけわかんねぇ」

　はっきりそう言ってくれれば、まだ信じられるかもしれないのに……。

「俺にとっちゃ、おまえに惚れたのは天災みたいなもんだったんだよ。──東条は自分のものだと宣言するガキに惚れて、で、どうするって？　馬鹿なガキひとり騙して手に入れるなんざ簡単だったさ。でもな、そうやって東条から引ひき離はなせば、あの日のあの目の輝かがやきは失われちまうだろうが」

　それじゃ意味がないと、三池が言う。

（……馬鹿なガキって）

　失礼な奴だと思いながらも、なんだか少し鼓こ動どうが速くなる。

「でも、これは喜劇なんだろ？」

　まだ恋が続いているのだと言って欲しくて、繁樹は言葉の先を急せかした。

「俺にとってはな」

　気が変わらない自分にうんざりすると、三池はまたひどく嫌いやそうな顔をした。

「安心しろ。おまえにこの感情を押しつけるつもりはない。……いずれ東条を手に入れることになるおまえの心を手に入れたところで、先はないんだ。どっかの女とおまえを共有するのはごめんだ。嫉しつ妬とのあまり、うっかりどっちかを殺してもまずいしな」

「女？　なんだそれ」

「おまえ、いずれ結けつ婚こんするだろう？」

「結婚って、そんな先のこと……考えたこともねぇよ」

「自分じゃ考えなくても周りが考えるさ。東条にとって都合の良い相手との縁えん談だんをな」

「……政略結婚？」

「トップともなれば、それも仕事のうちだろう。だから俺は、おまえを手に入れるのを諦あきらめたんだ。──その代わり、この人生をおまえのために使ってやることにした」

「俺と一いつ緒しよに生きるために？」

「ああ。見返りは求めない。無条件でおまえに尽つくしてやる。おまえにとってはかなり都合のいい話だろう？」

　だからそろそろ信じると言え、と三池が迫せまる。

「……あっきれた」

　繁樹は、なんだか急に馬ば鹿からしくなって深く息を吐はいた。

　人のことを馬鹿なガキと言ってくれたが、むしろ馬鹿なのは三池のほうなんじゃないか？

　その馬鹿なガキのためだけに、六年もの月日を費やしてきたというのだから……。

　しかも、そこまでやっておきながら肝心のガキを手に入れようとはせず、逆に自分を押し売りしようとしている。

　馬鹿なガキの人生を損なわない為には、これしかないのだとひとりで勝手に考えて……。

「見えないし、わからない奴だと思ってたけど当然だな。そんな面めん倒どう臭くさいこと考えてたんじゃ」

　とてもじゃないが、これは繁樹の想像の範囲外だ。

　執念深いというか、一途というか……。

（まあ、悪い気はしねぇけど……）

　確かに、恋愛なんて傍から見たら喜劇だ。

　これが人事だったらなんて馬鹿な話だと腹を抱えて笑えただろうに、今の繁樹にはどうしたって笑えない。

　嬉しいと、ついつい思えてしまうから……。

「面倒臭くて悪かったな。こっちは六年もこの感情を捨てきれずにずるずる引きずって来たんだ。面倒臭くもなる。──おまえをどうしても諦められなかったから仕方なく東条で足場を固めて、それもいい加減馬鹿らしくなってきた頃ころにノコノコ顔を出しやがって……。六年で普ふ通つうのガキに成り下がってりゃ良かったのに、おまえはちっとも変わってない。しかも尻しり軽がるで、あっさり誘さそいにのりやがるし……」

　こっちの気も知らないで……と、三池がやけにふてくされた顔で言った。

（天災……か）

　ふてくされる三池の顔は妙に愛あい嬌きようがあって、なんだか可愛かわいく見える。

　確かに恋れん愛あい沙汰なんて、天災みたいなものかもしれない。

　春希のときなんか、まさにそうだった。

　目の前にいきなり突つきつけられて、どかんと大ダメージを与あたえられて……。

（でも、こっちは違ちがいそうだ）

　思いが通じさえすれば、それはいずれ天てん恵けいにだって変わるかもしれない。

　ただし、取とり扱あつかいには苦労させられそうだが……。

「……俺、政略結婚なんかする気ねぇよ」

「そんなことを言うのはおまえがガキで世間が見えてない証しよう拠こだ。東条の内部に入ったら、そんなこと言えなくなる」

「言うさ。──親父みたいになるのはごめんだって」

　政略結婚の挙げ句冷たい家庭を作って、愛人とコソコソ会っている最さい中ちゆうに事故死した。

　若くして死んだ彼の人生を、幸せなものだったと評する者は誰だれひとりいない。

　そんな人生ならいらない。

　それは繁樹にとって価値のある生き方じゃない。

「ずっとそう思ってた。確かに俺は軽いほうで、あっちこっちの女と遊んできたけど特定の恋人は作ったことはねぇんだ。……裏切られても良いと思えるぐらい惚れた相手が現れるまでは、遊びの相手だけで間に合わすつもりでいたからさ」

　繁樹の言葉に、三池がピクリと眉まゆを動かす。

「だが、家を継けい続ぞくしていくための子供は必要だろう？」

「そのためだけに子供を作ったら、それこそ親父の二にの舞まいだ。俺は、俺みたいに親に失望するようなガキはつくりたくない」

　跡あと継つぎなら血族から出来の良いのをもらってくればいいだけだと繁樹が宣言すると、ソファから立ち上がった三池が目の前まで来た。

「じゃあ、人生の伴はん侶りよが女である必要はないんだな？」

「だな。──俺の気を変えたいんならさ、まわりくどいこと考えてねぇでストレートに口説いてみろよ」

　繁樹が挑ちよう発はつすると、三池はニヤリと不ふ遜そんに笑った。

「よし。じゃあ、俺をおまえの恋人にしろ。──俺はおまえを決して裏切らない。一生かけて愛してやる」

　その言葉を聞いた途と端たん、身体からだがふっと柔やわらかくなったような感覚があった。

　無理、と直前ではじき返すことなく、言葉がすうっと染しみ込んでくる。

　これが、自分が一番聞きたかった言葉なのだと、すんなり実感できた。

　この言葉をいま抱だきしめるためならば、裏切られるかもしれないという不安さえ乗り越こえていける。だが……。

（……そう簡単に頷うなずいてやるかっての）

　わかりにくい態度に惑まどわされてダメージを受けたぶんの仕返しをしたいし、なによりもこの男はとにかく油断ならない。

　この先、旦だん那な気取りでふんぞり返られるのは真っ平だから、上下関係ははっきりさせとかないと……。

　上から見下ろして偉えらそうに言う三池の態度に、繁樹はとりあえず目を眇すがめた。

「愛してやるって……？　その押しつけがましい態度、どうにかなんねぇの？」

「気に入らないか？……だったら」

　三池は、すっと目の前にひざまずいた。

「私のすべてをかけて、あなたに一生お仕えすると誓ちかいます。どうか、私を信じてください」

　低く甘い声で囁ささやくように告げて、繁樹の手を取り、その甲こうに口づける。

「うわっ」

　繁樹はぞわっと全身に鳥とり肌はだを立てた。

「その胡う散さん臭くさいのやめろって」

　にっこりとノーブルに微笑ほほえみかけてくる三池の足を、繁樹は軽く蹴けった。

「騙だまされてるみたいでイヤだって言っただろ？」

「そうおっしゃらずに。これは、あなたの役に立つためだけに六年もかけて作りあげた顔なんですから……。私の思いの深さと思って、是ぜ非ひとも受け入れていただきたい」

「……ちょっと難しいかな」

「おや。『無理』から格上げですか？」

「まあな。……その胡散臭い笑い方は苦手だけどさ、その声は嫌きらいじゃない」

「声？」

「ああ。低くて甘くて……耳元で囁かれると、けっこうクル」

「なるほど。それはいいことを聞きました」

　腰こしを浮うかせた三池が、耳元に唇くちびるを寄せてくる。

「では、この声をもっと堪たん能のうしてみませんか？　できれば、この先はベッドで。私の愛の深さを、その心にも身体にもわからせて差し上げますよ」

　繁樹は、フンと顎あごを上げて威い張ばった。

「……とりあえず、試してやっても良いかな」

「とりあえずですか？　それは手て強ごわい」

　笑みを含ふくんだ甘く低い声が耳元で囁く。

　ぞわっと来た繁樹がたまらずに首をすくめると同時に、唇の端はしのほうから、しっとりと唇が押し当あてられていった。







　ベッドの上、ぐいっと肩かたを押され、俯うつぶせにされそうになる。

「ちょ……まて」

　上がりかけた息を抑えながら、繁樹は軽くずり上がってベッドに上半身を起こした。

「それ、イヤだ」

「後ろを使うのはお嫌いやですか？　この間は随ずい分ぶんと喜んでたじゃないですか。女と寝ねる気が起きなくなるぐらい良くして差し上げますから、そう怯おびえずに私に身体を預けてください」

「怯えてねぇよ」

　嫌なのは、俯せにされて後ろを舐なめられることだ。

　この間は、なんだかんだでずるずると三池の好きにされてしまったが、さすがに今回は主導権を握にぎっておきたいし……。

「こないだのでやり方は覚えたし、今回は俺が好きなようにするからおまえはじっとしてろ」

　逆に肩を押し、倒たおれた三池にまたがると、三池は嬉うれしそうににや～っと笑う。

「これはこれは、素晴らしく良い眺ながめですね」

　その下げ卑びた笑いに、繁樹はカッときた。

「見るな。目ぇつぶってろ。おまえはただ勃たたせてりゃ良いんだよ」

　我ながら馬ば鹿かなこと言ってるなと思うが、条件反射的に口が勝手に動く。

「いくらなんでも、そんな無茶な」

　三池は苦笑しながら、繁樹の太ふと股ももをするっと撫なで上げていく。

　その手は、繁樹の尻しりで止まった。

「私にじっとしてろって言うからには、ここもひとりでほぐされるってことですか？」

　できるんですか？　と小馬鹿にしたような口調で言われて、今度はかっちーんときた。

「できるさ」

　おもむろに指を舐め、突っ込もうとしたが、入り口にちょっとめり込ませたところで三池の手に止められた。

「そんな、色気のない」

「うるせぇ。目ぇつぶれって言っただろ」

「目を瞑つぶった状態でずっと勃たせてろって言うんですか。少々無理がありますよ。──繁樹さまが口か手で刺し激げきしてくださるのなら別ですが……」

「……口って……」

（無理）

　回数を重ねていけば、その程度のこと朝飯前になる予感はあるが、今はまだ無理だ。

「わかった。目は開けてて良い」

「どうも。──ああ、それとこれを使ってください」

　三池は手を伸のばし、ベッド脇わきのテーブルの小さな引き出しからジェルの小こ瓶びんを取り出した。

「覚えてるでしょう？　この間も使ったし……。唾だ液えきより、こっちのほうが乾かわかないし滑ぬめりも良くて身体に負担がかかりません」

　繁樹は手の平でジェルを受け取った。

　指に搦からめ捕とり、そのまま手を伸ばして後ろへ。

「……ん……」

　ぬめりがあるせいか、さっきとは違ちがってほとんど引っかかることなくずるっと入って、ちょっとびっくりした。

「入りましたか？　だったら、ゆっくり広げて……。前に私がしたように」

　いちいち指示されるのは面おも白しろくないが、ここまで来てやいのやいの言っても仕方ないと言われるままに指を動かした。

「どうです？　良くなってきましたか？」

「……あんまり」

　この前良かったところも指の腹で擦こすってみたが、ちょっと良いだけで劇的な変化はない。

「回数を重ねれば、自分で良くなる術すべも自然に覚えるんでしょうけどね。まだ、無理ですか」

　仕方ないなと、三池の手が後ろに入れている繁樹の手の甲に添そえられる。

「……わ、ちょっ……」

　そのまま、ぐっと手を押されて、ずるっと中で指が動く。

　その途と端たん、覚えのある感覚が内側にじんわりと広がり、ぞわっと肌はだが粟あわ立だった。

（な……んで……？）

　さっきまでは感じなかったのに……。

　そのまま何度も手を動かされる。

　その度たびに中で動く指は痺しびれるような甘い感覚を呼び覚ましていった。

（しごかれんのと一いつ緒しよか）

　自分で擦こすり上げるより、人の手でされたほうがずっと気持ち良い。

　それと同じように、三池の手が添えられたことで、中の指が他人のもののように感じられるのかも……と、ゾクゾクくる甘さに背筋を震ふるわせながら思う。

「良いみたいですね。こっちも、溢あふれてきた」

　もう片方の手で前を握られ、ぬるりと擦り上げられる。

「あ……っ……」

　ぞくぞくっときて、繁樹は思わず前まえ屈かがみになった。

　三池の胸の上で、何度も熱く浅い呼吸を繰くり返し、すぐにも達いきそうになる身体からだを必死で静めた。

「一度、手で達かせてあげましょうか？　それとも、続きをしますか？」

　耳元で甘く低い声が囁ささやく。

　同時に、ぐぐっと後ろに入れた指を動かされて、ぶるっと身体が震えた。

「んっ……っ……続け…る」

　負まけず嫌ぎらいな繁樹は、必死で達きたい衝しよう動どうを堪こらえた。

「だったら、これ──」

　つけてください、とさっきの引き出しに手を伸ばした三池が、コンドームの袋ふくろを繁樹の目の前にぶら下げた。

「……お…れが？」

「私にですよ。準備もせずに中出しは少々まずいので……。この間も使ったんですよ」

　覚えてないんですか？　と聞かれて、繁樹は首を横に振ふった。

「覚えてる。……つーか、おまえ、やたらと準備良いな。しょっちゅう誰かを引っ張り込んでるだろ？」

「もちろん。健康な成人男性ですから、遊び相手はそれなりに……」

　三池が胡う散さん臭くさい笑みを浮かべて、ぬけぬけと言う。

　繁樹が思わずムッとして、その反応を見た三池はニヤリと嫌な感じに笑う。

「ああ、でも、あなたが私を自分の物にしてくださると約束してくれるなら、遊びの相手はすべて切りますよ」

（くそっ、完全に表情を読んでやがる）

　悔くやしいが、表情を隠かくせない自分の未熟さを恨うらむしかない。

「……ホントか？」

「はい。あなたに噓うそは申しません」

　どうします？　と聞かれたが、繁樹は返事を保留にすることにした。

「とりあえず試してみてからだ。……それ、自分でつけろよ」

「おやおや？　私はただ勃たせてれば良いんじゃなかったんでしたっけ？」

　嫌味ったらしい口調にかっちーんときて、むんずと袋を奪うばい取った。

「つけりゃいいんだろ。つけりゃ」

　無造作に袋を破り、今までなんとなく直視できずにいたそれに視線を落とした途端、ちょっと手が止まる。

（うわっ、でけぇ。……こんなん入るのか？）

　ついびびる自分がまたしても悔しい。

　だが、ここで躊ちゆう躇ちよしているとまた三池にからかわれるだけだ。

　この間は入ったんだからなんとかなると自分を鼓こ舞ぶしつつ、パパッとコンドームを被かぶせて、念のためにジェルも塗ぬる。

　腰こしを浮うかせた繁樹は、それに手を添えて後ろに当て、ぐぐっと体重をかけた。

「ストップ」

　三池の手が、腰をつかんで止めた。

「いきなりは無茶です。ゆっくり、焦あせらずに慣らしながら……。……そう、そんな感じ」

「……ん…………くっ……」

　腰をつかむ三池の手に導かれるまま、ゆっくりと身体を落としていく。

（……すご…く…熱い）

　肉を擦り上げながら、熱いモノが、ゆっくり身体を押し広げていく。

　やっぱりちょっと無理があったのか、この間はほとんど感じなかった辛つらさを身体は感じているが、心は全然楽だ。

　心配した、なんでこんなこと……と後こう悔かいしながらの行こう為いじゃなく、今のこれは自分で望んだことだから……。

「ぜんぶ……入った？」

　後ろに手を伸ばし、触ふれて確かめてみる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　大丈夫なら、馴な染じむのを待ってからゆっくり動いてみてください。この間、良かったところを思い出しながら……」

「ん……わかった」

　言われるまま、ゆっくり動いてみる。

　目を閉じて記き憶おくを辿たどりながら、良いところを探さがしながら、腰をゆっくり浮かしてまた落とす。

　その度に擦り上げられる肉が、じんわりと快感に甘く痺れる。

「あ……あ………はっ……」

（……止まら……ない）

　ゆっくりしようと思ってるのに、擦り上げられる快感を喜ぶ身体が勝手に動く。

　下腹が熱くなって、ひきつった。

「──先走りが凄すごい」

　三池の指が、熱を溜ため込んだ前に絡みつく。

「あ……ちょっ……それ駄だ目め……」

　先せん端たんを強くほじるようにぬるぬるっとされて、ざわっと全身の肌が粟立った。

「ああ、中も良い反応だ。貪どん欲よくに収縮して喰くいついてくる」

　素晴らしいですよ、と甘く低い声に囁かれ、それだけで達きそうになる。

　たまらずに、繁樹は三池の胸に倒たおれ込んだ。

「感じすぎて……変に……なりそ……」

　少し休もうとしたつもりだったのに、ガシッと腰をつかまれて、ふっと身体が浮いた。

「──え？」

　気がつくと、ベッドに横たえられていて、三池の顔が目の前にある。

「くそ、たまらないな。──可愛かわいいこと言いやがって」

　甘さがなくなった声で言うと、三池はべろっと舌なめずりするように自分の唇くちびるを舐なめた。

　いきなり態度を豹ひよう変へんさせた三池に、繁樹はギョッとする。

「可愛い!?　ちょ、あんた、キャラ、変わってるぞ」

　可愛いなんて言われたのは、小学校低学年以来。

　ちっとも嬉うれしくないし、それ以上に目の前の男の物ぶつ騒そうな顔が怖こわい。

「胡散臭いほうで通すんじゃなかったのかよ？」

　このシチュエーションだったら、嫌いや味みだったりからかわれたりするほうがまだましだ。

「そのつもりだったが無理だ。惚ほれた相手にしなだれかかられちゃ理性も飛ぶって……」

　おまえが悪いんだぞ、と理り不ふ尽じんなことを言われて、繁樹はムッとした。

　馬ば鹿か言うなと文句を言おうとしたが、その前に嚙かみつくようにキスされて強引に言葉を奪い取られた。




「……あ……あっ……んあっ……」

　強く押し広げられた足の間、三池が激しく腰を使う。

　貫つらぬかれたまま、何度も何度も吐精した。

　あまりにも良すぎてすっかり力が抜ぬけた身体を、三池は軽々と操り体位を変えて嬉き々きとして攻せめてくる。

　揺ゆさぶり上げられる度たびに、絶え間なく迫せり上がってくる激しい快感に眩暈めまいまでして、もう目を開けていることもできない。

　どろどろに溶とけてしまいそうなほどに身体が熱くて、吐く息さえ熱い。

　一度熱を放てば楽になれるかもと、繁樹は夢中になって両手で自分のモノを扱しごいた。

「……んっ……ふ」

　が、ひくつくものからは、トロトロと雫しずくが溢あふれるばかり……。

「もぉ……無理……でない」

　早く終わらせろ、と眩暈を堪こらえて目を開けた。

　三池を睨にらんだが、「もう少しつき合え」と余よ裕ゆうの態度。

「この程度で音をあげるなよ。若い癖くせに弱いな」

（この程度？）

　小馬鹿にした口調にかっちーんと来たが、文句を言う気力さえ残ってない。

（俺は弱くねぇ！　おまえが変なんだっ！）

　遊び友達と一晩で何回やったことがあるかって馬鹿話で盛り上がったときはいつだってトップだったし、それなりにテクもあるから遊び相手にも事欠かなかったのだ。

　それなのに……。

（なんで、こんな……）

　激しい快感に晒さらされ続けた身体からだだけじゃなく、精神までこれ以上は無理だと疲つかれ切って悲鳴をあげている。

　良すぎて良すぎて、逆に毒になる。

「三池ぇ……も、無理」

　死ぬ……と呟つぶやいた途と端たん、中で動いていたモノが、ぐぐっと大きくなった。

「ちょっ、な…んでまだでかくなんだよ！　このバケモノ！」

　こんだけやってまだ余裕があるなんて信じられない。

「おまえが可愛いことを言うのが悪いんじゃねぇか」

　べろっと唇を舐めた三池が、顔を寄せてきてニヤリと嫌いやな感じに笑う。

　力の抜けた手で押し戻もどそうとしたが、あっさり片手でつかまれ頭の上に縫ぬい止められた。

「わりぃな。良すぎて止まりそうにねぇよ」

「やっ、あ……あっ……ああっ……」

　ガクガクとまた激しく何度も身体を揺さぶられて、強引に熱を引き上げられる。

　本当に、もう死にそうだった。

「も、イヤだ。……頼たのむから……」

　終わらせてくれと、熱い息を吐きながら懇こん願がんすると、三池は動きを止めた。

「だったら、返事をくれ」

「へ……んじ？」

「俺を手に入れると言え」

　そしたら、これで終わりにしてやる、と三池が凄すごむ。

「……無理」

　条件反射で、口に馴な染じんだ言葉がつるっと出てきた。

「てめぇ──」

「うわっ、ちょ、ちょっと待てっ。違ちがう、そうじゃないって！」

　繁樹は慌あわてて、動こうとする三池を止めた。

「脅きよう迫はく……されての押し売りは無理。──俺が、自分であんたを選んで買う」

「……クーリングオフはなしだぞ」

「ああ。今からあんたは俺の物だ」

　──だからもう抜け。

　そう命令するつもりだったのに、三池があまりにも嬉うれしそうな顔をするものだから、言いそびれた。

「よし、じゃあ、おまえが買った男の性能をもっと堪たん能のうさせてやるよ」

「え、ちょっ……」

　──もう良い、もう充じゆう分ぶんだ！

　止めようとする言葉はまたしても、三池に喰われる。

「……ふっ……んん……」

（絶対わざとだ）

　こっちの言葉を先読みして、わざと言わせないようにしている。

　買い取ったからといって、従順になるわけじゃない。

　命令に従うと言いながら、その命令を言わせてくれない。

（……油断できない奴）

　ほんの少しの後こう悔かいと、その何倍もの浮うき浮うきした気持ち。

　そんな感情を意識したのを最後に、繁樹は激しすぎる快感の波に攫さらわれて思考を失った。
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『正式なデビューは半年以上先だ。まだまだ先は長いよ』

　電話の向こうで篠崎が言う。

「でも、楽しそうだな」

『まあな。今までは終わりを意識して歌ってたけど、今は未来さきのことばかり考えて歌ってる。やれることも勉強することもいくらでもある。楽しくて仕方ないよ』

「そっか、良かったな」

　でも、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんというわけでもない。

　デビューの結果、成功するか失敗するかは神のみぞ知る。

　クリーニングチェーンを継つがないと宣言したことで、実家方面とはいまだにもめているらしいし、母親に泣かれてけっこう参ったと愚ぐ痴ちを零こぼしてもいる。いずれ繁樹が東条のトップに立ったら、自分のコンサートツアーのスポンサー企き業ぎようになってくれとも言われた。

　自分は確実に売れっ子になるから、東条電機にとってもこれは美味おいしい話だぞと……。

　ぬけぬけと言い放つ、その変わらぬ態度。

　繁樹はなんとなくホッとしながら、お互たがいに頑がん張ばろうと答えた。

　そう、繁樹もいつのまにやら頑張らなければならないことが増えているのだ。

　きっかけは、入社する前に箔はくをつけたほうが良いですよ、という三池の言葉だった。

　順調にいけば、繁樹は異例の若さで東条のトップの座につくことになる。

　若いと取引先の企業から甘く見られないように、それなりの経歴を身につけろと……。

　とりあえずは院にでも進学して、経済学の博士はかせ号のひとつも取ってから入社するのはいかがでしょうと唆そそのかされている。

　そんなの面めん倒どうだと口答えしてはいるが、三池の言うことももっともだから、繁樹もこの助言には従うつもりでいた。

　そして、東条の現社長であり叔父おじでもある隆には、専務派の企たくらみに関することをすべて打ち明けた。

　三池からは、専務派の動きに叔父夫婦が関わっていないという保証はない。やぶ蛇へびになりかねないから止めたほうがいい。繁樹が入社してくるまでに、邪じや魔ま者は自分が排はい除じよしておいてやるからと、何度もしつこく説得された。

　それでも繁樹は、叔父に話すほうを選んだ。

　裏切られたらそのときはそのときだ。

　裏で動くより、まず叔父を信じたいと……。

　その結果、斎藤は表向きは栄転という形ではあるものの系列会社に出されることになり、東条本社から消えた。仲野も地方の支社に異動になったと聞く。

　開き直り、叔父を信じようと決める強さを持てたのは、絶対に自分を裏切らないと信じられる者が側そばにいてくれるからだ。

　ってことは、三池本人には話していない。

　自分の意見を聞き入れられなかったことで微び妙みようにふてくされている三池が、不気味に可愛かわいく見えたので……。







「──で、なんでまた遊びに来たんだ？」

　平井の家の掃はき出だし窓まどのところに座って庭を眺ながめていた繁樹に、和わ柄がらの手ぬぐいを被かぶって庭の草むしりをしていた平井が不満そうに聞いてくる。

「アニキが喜ぶからに決まってんだろ。平井サンと俺が仲良くなって良かったって、そりゃご機き嫌げんなんだしさ。──ほら、見てわかるだろ？」

　繁樹が指さした先には、初秋とはいえ強い日差しを避さけるため、平井の大きな麦むぎわら帽ぼう子しを被って、せっせと草むしりをしている春希がいた。

「……ん？　繁樹さん、呼びました？」

　その視線に気づいた春希が、振ふり向いてにっこり微笑ほほえむ。

「呼んだ。喉のどかわいたから、アイスコーヒーでも淹いれてくれよ」

「わかりました。少し待っててくださいね」

　麦わら帽子を手にした春希が、繁樹の脇わきを通って家に入り、いそいそとキッチンへと向かって行く。

「人の恋こい人びとを顎あごで使うなよ」

　それを見送った平井が、繁樹に文句を言った。

「その恋人が、俺に頼み事されるとご機嫌になるからやってんだろ？」

「……繁樹くんは、春希に似ず可愛げがないな」

「あんたはアニキのこととなると、案外大人おとなげないよな」

　嫌いや味みに嫌味で返すと、平井は苦笑した。

「確かにな……。自分でも自覚はしてる。ま、それだけ惚ほれてるってことさ」

「あ、そう」

　思いがけず惚のろ気けられて、繁樹はちょっと白けた。

「そんだけ惚れてんなら、週末だけとか言わずに同居しちまえばいいのに……」

　とはいえ、実際にそんなことを言い出せば、もれなく祖父の襲しゆう撃げきを受けることになるだろう。

（爺じいさんが、アニキに恋人がいるってこと知らないわけねぇしな）

　祖父のことだ、溺でき愛あいしている春希の身辺は確実に調査しているだろう。

　間ま違ちがいなくその恋人が男だってことも知っているだろうから、そういう意味で反対されることはないはずだった。春希が幸せそうだから今はとりあえずは黙もく認にんしているのだろうが、屋や敷しきから奪うばわれるとなったら、さてどう反応するか……。

　それはそれで面おも白しろそうだと、繁樹は内心ほくそ笑む。

「そんな可哀かわい想そうなことはできないな」

「可哀想って、爺さんが？」

「春希が、だよ。春希は十年以上も家族との暮らしに憧あこがれていたんだ。やっと君やお祖父じいさんと暮らせるようになったばかりだっていうのに、そこから引ひき離はなしたら可哀想だろう？」

「憧れるって……。そんな良いもんかねぇ」

　祖父と弟の口くち喧げん嘩かにオロオロして、仮病に気づかずせっせと看病なんかさせられて……。

「繁樹くんは、一家団だん欒らんに憧れることはなかったのか？」

　春希からすべての事情を聞いているだろう平井にそう聞かれて、繁樹は肩かたをすくめた。

「ない。両親が揃そろってた時代には、良い思い出なんかあんまなかったからな」

　もっとも、不幸だったという記き憶おくもほとんどないが……。

「今の俺にとって、あそこはどうでも良い場所だったみたいだな。そのせいか、そういう世間では幸せだと言われるような、きっちり決まった家族の形にはあまり興味ない」

「なるほど。兄弟でも面白いぐらいに違ちがうもんだ」

「アレに似てるって言われても困る」

「人の恋人をアレとは失礼な。……そういう無礼な奴との約束はキャンセルだな」

「あんたと約束なんかしてたっけ？」

　繁樹は首をひねった。

「君に似合うジュエリーを、いずれ俺がイメージしてやるって約束をしてただろう？」

「ああ、あれか……。俺は別にどうでもいいけど。アニキはがっかりするかもな」

「だろうな。だから、その代わりと言っちゃなんだが、君が自分で気に入った石を見つけたときは、俺のところに依い頼らいすれば良い。ご要望通りのジュエリーを、身内待たい遇ぐうで優先してあつらえてやるよ」

　俺が勝手にイメージしたものを押しつけられるより、そのほうが君には向いているだろう、と平井が言う。

　そうかもな、と繁樹も素す直なおに頷うなずく。

　たとえ価値がある物でも、押しつけられたらつい反発したくなる。

　価値のある物は自分の目で見つけて、自分で手を伸のばして摑つかみ取りたいから……。

「……アニキは、どうだったんだろう」

　目の前に血の繫つながった家族がいることを知っていながら、春希はその事実を口にせず、東条の離れでずっと孤こ独どくに暮らしていた。

　家族に憧れていたのなら、自分から手を伸ばせば良かったのにと繁樹は思うのだが……。

「どうって？」

「いや、東条に引き取られる前、どんな家で育ってきたのかなって思ってさ」

　ずっと不幸だったから一家団欒に憧れたのか、それとも、幸福だった記憶があるからこそ、もう一度取り戻もどしたいと思ったのか……。

　そんなことを考えていると、「本人に聞いてみると良い。きっととても喜ぶから」と平井が唆そそのかすようなことを言う。

（で、あんたにまた焼き餅もちを焼かれるわけか……）

　それはそれで面白いかもしれないと、可愛げのない弟は思うのだった。




　春希が淹れてくれたアイスコーヒーを、わざと春希の隣となりでいちゃいちゃしながら飲む。

　平井は密ひそかにムッとしたようだ。

　席を立ち、玄げん関かん先さきのプランターの草むしりをすると言ってひとりで出ていったのだが、しばらくすると嬉き々きとして戻ってきた。

「繁樹くん、やっと迎むかえが来たぞ」

「……あ、そう。いつもの奴なら、これ飲み終わるまで待たせといて平気だから」

「駄だ目めだ、迎えを待たせちゃ失礼だろう」

　平井がぐいっと繁樹の腕うでをつかみ、玄げん関かんに引っ張って行く。

「じゃ、またな！」

　ドンッと乱暴に背中を突つき飛とばされた先には、予想通りに三池が立っていた。




「お迎えご苦労」

　車に乗って開口一番そう言うと、三池はわざとらしくため息をついた。

「これで何度目です？　いい加減にしないと、平井氏に本気でシメられますよ」

「大だい丈じよう夫ぶさ。あの人はアニキを困らせるようなことは絶対にしない」

　可愛かわいげのない弟に週末の逢おう瀬せを何度も邪じや魔まされても決して本気では怒おこらず、せいぜい姑こ息そくな手段で追い出す程度。

　だから、繁樹も安心して心の狭せまい兄の恋人をからかえる。

（ついでに、三池も迎えにくるし）

　こっちから三池に会いたいと連れん絡らくするのはどうも癪しやくに障さわるから、平井を利用して迎えに来させているのだ。

　繁樹にとっては一石二鳥というところだ。

「で、今日はどうなさいます？」

「軽く運動してから、ディナーだな」

「……運動が先ですか？」

　三池は不満そうだったが、繁樹は「先」と深く頷いた。

　うっかり後とでも言おうものなら、一晩中セックスの相手をさせられる。

　体力差があり過ぎて、最終的にはへとへとになった繁樹が気絶するように眠ねむりに落ちるのがお泊とまりコースのパターンになっていた。

（いくらなんでも、ありゃ刺し激げき強過ぎだ）

　床上手で絶ぜつ倫りん。

　恋こい人びとの条件としては悪くないが、いくらなんでもものには限度ってものがある。

「仕方ないですね」

　三池はやっぱり不満そうだったが、繁樹の言葉には素直に従ってくれた。

（こいつのこういうトコ、扱あつかいやすくて楽だよな）

　こういう関係になった今でも、三池の態度は以前とほとんど変わらない。

　あくまでも、自分が繁樹の物になるというスタイルを貫つらぬくつもりのようだ。

　本来の自分は享きよう楽らく主義なろくでなしで、目的を見失ったらどこまでも悪いほうへと流れていってしまいかねないからと悪い顔で言ったりもする。

　やっぱり油断できない奴なのだ。

「……あれ？　この道、いつもと違ちがわねぇか？」

　平井の家から三池のマンションまでの道順をすっかり覚えていた繁樹は、見覚えのない道路に三池の横顔を見た。

「軽く運動しに行くんですよね？」

「そうだけど……。どこで運動するつもりだ？」

「もちろん、ジムですよ」

「ジム？」

「はい。私が通っている会員制のジムで、ちょうど欠員が出たので繁樹さまを登録しておきました」

「え、ちょ、ちょっと……」

　運動ってのはそういう意味じゃなくてさ、と慌あわてて繁樹は説明しかけた。

　が、運転席の三池に軽く流し目をくれられて、説明するだけ無む駄だだと悟さとる。

「今から少しずつ筋肉をつけておけば、入社するときにはさぞかし男ぶりが上がってらっしゃることでしょう。とても楽しみです。──ついでに、もう少し体力をつけていただかないと色々と困りますしね」

「……俺は困ってねぇよ」

「私が困るんです。最後までしっかりご奉ほう仕しさせていただけないのでは、お仕えする甲斐かいがないですからね」

　信号で停まった三池が、こっちを見てわざとらしくにっこりとノーブルに微笑ほほえむ。

（……うわぁ、イヤな顔）

　あまりの胡う散さん臭くささに、反論する気も萎なえる。

「軽く運動した後の食事はきっと美味おいしいですよ。──で、ディナーの後はどうなさいます」

　屋や敷しきに帰ると言いかけたが、再び前を向いて運転しはじめた三池の横顔を見て諦あきらめた。

　決して押し売りされたわけじゃなく、自分で手に入れることを望んだ男。

（これぐらいが俺にはちょうど良いんだろうけどさ）

　頭ごなしの命令が嫌きらいで、口くち喧げん嘩かがコミュニケーション手段。

　ベタベタ甘えるだけの関係は苦手で、無条件に褒ほめられれば増長する。

　そんな繁樹にとって、油断できない奴だと緊きん張ちよう感かんを必要とするスリリングなこの関係は、かなり性に合っている。

　とはいえ、取り扱いには細心の注意を払はらわないと痛い目を見るので怖こわくもあるのだが……。

「おまえんちに泊まる。……でも、ちったぁ手加減しろよな」

　そんな繁樹の返事に、運転席の三池は少々物ぶつ騒そうな笑みを浮うかべた。

（……喜んでやがる）

　その顔をうっかり可愛いと思う自分の感覚が、繁樹は最近ちょっと不安だった。
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　大きな麦むぎわら帽ぼう子しの下、春希がしょんぼりした顔をして、のろのろと平井の家の庭の草むしりを続けている。

「暗い顔して、どうした？」

　その側そばで植うえ替かえをしていた平井は、春希のしょんぼりの原因を知っていた。

　だが、落ち込んでいるのを放置したままでいるのが可哀かわい想そうでとりあえず話題を振ふってみる。

「繁樹さん、今日は夕食までこっちにいてくれると思ってたのに……。三池さんに取られた」

「同じ屋や敷しきで寝ね起おきしてるんだから、明日になれば会えるだろう？」

「それはそうだけど、もう少し一いつ緒しよにいたかったのに……。繁樹さんは、こっちの家にいるときのほうが、俺にたくさん話し掛かけてくれるから」

　でも、どうしてだろう？　と、春希が不思議そうな顔になる。

（それは俺への嫌いやがらせだからだ）

　とは言わず、「俺の家が小さいからだろう」と平井は答えた。

「東条の屋敷は広すぎて食事時ぐらいしか顔を合わせないんだろうけど、こっちにいれば始終一緒にいることになるからな」

「あ、そうか」

　春希はパッと顔を上げた。

「一緒に居る時間の差か。屋敷ではお祖父じいさまもいるし……。普ふ段だんは避さけられてるとかじゃないんだ」

「そんな心配してたのか？　大だい丈じよう夫ぶだ。繁樹くんは春希を好いてくれてるよ」

　恋こい人びとに嫌がらせするぐらいだし……という言葉を飲み込んでそう言うと、顔を上げた春希が、嬉うれしそうににっこり微笑ほほえみかけてくる。

（……良い顔だ）

　無意識のうちに自分で作りあげた硬かたい仮面の中に隠かくれて生きてきた春希。

　その間、ひっそりと抱いだき続けてきた家族への思し慕ぼの念を素す直なおに解放するようになってから、春希の表情はさらに豊かになってきている。

　愛すること愛されること、そして愛されたいと希こいねがうこと。

　そんな感情が素直に表情に表れる。

　愛いとおしいその笑顔に、平井は目を細めた。

「……あれ？」

　春希の視線が、平井からその後ろへと移動する。

「平井さん、それ、どうするんだ？」

「ああ、少し模様替がえしようと思って」

　平井はさっきから、雑多な種類の宿根草を大きめの鉢はちふたつに移動させていた。

「この鉢は玄げん関かんのほうに持って行って、空いたスペースにはこれまでとは少し趣おもむきの違ちがう花を植えるつもりなんだ」

「どんな花？」

「椿だ。あれは刈かり込みしやすいっていうし、寒い時期に花をつけるからな。この庭、冬場はちょっと寂さびしくなるから彩いろどりにちょうど良い」

「花色はもう決めた？」

「いや、これからだ。植え替え時期ももうちょい先だしな」

「じゃあ、苗なえ木ぎはまだ用意してないのか……。──あの……東条の庭にいろんな種類の椿があるから、庭師さんに頼たのんで分けてもらってこようか？」

（そうくると思った）

　それは助かるな、と答えながら、内心ではしめしめとほくそ笑む。

「どの色の花が良い？」

「春希の好きな色で良いよ」

「俺？」

「ああ。選んだ花色は俺には内ない緒しよにしといてくれ。花を咲さかせる楽しみが増えるからな」

　綺き麗れいに咲いたら一緒に眺ながめて楽しもうと言うと、春希がわかったと嬉しそうにうなずく。

「この家には、どんな色が似合うかな」

　立ち上がり、家と庭をぐるっと見み渡わたす春希の姿を、平井はまた目を細めて眺ながめる。

（──これで良い）

　これでまたひとつ、春希の中にこの家への思い入れが増えていく。

　繁樹にも言ったが、平井は無理に春希をこの家に縛しばりつけるつもりはなかった。

　長年の間、不器用ながらもこの花を大切に慈いつくしみ守ってくれた花守のいる庭から、無理に引き抜ぬいてこの庭に植え替えるような真似まねはしない。

　そんなことをしたら、それまで与あたえられていた愛情を失った寂しさ故ゆえに、この花は色あせるだろうから……。

　向こうの花守の手が健在のうちは、無理に植え替えるつもりはない。

　いま望むのは、この花がこの庭を居心地のいい場所だと思ってくれることだけだ。

　そのためにも、一緒に掃そう除じしたり料理したりと、まるでおままごとのような時間を一緒に過ごすようにしている。

　ゆっくりとこの庭での思い出を積み上げていって、いつか向こうの花守の手が完全に離はなれたときに、こちらに完全に根付いてくれさえすればそれでいい。

（なにしろ、俺は気が長いからな）

　愛おしい花を眺めて、そう思う。




　──よく言うよ。たんに執しゆう念ねん深いだけだろ。

　春希の可愛かわいげのない弟の呆あきれた声が、ふと耳元で聞こえたような気がした。
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